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1. 本書について
本章では、観光情報、モビリティ情報及び防災情報（以下「観光情報等」という。）を扱う情報流通連携基盤に係る実証事業の背景と目的、本書の概要及び用語の定義について記述する。
1.1. 本事業の背景と目的

これまでICT利活用については、行政、医療、教育等の個別分野ごとの情報化を推進することに力点が置かれてきたが、東日本大震災の発生により、個別分野を超えた情報の横の連携ができていないことが顕在化した。このため、個別分野ごとの縦軸の情報化はもとより、情報の利活用を推進するための横軸の取組を進めることが重要となっている。上記の状況下において、総務省・情報通信審議会の中間答申（平成23年7月25日）において、主体、分野及び領域に閉じない情報流通・利活用のための共通基盤として、情報・知識やサービスの連携・共有環境の整備のための汎用性ある技術・運用ルール等が整った環境（情報流通連携基盤）の整備を推進していくべきである、という提言が出された。このような環境整備により、国民及び産業界が有益な情報を広く容易に入手でき、情報サービスの構築や新事業の創出が期待できる。
一方、わが国において観光産業の振興は、今後の重要な地域活性化政策の柱の1つである。例えば、訪日外国人旅行者数は、東日本大震災の影響もあり、日本人海外旅行者数に比べ、年間約1,000万人少ない（平成24年）
。この差を解消し、訪日外国人旅行者数を将来的に3,000万人とすることを目標としたビジット・ジャパン事業等が行われている。

上記の国際観光立国の推進に寄与する施策の1つとして、国内外からの観光客に的確に情報を提供できる環境の整備が有効であると考えられる。例えば、官民が収集し公開している観光情報について、データ形式等を揃え、オープンデータ化を行い、誰もが使える形でデータ提供を行うことは有効である。また、観光情報は観光客が移動して実際に訪れる場所に起因しているため、位置情報の提供と地図とのマッピングが重要な要素となる。さらに、観光客が事前に旅行計画を策定したり、実際に観光地を移動したりするためのナビゲーションといったサービスの提供も重要なツールと考えられる。平成24年11月に設置された「電子行政オープンデータ実務者会議」（主査：村井純慶應義塾大学環境情報学部長）においても、オープンデータに優先的に取り組む重要テーマの1つとして、「人の移動にかかわるデータ」が挙げられている。

さらに、日常的に活用される観光関係のサービスは、防災情報を併せて提供することにより、万が一災害が起きた際には、避難誘導や被災状況の把握等に活用できる。特に、地域の地理に不案内な観光客には有効である。平常時に活用しているサービスを災害時に有効に活用することが重要である。また、観光関係のサービスは、地域内の各種施設情報の提供や経路案内（道路や公共交通機関等）を主としており、これらのサービスは地域住民も日頃から活用するサービスである。観光客に限らず、地域住民にとっても、平常時に便利で、災害時には身を守るための重要なツールとなる。例えば、国内外から多くの観光客が集中する伝統的な文化財や観光スポットが多数存在する国際観光地においては、多くの観光客やそこで暮らす地域住民が同じエリアを共有し、自家用車、公共交通、徒歩等の移動手段を適宜選択し、移動を行っている。このような都市型の国際観光都市において、近年、公共交通機関の利用率が自家用車利用率に比べて低下傾向にあり、観光地周辺に混雑が発生し、移動手段の選択に困難を生じている。このような環境にて、人々に的確なモビリティ・マネジメント
に関連する情報（以下「モビリティ情報」という。）を提供するナビゲーション・サービスは、平常時には国内外からの旅行者及び地域住民双方にとって移動の利便性を高め、また、災害発生時等の非常時には、特に地の利のない観光客を迅速に避難所等へ誘導するための重要なツールとなる。

そのような観点から、観光情報等を扱う情報流通連携基盤に係る実証事業（以下「本実証」という。）
を行うこととする。

本実証では、情報流通連携基盤における観光情報等の適用性を実証するために、観光情報等のデータ規格及び観光情報等標準APIを構築する。また、社会に散在している観光情報等を収集・加工し、付加価値をつけて国民に提供する公益的サービスモデルをクラウド技術の活用によって実現し、普及させるといった観光情報等の利活用に貢献することを目的とする。さらに、観光情報等を組み合わせることで観光案内やモビリティ・マネジメントを実現するさまざまなアプリケーションを開発し、観光情報サービスや人と公共交通優先の実現に寄与する高度なナビゲーションの創出を目指す。

1.2. 本書の概要

本書は、平成25年7月に総務省より公募された「情報流通連携基盤の観光・防災情報における実証に係る請負」における実証事業の報告書である。実証事業の実施者である日本アイ･ビー･エム株式会社が、京都市をフィールドとして行った実証実験の内容と成果、その実証実験から得られた課題及び課題に対する考察と提言を記載する。なお、各章における記述概要を表 1に示す。

表 1　各章における記述概要

	章
	タイトル
	記述概要

	1
	本書について
	本実証の背景と目的、本書の概要及び用語の定義について記述する。

	2
	プロジェクト概要
	本実証の実施期間、実施場所、実施体制及び実施概要について記述する。

	3
	システム構成
	観光情報流通連携基盤システムと、観光情報流通連携基盤システムに連携するアプリケーションについて、その概要と仕様、設計、実装について記述する。また、その際に検討した内容や課題についても記述する。

	4
	実証実験の詳細
	実証実験のスケジュール、作業詳細、収集したデータ、アンケート結果、検討課題と考察について記述する。

	5
	一般公募による情報サービスの開発
	一般公募による情報サービスの開発の開催内容、及び開発されたアプリケーションの紹介を記述する。

	6
	公開・二次利用に関する調査報告のまとめ
	観光情報等の公開・二次利用に関する調査報告について記述する。

	7
	継続運用・普及に係る計画
	本実証で開発した情報流通連携基盤システム及びアプリケーションの継続運用と普及に係る計画について記述する。

	8
	検討会への協力
	検討会において協力した内容を記述する。

	9
	まとめ
	まとめを記述する。


1.3. 用語の定義

本書で使用する用語の定義をに表 2に示す。
表 2　用語定義

	用語
	意味

	DRM区間
	デジタル道路地図（Digiral Road Map）を表し、DRM区間とはそのデジタル道路地図上の交差点と隣接した交差点をつないだ区間を表す。DRM区間はデジタル道路地図上で管理されている。

	RDF
	Resource Description Framework。Web上にある「リソース」（言及対象事物）に関する情報を記述するための枠組み。RDFは、主語（Subject）、述語（Predicate）、目的語（Object）の3つの要素でリソースに関する情報を記述する。

	RDF Store
	RDFデータを格納する機能。または格納先データベース。

	Raw Data
	標準データ規格に基づいて表現されたオープンデータ。

	ucode
	モノ・場所・概念を識別する番号。128 ビットの数値である。

	ucodeタグ
	ucodeを格納する媒体。

	オープンデータ
	多くの人々や企業、団体が利用できるように一般に公開されているデータ。

	ボキャブラリ
	意味を示すメタデータ。Raw Data を記述するための辞書にあたる。

	モーダルシフト
	貨物や人の輸送手段の転換を図ること。本文では、自家用車から公共交通への移動手段の転換をモーダルシフトと呼ぶ。

	観光情報等
	観光情報、モビリティ情報及び防災情報。

	観光情報流通
連携基盤
	観光情報等が、複数プレイヤー間で共有・流通されるための共通基盤として、情報・知識やサービスの連携・共有環境の整備のための汎用性ある技術・運用ルール等が整った環境。

	観光情報流通
連携基盤
システム
	観光情報流通連携基盤を実現する実体。インターネット等の広域デジタル通信網を介して、クラウドサーバ上に構築されたソフトウェアシステムによって実現される。

	観光情報等標準データ規格
	外部仕様書に記述された、業界をまたいでオープンデータを流通・連携させるためのデータモデル、データ表現形式及びボキャブラリに関する技術規格（標準データ規格）を観光情報等に拡張したデータ規格。

	観光情報等標準API規格
	観光情報等の公開手法つまり観光情報流通連携基盤システムに対するデータ検索、取得、更新等の操作方法に関する技術規格。

	観光情報等拡張API
	観光情報流通連携基盤システムを実現するために、外部仕様書に記述された標準APIに追加で拡張したAPI。

	観光情報等標準API
	観光情報等標準API規格によって規定されたAPI。外部仕様書に記述された標準APIのうち観光情報流通連携基盤で必要となるAPIと観光情報等拡張APIで構成される。

	利用者
プログラム
	観光情報流通連携基盤システムに接続し、オープンデータの取得及び登録を行うプログラム。


2. プロジェクト概要

本章では、実証実験の実施期間、実施場所、実施体制及び実施概要について記述する。
2.1. 実施概要

平成25年度に総務省で実施する「情報流通連携基盤実証事業」では、標準データ規格に従った形式のデータを標準API 規格に従った操作方法で、ネットワーク上で不特定多数の者が共有・流通するデータを扱う情報流通連携基盤の検証を行うことを趣旨としている。

本実証では、観光サービスの充実によって観光都市が抱える社会的課題の解決に寄与するために、そして訪れた人々に観光をより楽しんでもらうために、地方公共団体や公共交通事業者、及び民間企業等が保有する観光情報、モビリティ情報、防災情報を利活用できる情報流通連携基盤システムを構築し、実証実験を行った。
情報流通連携基盤の実現に資するため、調査研究仕様書で策定した「情報流通連携基盤システム外部仕様書」（以下「外部仕様書」という。）に準拠した観光情報等のデータ規格を構築すると共に、標準API に基づいてこれらのデータ規格に準拠した情報に対する操作を可能とするAPIを備えた観光情報流通連携基盤システムの設計・構築を行った。また、観光情報流通連携基盤システムに蓄積された観光情報、モビリティ情報、防災情報を活用し、新たなサービスを実現するアプリケーションの開発を行い、開発したアプリケーションと使用されるデータの有用性を測る実証実験を行った。さらに、観光情報流通連携基盤共通APIを通して観光情報、モビリティ情報、防災情報を公開することでさまざまなアプリケーションの開発が促進されることを目的とした一般公募による情報サービスの開発を実施した。これらの一連の観光情報等の利活用についての検証を行い、実利用に即した情報流通連携基盤のあり方を考察し、構築した観光情報流通連携基盤システムが広く活用されるための要件を検討した。

2.2. 実施期間

本実証のスケジュールを図 1に示す。また、主要マイルストーンを表 3に示す。
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図 1　マスタースケジュール

表 3　主要マイルストーン

	日付
	マイルストーン

	平成25年9月17日
	プロジェクト開始

	平成25年11月29日
	第1回納入

	平成25年12月23日
	実証実験開始

	平成26年2月3日
	アプリコンテスト開始

	平成26年2月14日
	実証実験終了

	平成26年2月17日
	アプリコンテスト終了

	平成26年2月27日
	中間報告会

	平成26年3月14日
	最終報告会

	平成26年3月20日
	第2回納入、プロジェクト終了


2.3. 実施場所

本実証における実施場所として、「京都府京都市」を選定した。京都市を選定した理由としては、第一に、年間3,000万人超の観光客が訪れる国際観光都市であることが挙げられる。平成22年度の観光客入り数は約4,955万人
を記録しており、国内外から多くの観光客が訪れるという観点で、本実証にとって最適な観光都市である。

第二の選定理由としては、観光情報等が豊富に存在することが挙げられる。京都市は、長い歴史を持つ都市であるとともに、第二次世界大戦の戦災被害を免れた数少ない都市であり、古い史跡や町並み、文化などが数多く存在する。そのため、京都市には寺社仏閣を含めた観光名所が豊富に存在し、寺社仏閣等の観光名所に関連するデータが多数存在する。

第三の選定理由としては、観光客と地域住民が同じエリアを共有している京都市では、モビリティ・マネジメントの施策に力を入れていることが挙げられる。京都市は、「歩くまち・京都」憲章
及び「歩くまち・京都」総合交通戦略
といった「自動車抑制等を通じて、『歩く』ことを中心としたまちと暮らしに転換」を基本理念とした施策を策定し、ハード及びソフトの両面からの取り組みを実施している。この京都市における取り組みを促進するために、本実証では京都市が掲げる「歩くまち・京都」の取り組みに親和性の高いサービスを開発し、検証を行った。

さらに、防災情報という観点においても、京都市は防災情報の整備が充実しており、京都市防災危機管理情報館といったホームページ等で情報発信を積極的に行っていることが挙げられる。

上記のことから、本実証が対象とする観光情報等を豊富に持ち、また、多くの観光客が訪れる国際観光都市である京都市を、本実証を行うにあたり最適な実施場所として選定した。

2.4. 実施体制

本実証における弊社のプロジェクト実施体制を図 2に示す。また、体制図における各チームの役割及び作業概要を表 4に示す。
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図 2　プロジェクト体制
表 4　各チームの役割及び作業概要

	役割
	作業内容

	プロジェクト責任者
	本実証全体の遂行における責任者。

	プロジェクトマネージャー
	スケジュール、コスト、品質の管理、及びプロジェクトメンバー全体の取りまとめ、主管課への進捗報告、協力団体との調整等の実施。

	営業
	主管課への進捗報告等を含めたコミュニケーションの実施。

	継続運用・普及に係る計画
	継続運用計画の策定、普及に係る計画の策定、及びそれに伴う協力団体との調整等の実施。

	技術アドバイザー
	オープンデータやその他の先進的なIT技術に関する知識を活かしたシステム開発への助言、検討会への協力等の実施。

	情報流通連携基盤
	観光情報等のデータ規格の構築、観光情報流通連携基盤システムの構築、観光情報等のオープンデータ化の実証等の実施。また、情報流通連携基盤標準APIの構築におけるYRPユビキタス・ネットワーク研究所との連携。

	経路探索エンジン
	モビリティ情報処理基盤の構築、及びモビリティ情報（特にプローブ情報や駐車場の満空情報）を元にした経路探索や予定時刻等を提供する仕組みの開発。

	モバイルアプリ
	観光情報サービス、モビリティ情報サービス、観光ナビゲーション・サービス及び避難所ナビゲーション・サービスを実現するモバイル上で稼動するアプリケーションの構築。

	インフラ
	実証実験で開発するシステムを支えるクラウド環境の構築。

	実証実験
	実証実験に必要なアンケート作成、その回答の収集、結果の取りまとめ等の実施。


本実証を遂行するに当たっては、図 3に示すとおり、実証地域である京都市をはじめ、京都高度技術研究所（ASTEM）及びジョルダン株式会社と連携してプロジェクトを実行した。事業協力体制における各団体の協力内容を表 5に示す。なお、観光情報等の提供者は京都市をはじめとする協力団体及び企業であり、これらの観光情報等を活用したサービスの提供者は日本アイ・ビー・エム株式会社である。
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図 3　事業協力体制

表 5　各団体の協力内容

	団体名
	協力内容

	京都市
	京都市が保持する公共データの提供、及び京都市内の関係企業・団体（タクシー会社等）との調整。

	京都高度技術研究所（ASTEM）
	実証実験で開発するアプリケーションとの連携

	ジョルダン株式会社
	本実証のインフラとなるクラウドサービスの提供。


3. システム構成
3.1. システムの概要

実証実験のためのシステム（以下「実証実験システム」という。）は、インターネットに接続されたクラウド・システム上にゲスト仮想マシンを作成して構築した。実証実験システムのサーバー構成を、以下の図 4に示す。　HTTPフロントエンドサーバーとして1つの仮想マシンを配置した。また、インターネットから各アプリケーションの稼働する仮想マシンが直接アクセスできないよう、内側にローカル・ネットワーク環境を構築し、アプリケーションサーバーとして2つのゲスト仮想マシンを配置した。

HTTPフロントエンドサーバーはインターネットを経由して実証実験システムに送信されたリクエストを受け付ける。HTTPフロントエンドサーバーとアプリケーションサーバーのネットワークを分離した理由は、セキュリティレベルを分散することで管理の容易化を図るためと、静的コンテンツをHTTPフロントエンドサーバーに配置してアプリケーションサーバーの負荷軽減を狙ったものである。

各仮想マシンへのシステムやアプリケーションの配置は、まずは観光情報流通連携基盤システムに１つの仮想マシンを割り当てた。また、プローブ処理及び経路探索の機能のためにもう1つの仮想マシンを割り当てた。仮想マシンを分離した理由は、各サーバーの用途が異なり開発を担当するチームも分かれていることから作業対象サーバーを分離して作業効率を確保するためと、それぞれのマシン上で稼働するアプリケーションに独立したリソースを確保することでパフォーマンスの安定化を図るためである。
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図 4 実証実験システムの構成
各サーバーのハードウェア仕様を、表 6に示す。各サーバーはクラウド環境上のゲスト仮想マシンで実現されている。また、各サーバーのOS及び各ミドルウェアの情報を表 7に示す。

表 6 導入ハードウェア一覧
	No.
	サーバー名
	ハードウェア仕様

	1
	HTTPフロントエンドサーバー
	CPU: 2.7GHz 1 Core

メモリ: 8Gバイト

ディスク容量: 80Gバイト

	2
	モビリティ情報処理基盤サーバー
	CPU: 2.7GHz 1 Core

メモリ: 8Gバイト

ディスク容量: 180Gバイト

	3
	観光情報流通連携基盤サーバー
	CPU: 2.7GHz 1 Core

メモリ: 8Gバイト

ディスク容量: 180Gバイト


表 7 導入ソフトウェア一覧
	No.
	サーバー名
	導入OS、ソフトウェア

	1
	HTTPフロントエンドサーバー
	CentOS 6.4

Apache HTTP Server

	2
	モビリティ情報処理基盤サーバー
	Red Hat Enterprise Linux 6.4
IBM InfoSphere Streams V3.1

	3
	観光情報流通連携基盤サーバー
	Red Hat Enterprise Linux 6.4
IBM DB2 Workgroup Server Edition for LUW V10.5

 (DB2 Spatial Extenderを含む)
IBM WebSphere Application Server V8.5
Apache Jena
Apache Jena Fuseki V.0.2.4


ソフトウェアの選定において、SPARQLサーバー機能に関しては、オープンソースのApache JenaとApache Jena Fusekiを採用した。これらはApache Software Foundation管理下で開発されていて品質面で実績があり、かつコスト面でもライセンス費用が不要なためである。RDF Store機能に関しては、IBMのソフトウェア製品のDB2を採用した。RDF Storeに関してもオープンソースの選択肢があったが、選定の時点では品質を重要視して商用の製品であるDB2を採用した。また、DB2を採用することで、位置座標情報を取り扱うDB2 Spatial Extenderを利用できることも、今回の位置情報を取り扱う要件に適合した。Webアプリケーションサーバーの選定に関してもオープンソースの選択肢はあったが、開発期間が短いために開発効率の高さを最重要視して、商用の製品であるIBMのWebSphere Application Serverを選定した。同様にストリーム・コンピューティング・ソフトウェアの選定に関しても開発効率の高さを重要視して、商用の製品であるIBMのInfoSphere Streamsを選定した。よって、RDF Store、Webアプリケーションサーバー、 ストリーム・コンピューティング・ソフトウェアに関しては、本格運用環境の構築時においてオープンソースの品質やサポート体制や拡張性等を再度評価して選定しなおしてもよい。

3.2. 観光情報等のデータ規格

本実証では、観光情報等をオープンデータ化する際のデータ規格の検討・定義を行った。本節では、定義したデータ規格と作成において検討した内容について記述する。
3.2.1. データ規格

本実証にてデータ規格の検討・定義を行った観光情報等を表 8に示す。調達仕様書に記載されたデータ項目に加え、アクセシビリティ情報、口コミ・チェックイン情報、レンタサイクル情報についてもデータ規格の検討・定義を行った。

表 8 データ規格を検討・定義した観光情報等

	No
	観光情報等
	データ項目
	検討・定義したデータ規格

	1
	観光情報
	公共施設情報
	公共施設に関する施設の詳細情報と位置情報。

	2
	
	旅館情報
	旅館（宿泊施設）に関する施設の詳細情報と位置情報。

	3
	
	物産店情報
	物産店（食事または買い物ができる店）に関する施設の詳細情報と位置情報。

	4
	
	観光施設情報
	観光施設に関する施設の詳細情報と位置情報。

	5
	
	アクセシビリティ情報
	高齢者・障がい者等を含む利用者が、製品や建物、サービスなどを支障なく利用できるかどうかの情報。

	6
	
	口コミ・チェックイン情報
	口コミ情報は、口コミ対象の場所、実施者、投稿日時、口コミ内容等の情報。チェックイン情報は、「そのときその場所にいたこと」を表現するために、チェックイン対象の場所、実施者、チェックイン日時等の情報。

	7
	モビリティ情報
	バス・プローブ情報
	停留所間のどの位置にバスが存在するかの情報。

	8
	
	タクシー・プローブ情報
	道路上のどの位置にタクシーが存在するかの情報。

	9
	
	公共交通路線情報
	バス及び電車の路線の情報。

	10
	
	公共交通時刻表情報
	バス及び電車の時刻表の情報。

	11
	
	公共交通停留所情報
	バス及び電車の停留所・駅の情報。

	12
	
	駐車場・駐輪場情報
	駐車場の位置、満空情報、料金等の基本情報。

本実証では、駐車場だけでなく駐輪場も表現できるようにデータ規格の検討・定義を行った。

	13
	
	レンタサイクル情報
	レンタサイクルの詳細情報と位置情報。

	14
	
	バス平均移動時間
	停留所間のバスの平均移動時間。

	15
	
	タクシー平均移動時間
	DRM区間のタクシーの平均移動時間。

	16
	防災情報
	避難所情報
	避難所に関する詳細情報と位置情報。

	17
	
	防災拠点情報
	防災拠点に関する詳細情報と位置情報。

	18
	
	災害時帰宅支援ステーション情報
	災害時帰宅支援ステーションに関する詳細情報と位置情報。


観光情報等のデータ規格にて再利用、または新規定義するボキャブラリ空間を表 9に示す。区分列における「防災の拡張」は、平成24年度及び平成25年度の「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」にて定義されたデータ規格を拡張したボキャブラリに対して使用した名前空間を表し、「交通の拡張」は、平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」にて定義されたデータ規格を拡張したボキャブラリに対して使用した名前空間を表す。

表 9 観光情報等にて利用するボキャブラリセットの名前空間

	区分
	短縮形
	名前空間
	説明

	一般
	rdf
	http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#
	RDF の基本構造に関連するボキャブラリ
セット。

	
	rdfs
	http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#
	RDFスキーマのボキャブラリセット。

	
	xsd
	http://www.w3.org/2001/XMLSchema#
	XML Schema。

	
	w3cgeo
	http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#
	Basic Geo (WGS84 lat/long)の
ボキャブラリセット。

	
	geo
	http://www.opengis.net/ont/geosparql#
	GeoSPARQL に関するボキャブラリセット。

	
	foaf
	http://xmlns.com/foaf/0.1/
	関心領域、ホームページなどといった、人を描写するためのボキャブラリセット。

	外部仕様書
	uc
	http://uidcenter.org/vocab/uc#
	外部仕様書で定義されている事物の基本
クラス・物理量に関する基本事項
ボキャブラリセット。

	
	ug
	http://uidcenter.org/vocab/ug#
	外部仕様書で定義されている地物に関するボキャブラリセット。

	
	ev
	http://uidcenter.org/vocab/ucr/event#
	外部仕様書で定義されているイベントに関するボキャブラリセット。

	
	spac
	http://uidcenter.org/vocab/ucr/spac#
	アクセシビリティに関するボキャブラリセット。

	外部仕様書拡張
	ucx
	http://smartercity.jp/uc#
	外部仕様書の基本クラス・物理量に関する基本事項ボキャブラリセットの拡張。

	
	ugx
	http://smartercity.jp/ug#
	外部仕様書の地物に関するボキャブラリ
セットの拡張。

	
	evx
	http://smartercity.jp/event#
	外部仕様書のイベントに関するボキャブラリセットの拡張。

	
	spacx
	http://smartercity.jp/spac#
	外部仕様書のアクセシビリティに関する
ボキャブラリセットの拡張。

	防災の拡張
	evcx
	http://smartercity.jp/evacuation#
	成24年度及び平成25年度の「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」のデータモデルの拡張。

	交通の拡張
	mbl
	http://smartercity.jp/mobility# 
	平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」のデータモデルの拡張。


以降の節にて、各データ項目について定義したデータ規格の、クラスとインスタンスの関係、インスタンスの例を記述する。ボキャブラリの詳細については本プロジェクトの納入成果物である「観光情報連携基盤システム実装詳細仕様書」を参照すること。

以降で記述する図中の凡例を図 5に示す。
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図 5 図の凡例

3.2.1.1. 観光情報に関するデータ規格

観光情報は、公共施設情報、旅館情報、物産店情報、観光施設情報、アクセシビリティ情報及び口コミ・チェックイン情報からなる。これらの情報の概要を表 10に示す。

表 10 観光情報の概要

	種類
	概要

	公共施設情報
	直接に国民の利用に供することを目的として、国、地方公共団体またはそれらによって設立された法人によって設置･運営される施設の情報。

	旅館情報
	本実証では、宿泊施設の情報の意味で用いる。

	物産店情報
	本実証では、食事または買い物ができる店の情報の意味で用いる。

	観光施設情報
	本実証では、観光旅行者の利用のために開放されている施設の情報の意味で用いる。

	アクセシビリティ情報
	高齢者・障がい者を含む誰もが、さまざまな製品や建物やサービスなどを支障なく利用できるかどうか、あるいはその度合いの情報。

	口コミ・チェックイン情報
	口コミ情報は、一般人によりインターネット等から投稿された、施設に対するコメントの情報。チェックイン情報は、「そのときその場所にいたこと」の情報。


3.2.1.1.1. 公共施設情報のデータ規格

公共施設情報のクラスとインスタンスの関係を図 6及び図 7に示す。

ugx:Facility（施設）クラスのサブクラスとしてugx:PublicOffice（公共施設）クラスを定義し、ugx:GovernmentOffice（役所）クラス、ugx:PoliceStation（警察施設）クラス等、公共施設を詳細化した施設をugx:PublicOfficeのサブクラス(rdfs:subClassOf)として定義した。

また、公共施設を管理する地方公共団体を表現するためにugx:AdministrativeArea（行政区画）クラスを定義し、そのサブクラスとして、ugx:Prefecture（都道府県）、ugx:City（市）、ugx:Ward（区）、ugx:Town（町村）を定義した。

公共施設情報で使用するボキャブラリは外部仕様書のボキャブラリを参考に定義した。
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図 6 公共施設情報のクラスとインスタンスの関係
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図 7 公共施設情報（行政区画）のクラスとインスタンスの関係

公共施設情報のインスタンスの例を図 8に示す。
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図 8 公共施設情報のインスタンスの例

3.2.1.1.2. 旅館情報のデータ規格

旅館情報のクラスとインスタンスの関係を図 9に示す。

旅館情報で使用するボキャブラリは外部仕様書のボキャブラリを参考に定義した。
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図 9 旅館情報のクラスとインスタンスの関係

旅館情報のインスタンスの例を図 10に示す。
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図 10 旅館情報のインスタンスの例

3.2.1.1.3. 物産店情報のデータ規格

物産店情報のクラスとインスタンスの関係を図 11に示す。

物産店情報で使用するボキャブラリは外部仕様書のボキャブラリを参考に定義した。
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図 11 物産店情報のクラスとインスタンスの関係

物産店情報のインスタンスの例を図 12に示す。
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図 12 物産店情報のインスタンスの例

3.2.1.1.4. 観光施設情報のデータ規格

観光施設情報のクラスとインスタンスの関係を図 13に示す。

観光施設は観光者の利用のために開放されている施設であり、もともとugx:Temple（寺院）クラスやugx:Museum（博物館）クラスなど施設のクラスのインスタンスとして表現される。そこで、観光施設は、もともとの施設のクラスに加え、ugx:Sightseeing（観光施設）クラスのインスタンスであることを情報として付加することで表現する。観光施設情報で使用するボキャブラリは外部仕様書のボキャブラリを参考に定義した。
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図 13 観光施設情報のクラスとインスタンスの関係

観光施設情報のインスタンスの例を図 14に示す。
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図 14 観光施設情報のインスタンスの例

3.2.1.1.5. アクセシビリティ情報のデータ規格

アクセシビリティ情報のクラスとインスタンスの関係を図 15に示す。

アクセシビリティを持つ施設を表現するために、sapcx:Accessibility（アクセシビリティを持つ地物）クラスを定義し、ugx:Toilet（トイレ）クラスなど施設のクラスのインスタンスに、sapcx:Accessibilityクラスのインスタンスでもあることを情報として付加する。

sapcx:Accessibilityクラスのインスタンスは、アクセシビリティ向上の対象となる利用者、アクセシビリティ阻害の対象となる利用者を、それぞれプロパティspacx:assistantUser(アクセシビリティ向上の対象となる利用者)、spacx:barrierUser(アクセシビリティ阻害の対象となる利用者)で表現する。
[image: image15.emf]ugx:Toilet

rdfs:subClassOf

ugx:Facility

施設の任意のサブクラス

rdfs:subClassOf

spacx:Accessibility

(

アクセシビリティを持つ地物

)

rdfs:subClassOf

京都駅

2

階のトイレ

rdf:type

アクセシビリティを持つ施設

rdf:type

rdf:type

rdf:type

ugx:Feature

ucx:WheelChairUser(

車椅子利用者

) 

spacx:MoverType(

利用者種別

) 

rdf:type

spacx:assistantUser

(

アクセシビリティ向上の対象となる利用者

) 

ucx:Walker(

歩行者

) 

ucx:Aged(

高齢者

) 

ucx:VisuallyHandicapped

(

視覚障害者

) 

ucx:GuideDogUser(

盲導犬使用者

) 

ucx:PerambulatorUser

(

ベビーカー利用者

) 

ucx:Ostomate(

オストメイト

) 

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

spacx:assistantUser

(

アクセシビリティ向上の対象となる利用者

) 

ugx:Toilet

rdfs:subClassOf

ugx:Facility

施設の任意のサブクラス

rdfs:subClassOf

spacx:Accessibility

(

アクセシビリティを持つ地物

)

rdfs:subClassOf

京都駅

2

階のトイレ

rdf:type

アクセシビリティを持つ施設

rdf:type

rdf:type

rdf:type

ugx:Feature

ucx:WheelChairUser(

車椅子利用者

) 

spacx:MoverType(

利用者種別

) 

rdf:type

spacx:assistantUser

(

アクセシビリティ向上の対象となる利用者

) 

ucx:Walker(

歩行者

) 

ucx:Aged(

高齢者

) 

ucx:VisuallyHandicapped

(

視覚障害者

) 

ucx:GuideDogUser(

盲導犬使用者

) 

ucx:PerambulatorUser

(

ベビーカー利用者

) 

ucx:Ostomate(

オストメイト

) 

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

spacx:assistantUser

(

アクセシビリティ向上の対象となる利用者

) 


図 15 アクセシビリティ情報のクラスとインスタンスの関係

アクセシビリティ情報のインスタンスの例を図 16に示す。
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図 16 アクセシビリティ情報のインスタンスの例

3.2.1.1.6. 口コミ・チェックイン情報のデータ規格

口コミ・チェックイン情報のクラスとインスタンスの関係を図 17に示す。

口コミ・チェックイン情報は外部仕様書のイベント定義を参考に定義した。口コミ情報の更新や削除では、更新・削除のイベント情報を新たに作成し、更新・削除対象の口コミとの関連をevx:updateTarget(更新・削除対象のイベント)プロパティとして保持する。更新・削除された口コミ情報はevx:isValid(イベント有効/無効フラグ)プロパティをfalseに設定し、無効化する。
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図 17 口コミ・チェックイン情報のクラスとインスタンスの関係

口コミ情報のインスタンスの例を図 18に示す。
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図 18 口コミ・チェックイン情報のインスタンスの例

3.2.1.2. モビリティ情報に関するデータ規格

モビリティ情報は、バス・プローブ情報、タクシー・プローブ情報、公共交通路線情報、公共交通時刻表情報、公共交通停留所情報、駐車場・駐輪場情報、レンタサイクル情報、バス平均移動時間及びタクシー平均移動時間からなる。これらの情報の概要を表 11に示す。

表 11 モビリティ情報の概要

	種類
	概要

	バス・プローブ情報
	個々のバスが実際に走行した位置や走行速度の情報。

	タクシー・プローブ情報
	個々のタクシーが実際に走行した位置や走行速度の情報。

	公共交通路線情報
	公共交通機関の路線（（例　京都市営地下鉄烏丸線、京都市バス1系統））の情報。

	公共交通時刻表情報
	公共交通機関の停留所ごとの運転時刻をまとめた表。

	公共交通停留所情報
	本実証では、公共交通機関のバス停、鉄道の駅の情報の意味で用いる。

	駐車場・駐輪場情報
	駐車場、駐輪場の情報。

	レンタサイクル情報
	レンタサイクル貸し出し所の情報。

	バス平均移動時間
	バスの運行状況から平均的な速度で運転した場合に停留所間の移動に必要な時間を推定したもの。

	タクシー平均移動時間
	タクシーの運行状況から平均的な速度で運転した場合に道路の移動に必要な時間を推定したもの。


3.2.1.2.1. バス・プローブ情報のデータ規格

バス・プローブ情報のクラスとインスタンスの関係を図 19に示す。

mbl:ProbeInformation(プローブ情報) クラスを定義し、プローブ情報を表現する。ugx:Transportation(乗り物)クラスのインスタンスと最新のプローブ情報をプロパティmbl:probeInformation(プローブ情報)で関連付ける。逆向きの関連としてmbl:targetTransportation(情報の対象の乗り物)を定義し、プローブ情報からの関連を持つようにする。これにより乗り物インスタンスのプローブ情報を履歴として参照することが可能となる。
バス・プローブ情報で使用するボキャブラリは平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」にて定義されたボキャブラリを参考に定義した。
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図 19 バス・プローブ情報のクラスとインスタンスの関係

バス・プローブ情報のインスタンスの例を図 20に示す。
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図 20 バス・プローブ情報のインスタンスの例

3.2.1.2.2. タクシー・プローブ情報のデータ規格

タクシー・プローブ情報のクラスとインスタンスの関係を図 21に示す。

タクシー・プローブ情報はバス・プローブ情報と同様のデータ規格となる。バス・プローブ情報との差異は、バス・プローブ情報はmbl:lastBusStop(直前のバス停)、mbl:nextBusStop(次のバス停)プロパティを持つことができるが、タクシー・プローブ情報は上記プロパティを持つことができない点である。
[image: image21.emf]rdfs:subClassOf

uc:Content

rdf:type

mbl:ProbeInformation

(

プローブ情報

)

タクシー

A

の

2013

年

11

月

16

日

12

時

00

分

のプローブ情報

ugx:Transportation(

乗り物

)

ugx:Taxi(

タクシー

)

rdfs:subClassOf

ugx:Car(

車

)

rdfs:subClassOf

タクシー

A

rdf:type

ugx:Feature

rdfs:subClassOf

ugx:Train(

列車

)

rdfs:subClassOf

mbl:probeInformation

(

プローブ情報

)

mbl:targetTransportation

(

情報の対象の乗り物

)

rdfs:subClassOf

uc:Content

rdf:type

mbl:ProbeInformation

(

プローブ情報

)

タクシー

A

の

2013

年

11

月

16

日

12

時

00

分

のプローブ情報

ugx:Transportation(

乗り物

)

ugx:Taxi(

タクシー

)

rdfs:subClassOf

ugx:Car(

車

)

rdfs:subClassOf

タクシー

A

rdf:type

ugx:Feature

rdfs:subClassOf

ugx:Train(

列車

)

rdfs:subClassOf

mbl:probeInformation

(

プローブ情報

)

mbl:targetTransportation

(

情報の対象の乗り物

)


図 21 タクシー・プローブ情報のクラスとインスタンスの関係

タクシー・プローブ情報のインスタンスの例を図 22に示す。
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図 22 タクシー・プローブ情報のインスタンスの例

3.2.1.2.3. 公共交通路線情報のデータ規格

公共交通路線情報のクラスとインスタンスの関係を図 23に示す。

各交通手段の路線クラスの親クラスとしてugx:TransportRoute(路線)を定義し、路線に共通のプロパティをugx:TransportRouteのプロパティとして定義した。

公共交通路線情報で使用するボキャブラリは平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」にて定義されたボキャブラリを参考に定義した。
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図 23 公共交通路線情報のクラスとインスタンスの関係

公共交通路線情報のインスタンスの例を図 24、図 25に示す。
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図 24 公共交通路線（鉄道路線）情報のインスタンスの例
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図 25 公共交通路線（バス路線）情報のインスタンスの例

3.2.1.2.4. 公共交通時刻表情報のデータ規格

公共交通時刻表情報のクラスとインスタンスの関係を図 26に示す。

各交通手段の時刻表クラスの親クラスとしてmbl:Diagram(時刻表)を定義し、時刻表に共通のプロパティをmbl:Diagramのプロパティとして定義した。公共交通時刻表情報のインスタンスはugx:Station(駅、停留所)クラス、uxg:TransoprtRoute(路線)クラスのインスタンスと紐付ける。

公共交通時刻表情報で使用するボキャブラリは平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」にて定義されたボキャブラリを参考に定義した。
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図 26 公共交通時刻表情報のクラスとインスタンスの関係

公共交通時刻表情報のインスタンスの例を図 27、図 28に示す。
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図 27 公共交通時刻表（鉄道時刻表）情報のインスタンスの例
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図 28 公共交通時刻表（バス時刻表）情報のインスタンスの例

3.2.1.2.5. 公共交通停留所情報のデータ規格

公共交通停留所情報のクラスとインスタンスの関係を図 29に示す。

各交通手段の停留所クラスの親クラスとしてugx:Station(駅、停留所)を定義し、停留所に共通のプロパティをugx:Stationのプロパティとして定義した。

公共交通停留所情報で使用するボキャブラリは平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」にて定義されたボキャブラリを参考に定義した。
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図 29 公共交通停留所情報のクラスとインスタンスの関係

公共交通停留所情報のインスタンスの例を図 30、図 31に示す。
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図 30 公共交通停留所（駅）情報のインスタンスの例
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図 31 公共交通停留所（バス停）情報のインスタンスの例

3.2.1.2.6. 駐車場・駐輪場情報のデータ規格

駐車場・駐輪場情報のクラスとインスタンスの関係を図 32に示す。

ugx:Parking(駐車場)が対象とする乗り物をugx:targetTransportation(対象の乗り物)プロパティにて表現する。

駐車場・駐輪場情報で使用するボキャブラリは外部仕様書のボキャブラリを参考に定義した。
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図 32 駐車場・駐輪場情報のクラスとインスタンスの関係

駐車場情報のインスタンスの例を図 33に示す。
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図 33 駐車場情報のインスタンスの例

3.2.1.2.7. レンタサイクル情報のデータ規格

レンタサイクル情報のクラスとインスタンスの関係を図 34に示す。

ugx:RentalCycleCenter(レンタサイクル貸し出し所)クラスを、ugs:Facility(施設)クラスのサブクラスとして定義した。
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図 34 レンタサイクル情報のクラスとインスタンスの関係

レンタサイクル情報のインスタンスの例を図 35に示す。
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図 35 レンタサイクル情報のインスタンスの例

3.2.1.2.8. バス平均移動時間のデータ規格

バス平均移動時間のクラスとインスタンスの関係を図 36に示す。

地理的区間を表現するugx:DirectedSection(有向区間)クラス、所要時間を表現するmbl:RequiredTime(所要時間)クラスを定義する。ugx:DirectedSectionのインスタンスと最新の所要時間情報をプロパティ mbl:requiredTime(移動所要時間)で関連付ける。逆向きの関連としてmbl:targetSection(対象区間)を定義し、所要時間情報からの関連を定義する。これによりugx:DirectedSectionのインスタンスの所要時間情報を履歴として参照することが可能となる。
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図 36 バス平均移動時間のクラスとインスタンスの関係

バス平均移動時間のインスタンスの例を図 37に示す。
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図 37 バス平均移動時間のインスタンスの例

3.2.1.2.9. タクシー平均移動時間のデータ規格

タクシー平均移動時間のクラスとインスタンスの関係を図 38に示す。

タクシー平均移動時間はバス平均移動時間と同様のデータ規格となる。
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図 38 タクシー平均移動時間のクラスとインスタンスの関係

タクシー平均移動時間のインスタンスの例を図 39に示す。
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図 39 タクシー平均移動時間のインスタンスの例

3.2.1.3. 防災情報に関するデータ規格

防災情報は、避難所情報、防災拠点情報、災害時帰宅支援ステーション情報からなる。これらの情報の概要を表 12に示す。

表 12 防災情報の概要

	種類
	概要

	避難所情報
	災害で自宅に住めなくなった場合、一時的に避難生活を営む場所。台風の襲来など災害の発生のおそれが高く、安全を確保するためにあらかじめ避難する場所。また、地震に伴う大火災による二次災害の危険から地域住民の生命の安全を確保できる場所で、広域避難地域内においてあらかじめ市長が指定している場所、公園、緑地、グラウンド（校庭を含む）、その他公共的な空地帯等で、大火災の輻射熱に対しての安全面積が1ヘクタール以上の場所を広域避難場所という。

	防災拠点情報
	本部施設や応急復旧活動の拠点。また、地震に伴う大火災等の二次災害が発生した場合、山間部の住民に対し、災害情報の伝達、収集及び応急救護活動などを行う場所。

	災害時帰宅支援ステーション情報
	災害時に徒歩帰宅する帰宅困難者を支援するために「水道水」、「トイレ」、「道路情報などの情報」の提供を行う店舗。


3.2.1.3.1. 避難所情報のデータ規格

避難所情報のクラスとインスタンスの関係を図 40に示す。

evcx:EvacuationCenter（避難所）、evcx:EvacuationSpace(避難場所)、evcx:WideAreaEvacuationSpace(広域避難場所)クラスを定義し、それらの親クラスとしてevcx:EvacuationFacility(避難場所及び避難所)、さらに親クラスとしてevcx:DisasterPreventionFacility(防災施設)を定義し、避難場所及び避難所に共通のプロパティをevcx:EvacuationFacilityのプロパティとして定義した。

避難所情報で使用するボキャブラリは平成24年度の「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」にて定義されたボキャブラリを参考に定義した。
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図 40 避難所情報のクラスとインスタンスの関係

避難所情報のインスタンスの例を図 41、図 42に示す。
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図 41 避難所情報のインスタンスの例
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図 42 広域避難場所情報のインスタンスの例

3.2.1.3.2. 防災拠点情報のデータ規格

防災拠点情報のクラスとインスタンスの関係を図 43に示す。

evcx:EmergencyOperationCenter（防災拠点）、evcx:EvacuationRescueCenter (避難救助拠点)クラスを定義し、evcx:EmergencyOperationCenterとevcx:EvacuationRescueCenterに親子関係を定義した。また、evcx:EmergencyOperationCenterをevcx:DisasterPreventionFacilityの子クラスとして定義した。

防災拠点情報で使用するボキャブラリは平成24年度の「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」にて定義されたボキャブラリを参考に定義した。
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図 43 防災拠点情報のクラスとインスタンスの関係

防災拠点情報のインスタンスの例を図 44、図 45に示す。

[image: image44.emf]京都市役所の

ucode

rdf:type(

属するクラス

)

ugx:CityGovernmentOffice

ugx:title(

施設の名称

)

“

京都市役所

”@ja

ugx:title(

施設の名称

)

“Kyoto City Government Office”@en

ugx:region(

地物の範囲

)

“Point(135.7680321 35.0116391)”^^geo:wktLiteral

w3cgeo:lat(WGS84

の緯度

)

“35.0116391”^^xsd:double

w3cgeo:long(WGS84

の経度

)

“135.7680321”^^xsd:double

ugx:address(

住所

)

“

中京区寺町通御池上る上本能寺前町

488”@ja

ugx:address(

住所

)

“488, Kamihonnojimaecho, Nakagyo-ku”@en

rdf:type(

属するクラス

)

evcx:EmergencyOperationCenter

ugx:postalCode(

郵便番号

)

“604-0925”

ugx:tel(

電話番号

)

“075-222-3111”

evcx:evacuationFacilityId(

防災施設

ID)

“10000”

京都市役所の

ucode

rdf:type(

属するクラス

)

ugx:CityGovernmentOffice

ugx:title(

施設の名称

)

“

京都市役所

”@ja

ugx:title(

施設の名称

)

“Kyoto City Government Office”@en

ugx:region(

地物の範囲

)

“Point(135.7680321 35.0116391)”^^geo:wktLiteral

w3cgeo:lat(WGS84

の緯度

)

“35.0116391”^^xsd:double

w3cgeo:long(WGS84

の経度

)

“135.7680321”^^xsd:double

ugx:address(

住所

)

“

中京区寺町通御池上る上本能寺前町

488”@ja

ugx:address(

住所

)

“488, Kamihonnojimaecho, Nakagyo-ku”@en

rdf:type(

属するクラス

)

evcx:EmergencyOperationCenter

ugx:postalCode(

郵便番号

)

“604-0925”

ugx:tel(

電話番号

)

“075-222-3111”

evcx:evacuationFacilityId(

防災施設

ID)

“10000”


図 44 防災拠点情報のインスタンスの例
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図 45 避難救助拠点情報のインスタンスの例

3.2.1.3.3. 災害時帰宅支援ステーション情報のデータ規格

災害時帰宅支援ステーション情報のクラスとインスタンスの関係を図 46に示す。

evcx:EmergencySupportStation（災害時帰宅支援ステーション）クラスを定義し、evcx:DisasterPreventionFacilityの子クラスとして定義した。
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図 46 災害時帰宅支援ステーション情報のクラスとインスタンスの関係

災害時帰宅支援ステーション情報のインスタンスの例を図 47に示す。
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“19-1, Sagashakadomonzen Setogawacho, Ukyo-ku”@en

rdf:type(

属するクラス

)

evcx:EmergencySupportStation

evcx:evacuationFacilityId(

防災施設

ID)

“1”

evcx:hasWaterService(

水道の提供の有無

)

“true”^^xsd:boolean

evcx:hasToiletService(

トイレの提供の有無

)

“true”^^xsd:boolean

evcx:hasInformationService(

情報の提供の有無

)

“true”^^xsd:boolean

evcx:hasRestPlaceService(

休憩場所の提供の有無

)

“false”^^xsd:boolean


図 47 災害時帰宅支援ステーション情報のインスタンスの例

3.2.2. データ規格作成における検討

データ規格の検討・定義において基本方針とした項目を表 13に示す。

表 13 データ規格検討・定義における基本方針

	基本方針
	検討・定義の概要

	外部仕様書に準拠する。
	外部仕様書のボキャブラリを利用し観光情報等のデータ規格の定義を行った。外部仕様書に記述されていないボキャブラリについては新たに定義を行った。また、外部仕様書のデータモデルが本実証に合わない部分については、外部仕様書のボキャブラリ定義を参考に再構成・拡張を行った。

	防災情報に関しては、平成24年度及び平成25年度の「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」で定義されたデータ規格を原則活用する。
	避難所情報のデータ規格の定義において、平成24年度及び平成25年度の「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」で定義されたデータ規格を参考に必要に応じて再構成・拡張を行った。防災拠点情報、災害時帰宅支援ステーション情報についてはデータ規格定義されていないため、新規で定義を行った。

	モビリティ情報に関しては、平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」で定義されたデータ規格を原則活用する。
	公共施設路線情報、公共交通時刻表情報、公共交通停留所情報のデータ規格の定義において、平成24年度の「情報流通連携基盤の公共交通分野における実証に係る請負」で定義されたデータ規格を参考に必要に応じて再構成・拡張を行った。バス・プローブ情報、タクシー・プローブ情報については、本実証で想定するデータモデルと適合しなかったため新規で定義を行った。また、バス平均移動時間、タクシー平均移動時間については、参考となるデータ規格は定義されていなかったため新規で定義を行った。

	プロパティのドメイン（主語となりえるクラス）とレンジ（目的語となりえるクラス）を適切に定義する。
	データ規格の利用者や、データ規格を使用するシステムに対して、データ規格の使用方法を明確化するために、プロパティに対して適切なドメインとレンジの定義を行った。


上記基本方針のもと、データ規格の定義において検討した主な内容について以降の節に記述する。

3.2.2.1. 地物の基本構造の検討

地物の基本構造は外部仕様書のボキャブラリ定義を参考に再構成・拡張を行った。再構成・拡張を行った主な項目を表 14に示す。

表 14 再構成・拡張を行った項目

	再構成・拡張を行った項目
	検討・定義の概要

	ugx:Feature（地物）クラスの追加とそれに伴うデータモデルの再構成。
	本実証で扱う施設に対してWGS84の緯度・経度の情報を付与するために、w3cgeo:lat（WGS84の緯度）、w3cgeo:long（WGS84の経度）のドメインであるw3cgeo:SpatialThingクラスのサブクラスとなるugx:Feature（地物）クラスの定義を行った。本実証で扱う施設はugx:Feature（地物）クラスのサブクラスとしてデータモデルを再構成し、WGS84の緯度・経度の情報を付与した。

	クラスをグルーピングしたクラスの追加。
	プロパティのレンジを明確にするために、クラスをグルーピングしたクラスの定義を行った。例えば、ugx:Car（車）、ugx:Bus（バス）など移動手段となるクラスをグルーピングしたmbl:transportMean（移動手段）クラスを定義した。mbl:transportMeanクラスは、バス平均移動時間のデータ規格で定義したmbl:RequiredTime（所要時間）クラスのプロパティであるmbl:transportMean（移動手段）のレンジとして定義した。


外部仕様書における地物の基本構造の例を図 48に、本実証にて再構成・拡張を行った地物の基本構造の例を図 49に示す。
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図 48 外部仕様書における地物の基本構造の例
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図 49 本実証にて再構成・拡張を行った地物の基本構造の例

3.2.2.2. アクセシビリティ情報のデータ規格の検討

外部仕様書で定義されたアクセシビリティ情報のデータ規格を本実証にそのまま適用するためには、いくつかの課題があったため、外部仕様書を参考に再構成・拡張を行い、課題を解決した。外部仕様書で定義されたアクセシビリティのデータモデルの例を図 50に、適用するうえでの課題を表 15に示す。
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図 50 外部仕様書で定義されたアクセシビリティのデータモデル
表 15 外部仕様書で定義されたアクセシビリティデータ規格適用における課題

	課題
	課題の説明
	対応内容

	アクセシビリティ向上の対象となる利用者種別とアクセシビリティ阻害の対象となる利用者種別を同時に表現できない。
	例えばエスカレータは、高齢者や歩行者にとってはアクセシビリティを向上させる物となるが、車椅子利用者にとってはアクセシビリティを阻害させる物となる。外部仕様書のデータモデルではこのような関係を同時に表現することはできない。（図 50参照）
	spac:Assistant（アクセシビリティを向上させる物）、spac: Barrier（アクセシビリティを低下させる物）クラス、spac:user（対象とする利用者種別）プロパティの代わりに、spacx:Accessibility（アクセシビリティを持つ地物）クラスを定義し、そのプロパティとしてspacx:assistantUser（アクセシビリティ向上の対象となる利用者）、spacx:barrierUser（アクセシビリティ阻害の対象となる利用者）を定義し、課題に対応した。
（図 51 京都市北区役所のエスカレータ参照）

	データ種別の追加に柔軟に対応できない。
	外部仕様書では、例えば車椅子対応公衆電話は、地物としてのプロパティを定義するためにug:Phone（公衆電話）クラスのインスタンスとして表現し、さらにアクセシビリティを向上させる物としてのプロパティを定義するためにspac:PhoneForWheelChairUser（車椅子対応電話機）クラスのインスタンスとして表現している。そのため、本実証で扱う車椅子対応トイレやオストメイト対応トイレなど外部仕様書で定義されていないクラスは新規で定義を行う必要がある。将来、新たにアクセシビリティを持つ施設・設備を取り扱う場合は、毎回新規クラスを追加する必要があり、場合によっては、データ規格や標準APIを利用する利用者プログラムの修正を行う必要がある。
	車椅子対応トイレやオストメイト対応トイレなどのクラスは定義せず、トイレクラスをspacx:Accessibilityのインスタンスとして表現し、spacx:assistantUserプロパティの値としてucx:WheelChairUser（車椅子利用者）やucx:Ostomate（オストメイト）を設定するモデルとすることで課題に対応した。
（図 51 京都市北区役所の車椅子対応公衆電話参照）


検討の結果、再構成・拡張したアクセシビリティ情報のデータモデルを図 51に示す。上記課題の対応に加え、spac:MoverType（利用者種別）とspac:WheelChair（車椅子）などの関係をrdfs:subClassOf（サブクラス）からrdf:type（属するクラス）に修正し、それに伴い名前空間も変更している。
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図 51 アクセシビリティ情報のデータモデル

3.3. 観光情報流通連携基盤システム

外部仕様書が規定する標準データ規格及び標準API規格のうち、本実証に必要となる機能を備えた「観光情報流通連携基盤システム」の構築を行った。構築においては外部仕様書を参照し、それに基づいた実装詳細仕様書を策定し、システムの構築を行った。

本節では、観光情報流通連携基盤システムの概要と設計・実装において検討した内容について記述する。観光情報流通連携基盤システムの詳細仕様については、本プロジェクトの納入成果物である「観光情報連携基盤システム実装詳細仕様書」を参照すること。

3.3.1. 観光情報等標準API

他の情報流通連携基盤との相互作用を可能とし、アプリケーション等からのデータ要求に応じて、観光情報等のデータ項目を検索・提供する機能である「観光情報等標準API」の仕様を検討し、実装を行った。観光情報等標準APIは調達仕様書で要求される「観光情報等のデータ項目の検索・提供」だけでなく、観光情報等のデータ項目の登録、更新、削除機能の仕様についても検討し実装を行った。

観光情報等標準APIは、外部仕様書が規定する標準API規格のうち観光情報流通連携基盤に必要となる機能を実装した「標準API」及び観光情報流通連携基盤用に拡張した「観光情報等拡張API」で構成される。観光情報等標準APIの概要を表 16に示す。

表 16 観光情報等標準APIの概要

	コマンド
	内容

	標準API
	Geographical Data Management Command
	利用者プログラムが、地理情報演算を伴う公開データ操作を行うためのコマンド。

	観光情報等
拡張API
	Traceability / RealtimeData Extension Command
	口コミ・チェックイン情報を扱うために、標準APIのTraceability / RealtimeData Commandを拡張したコマンド。

	
	Geographical Data Query Extension Command
	観光情報等の施設情報の一覧検索のために、標準APIのGeographical Data Management Commandを拡張したコマンド。

	
	Mobility Data Registration Command
	プローブ情報を収集し、モビリティ情報処理基盤にてプローブ情報の処理を行うためのコマンド。

	
	Geographical Data Registration Extension Command
	観光情報等の施設情報の登録・更新・削除を行うためのコマンド。

	
	Route Search Command
	モビリティ情報処理基盤にて処理した情報をもとに経路探索を行うためのコマンド。

	
	Bus Travel Time Command
	バス・プローブ情報管理システムと連携し、バス平均移動時間の一覧情報を提供するためのコマンド。


観光情報流通連携基盤システムが取り扱う観光情報等の登録及び参照時に使用される観光情報等標準APIを表 17に示す。
防災情報を扱うAPIについては、平成24年度に実施した「情報流通連携基盤の防災・災害情報における実証に係る請負」において策定された標準API及び平成25年度に実施する予定の防災関係の実証実験において策定される標準APIである、SPARQL-based Commandの活用を検討したが、以下の理由により、Geographical Data Management Command、Geographical Data Query Extension Commandを実装することとした。

· 防災情報を参照するためにSPARQLの知識が必要となる
SPARQL-based CommandはRDFデータを操作する言語であるSPARQLを直接実行するコマンドであり、利用者にはSPARQLの知識が求められる。そのためSPARQLの知識がなくても防災情報を参照できるGeographical Data Management Command、Geographical Data Query Extension Commandを実装した。
表 17 観光情報等の登録・参照時に使用される観光情報等標準API

	観光情報等
	データ項目
	登録・更新で使用される
観光情報等標準API
	参照時に使用される
観光情報等標準API

	観光情報
	公共施設情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	旅館情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	物産店情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	観光施設情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	アクセシビリティ情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	口コミ・チェックイン
情報
	Traceability / RealtimeData Extension Command
	Traceability / RealtimeData Extension Command

	モビリティ情報
	バス・プローブ情報
	バス・プローブ情報管理システム（既存システム）にて収集
	-

	
	タクシー・プローブ情報
	Mobility Data Registration Command
	-

	
	公共交通路線情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	公共交通時刻表情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	駐車場情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	レンタサイクル情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	バス平均移動時間
	バス・プローブ情報管理システム（既存システム）から取得
	Bus Travel Time Command

	
	タクシー平均移動時間
	プローブ情報から計算
	Route Search Command

	防災情報
	避難所情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	防災拠点情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command

	
	災害時帰宅支援
ステーション情報
	Geographical Data Registration Extension Command
	Geographical Data Management Command /

Geographical Data Query Extension Command


上記観光情報等標準APIを実装した観光情報流通連携基盤システムのシステム構成を図 52に示す。
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図 52 観光情報流通連携基盤システム構成

「モビリティ情報処理基盤」、観光情報等標準APIの「Route Search Command」、「Mobility Data Registration Command」については、「3.3.2 モビリティ情報処理基盤」にて記述する。その他の観光情報等標準APIについて、本節にて記述する。

3.3.1.1. 観光情報等標準APIの仕様

本実証で実装した観光情報等標準APIの論理構成（モビリティ情報処理基盤部分は除く）を図 53に示す。

配置サーバーの番号は「3.1 システムの概要」にて記述したサーバーの番号に対応する。

 [image: image53.emf]3. Linux Server (RHEL6.4)

(CPU : 2.7GHz x 1, RAM 8GB, HDD 180GB)

1. Linux Server (CentOS 6.4)

(CPU : 2.7GHz x 1, RAM 8GB, HDD 80GB)

Web

サーバー

アプリケーションサーバー

Geographical Data Query 

Extension Command 

実装

Geographical Data Registration

Extension Command 

実装

Geographical Data Management 

Command 

実装

Traceability / RealtimeData

Extension Command 

実装

地理空間

データベース

観光情報等

データベース

バス・プローブ情報

管理システム

（既存システム）

Bus Travel Time Command

実装

【凡例】

物理サーバー

サーバープロセス

実装モジュール

ネットワーク

DB

インターネット

イントラネット

3. Linux Server (RHEL6.4)

(CPU : 2.7GHz x 1, RAM 8GB, HDD 180GB)

1. Linux Server (CentOS 6.4)

(CPU : 2.7GHz x 1, RAM 8GB, HDD 80GB)

Web

サーバー

アプリケーションサーバー

Geographical Data Query 

Extension Command 

実装

Geographical Data Registration

Extension Command 

実装

Geographical Data Management 

Command 

実装

Traceability / RealtimeData

Extension Command 

実装

地理空間

データベース

観光情報等

データベース

バス・プローブ情報

管理システム

（既存システム）

Bus Travel Time Command

実装

【凡例】

物理サーバー

サーバープロセス

実装モジュール

ネットワーク

DB

インターネット

【凡例】

物理サーバー

サーバープロセス

実装モジュール

ネットワーク

DB

インターネット

イントラネット


図 53 観光情報等標準API実装の論理構成

図中の各コンポーネントの役割、実装方法、商用製品及びオープンソース等の概要情報を表 18に示す。

表 18 観光情報等APIのコンポーネント概要

	配置サーバー 
	コンポーネント
	種別
	商用製品及び
オープンソース
	説明

	1
	Webサーバー
	サーバープロセス
	Apache HTTP Server 2.2.15
	インターネットに公開される情報を配信するWebサーバー。観光情報流通連携基盤共通で利用。

	3
	アプリケーションサーバー
	サーバープロセス
	IBM WebSphere Application Server V8.5.5.0
	アプリケーションを稼働するためのサーバーミドルウェア。他の観光情報等標準APIの実装が配置される共用サーバー。

	
	Geographical Data Management Command 実装
	実装モジュール
	Java EE アプリケーション
	アプリケーションサーバーで稼働するJavaのサーバーモジュール実装。

	
	Traceability / RealtimeData Extension Command 実装
	実装モジュール
	Java EE アプリケーション
	アプリケーションサーバーで稼働するJavaのサーバーモジュール実装。

	
	Geographical Data Query Extension Command 実装
	実装モジュール
	Java EE アプリケーション
	アプリケーションサーバーで稼働するJavaのサーバーモジュール実装。

	
	Bus Travel Time Command 実装
	実装モジュール
	Java EE アプリケーション
	アプリケーションサーバーで稼働するJavaのサーバーモジュール実装。

	
	Geographical Data Registration Extension  Command 実装
	実装モジュール
	Java SE アプリケーション
	Linuxサーバーで稼働するJavaのモジュール実装。

	
	観光情報等データベース
	観光情報等データ
	IBM DB2 Workgroup Server Edition V10.5
	観光情報、モビリティ情報、防災情報を格納するデータベース。

	
	地理空間データベース
	地理空間データ
	IBM DB2 Workgroup Server Edition V10.5
	観光情報、モビリティ情報、防災情報の空間情報（緯度、経度情報）を格納し空間的な検索を可能にするデータベース。


以降、観光情報等標準APIの各コマンドが、クライアントから呼び出されたときの挙動をそれぞれ記述する。

3.3.1.1.1. Geographical Data Management Command

Geographical Data Management Commandは場所情報の閲覧機能を提供する。本コマンドが提供するAPIを表 19に示す。

表 19 Geographical Data Management Command
	URL
	HTTPメソッド
	意味

	/api/v1/places/<target>
	GET
	場所情報を閲覧する。

targetは閲覧したい場所の識別子。


Geographical Data Management Command（場所情報の閲覧）のコンポーネント間の呼出関係を図 54に示す。
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図 54 Geographical Data Management Command呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP GETで場所情報閲覧のリクエストが送信される。

2 Webサーバーから、イントラネット経由でHTTP GETがサーバー3へ転送される。

3 Geographical Data Management Command実装は、リクエストで指定された場所の識別子を基に、観光情報等データベースから場所の詳細情報を取得する。

4 取得した場所の詳細情報をRDF/JSONフォーマットでHTTPのリターンとして返す。

5 ④で返された結果をクライアントに返す。

3.3.1.1.2. Traceability / RealtimeData Extension Command
Traceability / RealtimeData Extension Commandはイベント情報（口コミ・チェックイン情報）の検索、登録機能を提供する。本コマンドが提供するAPIを表 20に示す。

表 20 Traceability / RealtimeData Extension Command
	URL
	HTTPメソッド
	意味

	/api/v1/events
	GET
	イベント情報（口コミ・チェックイン情報）を検索する。

	/api/v1/events
	POST
	イベント情報（口コミ・チェックイン情報）を登録する。


Traceability / RealtimeData Extension Command（イベント情報の検索）のコンポーネント間の呼出関係を図 55に示す。
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図 55 Traceability / RealtimeData Extension Command（イベントの検索）呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP GETでイベント情報（口コミ情報、チェックイン情報）の検索のリクエストが送信される。検索条件として指定できるパラメータを表 21に示す。

2 Webサーバーから、イントラネット経由でHTTP GETがサーバー3へ転送される。

3 Traceability / RealtimeData Extension Command実装は、リクエストパラメータで指定された条件と一致するイベントの情報を観光情報等データベースから取得する。

4 取得したイベントの情報をRDF/JSONフォーマットでHTTPのリターンとして返す。

5 ④で返された結果をクライアントに返す。

表 21 Traceability / RealtimeData Extension Command（イベントの検索）のパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	owner
	xsd:anyURI[]
	イベントのオーナー（evx:owner）の識別子。

	place
	xsd:anyURI[]
	イベントの発生場所（evx:place）の識別子。

	offset
	xsd:integer
	検索結果のオフセット値。省略時は最初から返す。

	limit
	xsd:integer
	検索結果の返却数。省略時は全てのデータ。

	type
	xsd:anyURI[]
	イベントのタイプ（evx:type）。


Traceability / RealtimeData Extension Command（イベント情報の登録）のコンポーネント間の呼出関係を図 56に示す。
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図 56 Traceability / RealtimeData Extension Command（イベントの登録）呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP POSTでイベント情報（口コミ情報、イベント情報）の登録のリクエストが送信される。

2 Webサーバーから、イントラネット経由でHTTP POSTがサーバー3へ転送される。

3 Traceability / RealtimeData Extension Command実装は、リクエストで指定されたイベント情報にイベントの識別子を割り当て、観光情報等データベースに登録する。

4 イベント情報に割り当てた識別子の情報をRDF/JSONフォーマットでHTTPのリターンとして返す。

5 ④で返された結果をクライアントに返す。

3.3.1.1.3. Geographical Data Query Extension Command
Geographical Data Query Extension Commandは、場所情報の検索機能を提供する。本コマンドが提供するAPIを表 22に示す。

表 22 Geographical Data Query Extension Command
	URL
	HTTPメソッド
	意味

	/api/v1/places
	GET
	場所情報を検索する。


Geographical Data Query Extension Commandのコンポーネント間の呼出関係を図 57に示す。
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図 57 Geographical Data Query Extension Command呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP GETで場所情報の検索のリクエストが送信される。検索条件として指定できるパラメータを表 23に示す。1 点と半径を指定し、それが示す円内に含まれる場所の識別子を検索する場合はlat、lon、radiusが全て指定される。1 点と半径指定（lat、lon、radiu指定）、intersect、within、containsパラメータは同時に指定できない。

2 Webサーバーから、イントラネット経由でHTTP GETがサーバー3へ転送される。

3 Geographical Data Query Extension Command実装は、リクエストパラメータ「地物属性を示すプロパティURI」で地物のタイプ（rdf:type）が指定された場合は指定されたタイプを基に、対象となる全てのクラス（指定されたクラスの全てのサブクラス）を観光情報等データベースから取得する。指定がない場合は全ての地物のクラスが対象となる。
4 リクエストパラメータとして、空間条件（1 点と半径指定（lat、lon、radiu指定）、intersect、within、またはcontains）が指定された場合は、③で取得したクラスのインスタンスであり、空間条件を満たすインスタンスを地理空間データベースから取得する。

5 ③で取得したクラスのインスタンスで、その他のリクエストパラメータの条件を満たすインスタンスの詳細情報を観光情報等データベースから取得する。④にて対象のインスタンスが絞られている場合は、対象のインスタンスに絞って詳細情報を取得する。

6 取得した場所情報の一覧をRDF/JSONフォーマットでHTTPのリターンとして返す。

7 ⑥で返された結果をクライアントに返す。

表 23 Geographical Data Query Extension Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	target
	xsd:anyURI[]
	検索対象の場所の識別子。

	offset
	xsd:integer
	検索結果のオフセット値。省略時は最初から返す。

	limit
	xsd:integer
	検索結果の返却数。省略時は全てのデータ。

	lat
	xsd:double
	WGS84での緯度。

	lon
	xsd:double
	WGS84での経度。

	radius
	xsd:double
	検索半径[m]。

	intersect
	xsd:string(WKT)
	パラメータ値が指定する領域と重なりを持つ。

	within
	xsd:string(WKT)
	パラメータ値が指定する領域に完全に含まれる。

	contains
	xsd:string(WKT)
	パラメータ値が指定する領域を完全に含む。

	地物属性を示すプロパティURI
	xsd:string[]
	地物属性の値。（部分一致検索が行われる）


3.3.1.1.4. Bus Travel Time Command
Bus Travel Time Commandは、バス平均移動時間の一覧情報閲覧機能を提供する。本コマンドが提供するAPIを表 24に示す。

表 24 Bus Travel Time Command
	URL
	HTTPメソッド
	意味

	/api/v1/busprediction
	GET
	バス平均移動時間の一覧情報を閲覧する。


Bus Travel Time Commandは30秒に1回の頻度で報告されるバス・プローブ情報を処理して計算されたバス平均移動時間の情報を提供する。

バス・プローブ情報のサンプルを以下に示す。

バス・プローブ情報のサンプル

	{

  "DATETIME":"2014/03/13 00:14:21",

  "BUSLOC": [

    {

      "ROUTE": "xxxxxx",

      "LOCATION":[

        {"ID":"1239",

         "SEQUENCE":"6",

         "PASSTIME":"",

         "LAT":"34.969766",

         "LON":"135.675547",

         "DIR":"0",

         "LASTUPDATE":"2013/12/13 12:12:21",

         "ORIGINALCODE":"0x03300",

         "PER":"41",

         "PROBDATE":"2014/03/13 00:11:51"}

      ]

    }

  ]

}


Bus Travel Time Commandのコンポーネント間の呼出関係を図 58に示す。
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図 58 Bus Travel Time Command呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP GETでバス平均移動時間の一覧情報の閲覧リクエストが送信される。

2 Webサーバーから、イントラネット経由でHTTP GETがサーバー3へ転送される。

3 Bus Travel Time Command実装はバス・プローブ情報管理システムに対し、インターネット経由でHTTP GETでバス平均移動時間の情報を要求し、情報を取得する。
4 取得したバス平均移動時間の一覧情報をRDF/JSONフォーマットでHTTPのリターンとして返す。

5 ④で返された結果をクライアントに返す。

3.3.1.1.5. Geographical Data Registration Extension Command
Geographical Data Registration Extension Commandの実装は、基礎情報（名称、タイプ、位置情報、電話番号など）の挿入、基礎情報の更新、リアルタイム情報（駐車場満空情報、レンタサイクルステーションの空き情報）の更新の機能を提供するスタンドアローンアプリケーションである。アプリケーションは２つのパラメータを指定して起動される。起動パラメータを表 25に示す。
表 25 Geographical Data Registration Extension Command 起動パラメータ

	パラメータ
	パラメータ名
	意味

	パラメータ1
	機能の指定
	実行する機能を指定する。（詳細は表 26に記述）

	パラメータ2
	プロパティファイルのパス
	設定が記述されたプロパティファイルへのパスを指定する。


Geographical Data Registration Extension Command実装はパラメータなどの設定をした起動スクリプトから呼び出され処理を行う。プロパティファイル、起動スクリプトを用意すれば、起動スクリプトを実行するのみであるので、容易に利用することが可能である。

Geographical Data Registration Extension Commandのコンポーネント間の呼出関係を図 59に示す。
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図 59 Geographical Data Registration Extension Command呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 サーバー上のプログラム起動スクリプトからパラメータを指定して起動される。パラメータに指定された値によって、呼び出される機能、読み込まれる情報が異なる。呼び出される機能については表 26に示す。

2 データソースにより、インターネット上に存在するファイルもしくは、サーバーのローカルに置かれたファイルを参照して、必要なデータを取得し、データベースへ登録する形式への変換を行う。

3 呼び出される機能に応じて、観光情報等データベースに対して、情報の挿入/更新/削除を行う。

4 呼び出される機能に応じて、地理空間データベースに対して、情報の挿入/更新/削除を行う。（基礎情報の挿入/更新機能のみ）

表 26 Geographical Data Registration Extension Command 機能とパラメータの対応

	機能
	パラメータ1設定値
	機能概要

	基礎情報の挿入
	insert
	データが入っていないデータベースに対して、各データソースから情報を取得し挿入する機能である。対象となる情報は、静的データ（名称、タイプ、位置情報といった基礎情報）となる。

	基礎情報の更新
	update
	当機能は既に基礎情報が挿入されているデータベースに対して、各データソースから取得した情報との差分を確認し、更新を行う機能である。対象となる情報は静的データとなる。



	駐車場満空情報の更新
	vacancyUpdate
	動的データである駐車場の満空情報をリアルタイムに更新する機能。

	レンタサイクルステーションの

空き情報の更新
	availableUpdate
	動的データである、レンタサイクルステーションの空き情報をリアルタイムに更新する機能。


基礎情報の挿入機能は、データベースに初めてデータを入れる際に、観光流通連携基盤システム管理者によって起動され、処理が行われる。それ以外の３つの更新機能は、クーロンから呼び出され定期的に処理が行われることを想定している。更新処理を定期的に実行することで、更新が行われた観光情報等を観光情報等データベースへ反映させることが可能である。
3.3.1.2. 観光情報等標準APIの動作確認
観光情報等標準APIの各コマンドについてそれぞれの動作確認結果を記述する。

3.3.1.2.1. Geographical Data Management Command

Geographical Data Management Commandについて行った主な動作確認項目を表 27に示す。

表 27 Geographical Data Management Commandの動作確認項目

	項目番号
	確認項目
	区分
	期待される結果

	ケース1
	場所情報の閲覧（登録されている場所の識別子を指定した場合）
	正常
	指定された場所の詳細情報がRDF/JSONフォーマットで返される。

	ケース2
	場所情報の閲覧（登録されていない場所の識別子を指定した場合）
	異常
	ステータスコード404Not Foundが返される。

	ケース3
	場所情報の閲覧（場所の識別子を指定していない場合）
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。


1. ケース1の確認結果

場所情報の閲覧（登録されている場所の識別子を指定した場合）を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/places/ucode_00001C0000000000001F0002A1885101


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "place": {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},

      {"type": "literal","value": "きよみずでら","lang": "JA-HRKT"},

      {"type": "literal","value": "清水寺","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "北法相宗の本山。西国観音霊場三十三カ所第16番札所。778年(宝亀9)延鎮上人が開山、798年(延暦17)坂上田村麻呂の創建と伝える。音羽山中腹に30近い堂塔伽藍が並ぶ。現在の主な堂塔は、1633年(寛永10)徳川家光の再建。‘清水の舞台’で知られる本堂(国宝)は寄せ棟造り、檜皮葺、寝殿造り風の優美な建築で、十一面千手観音立像を安置。舞台の下方に音羽の滝、谷を隔てて安産祈願の子安の塔(重文)がある。ほかに仁王門、馬駐(うまとどめ)、鐘楼、西門(さいもん)、三重塔、経堂、田村堂、轟門、朝倉堂、釈迦堂、阿弥陀堂、奥の院など重文指定の建造物がいらかを連ねる。1994年(平成6)12月「古都京都の文化財」として「世界遺産条約」に基づく世界文化遺産に登録された。建立:現本堂1633(寛永10)年再建　創建798(延暦17)年、平安時代初\r\n\r\n※閉門時間は季節により変更致します。また夜間特別拝観の期間中は、通常拝観を一旦終了し、再度開門します。 詳しくは公式サイトをご確認頂くか、お問い合わせ下さい。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.kiyomizudera.or.jp"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{

        "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility": {

          "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#subClassOf": [{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Facility"}],

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Class"}],

          "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#label": [{"type": "literal","value": "宗教施設"

          }]

        }},

      {

        "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing": {

          "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#subClassOf": [{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Facility"}],

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#Class"}],

          "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#label": [{"type": "literal","value": "観光施設"

          }]

        }}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.785049 34.994854)","datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "【通常拝観(本堂・舞台)】<大人(高校生以上)>300円<小中学生>200円 【夜間特別拝観】<大人(高校生以上)>400円<小中学生>200円　※団体割引なし。障害者予約無料。"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水1丁目294","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.785049",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "通常6:00開門～閉門時間は季節により変更。"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.994854",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"

      }]

    }

  }

}


urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101に対応する場所の詳細情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
2. ケース2の確認結果

場所情報の閲覧（登録されていない場所の識別子を指定した場合）を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/places/ucode_00001C0000000000001FF0000510349E

	


レスポンス

	Status : 404 Not Found

{"msg":"Not Found.target:<urn:ucode:_00001C0000000000001FF0000510349E>"}


ステータスコード404 Not Foundが返されることが確認できる。

3. ケース3の確認結果

場所情報の閲覧（場所の識別子を指定していない場合）を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/places/


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Parameter Miss Match."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

3.3.1.2.2. Traceability / RealtimeData Extension Command

Traceability / RealtimeData Extension Commandについて行った主な動作確認項目を表 28に示す。

表 28 Traceability / RealtimeData Extension Commandの動作確認項目

	項目番号
	確認項目
	区分
	期待される結果

	【イベント情報の検索】

	ケース1
	以下の条件指定でイベント情報の検索

· イベントのオーナーを指定

· typeとしてevx:CheckinEventを指定
	正常
	指定されたオーナーのチェックイン情報の一覧がRDF/JSONフォーマットで返される。

	ケース2
	ケース1で指定した条件に下記条件を追加し、イベント情報の検索

· offsetを指定

· limitを指定
	正常
	ケース1で取得したデータのうち、登録日時（evx:date）が最新のチェックイン情報から数えて、（offsetで指定した値＋1）番目から（limitで指定された値）の数だけデータが返される。

	ケース3
	パラメータを指定しないで検索
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。

	ケース4
	パラメータが正しくない（指定できないパラメータ）
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。

	【イベント情報の登録】

	ケース5
	イベント情報（口コミ情報）の登録
	正常
	指定された情報でイベント情報が登録される。

	ケース6
	イベント情報（口コミ情報）の更新
	正常
	指定された情報でイベント情報が更新される。

	ケース7
	登録されていないオーナーでのイベント情報（口コミ情報）の登録
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。

	ケース8
	登録者でないオーナーでのイベント情報の更新
	異常
	ステータスコード403 Forbiddenが返される。

	ケース9
	イベント情報のフォーマットが間違っている場合の登録
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。

	ケース10
	既に登録済みのニックネームでのユーザー登録を含むイベント情報（チェックインイベント）の登録
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。

	ケース11
	削除対象が指定されていないイベント情報の削除
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。


1. ケース1の確認結果

以下の条件指定でイベント情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· イベントのオーナーを指定
· typeとしてevx:CheckinEventを指定

クエリ

	GET /api/v1/events?type=evx_CheckInEvent&owner=ucode_00001C0000000000001F002E90EDD008


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "events": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B981": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-22T12:48:15.116+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC6C": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Ryoan-ji Temple","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "りょうあんじ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "龍安寺","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "35.0325279","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・
        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B978": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-21T19:43:48.102+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC69": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kurumazaki-jinja Shrine","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "くるまざきじんじゃ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "車折神社","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "35.0161362","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・
        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B977": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-21T19:42:06.264+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC71": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Toji(Kyoo-gokoku-ji Temple)","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "とうじ　きょうおうごこくじ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "東寺(教王護国寺)","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9810028","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・
        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B975": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-21T19:33:12.820+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC86": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Ichihime-jinja Shrine","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "いちひめじんじゃ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "市比賣神社","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9939041","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・
        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B939": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-17T14:48:26.673+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "きよみずでら","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "清水寺","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.994854","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  },

  {

          ・・・

  }],

  "remains": false

}


urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008に対応するオーナーのチェックイン情報の一覧がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。

2. ケース2の確認結果

ケース1で指定した条件に下記条件を追加してイベント情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· offsetを指定

· limitを指定
クエリ

	GET /api/v1/events?type=evx_CheckInEvent&owner=ucode_00001C0000000000001F002E90EDD008 &offset=2&limit=2


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "events": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B977": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-21T19:42:06.264+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC71": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Toji(Kyoo-gokoku-ji Temple)","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "とうじ　きょうおうごこくじ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "東寺(教王護国寺)","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9810028","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・
        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B975": {

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"type": "literal","value": "湯豆腐"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#date": [{"type": "literal","value": "2014-01-21T19:33:12.820+09:00"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{

        "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC86": {

          "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Ichihime-jinja Shrine","lang": "EN"},

          {"type": "literal","value": "いちひめじんじゃ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "市比賣神社","lang": "JA"}],

          ・・・
          "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9939041","datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#type": [{

        "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent": {

          ・・・

        }

      }],

      "http://smartercity.jp/event#isValid": [{"type": "literal","value": "true"

      }]

    }

  }],

  "remains": true

}


urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008に対応するオーナーのチェックイン情報で最新の情報から3番目から2件の情報が返されることが確認できる。

3. ケース3の確認結果

パラメータを指定しないで検索を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/events


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Parameter Miss Match."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

4. ケース4の確認結果

正しくないパラメータで検索を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/events?places=test


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Unsupported parameter (parameter:places)."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

5. ケース5の確認結果

イベント情報（口コミ情報）の登録を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#WOMIssuedEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#description": [{"value": "清水寺の紅葉きれいですよ!","type": "literal"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008","type": "uri"}]

    }

  }

}


レスポンス

	Status : 200 OK

{"ucode":{"ucode_?e":"urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD"}}


登録されたデータ
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#type>  <http://smartercity.jp/event#WOMIssuedEvent>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#place>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#owner>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#isValid>  "true".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#description>  "清水寺の紅葉きれいですよ!".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#date>  "2014-02-21T20:31:13.811+09:00". 


イベント情報が登録されたことが確認できる。
6. ケース6の確認結果

イベント情報（口コミ情報）の更新を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#WOMUpdatedEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#description": [{"value": "清水寺の紅葉きれいですよ!また行きたい!","type": "literal"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#updateTarget":[{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD",  "type": "uri"}]

    }

  }

}


レスポンス

	Status : 200 OK

{"ucode":{"ucode_?e":"urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE"}}


登録・更新されたデータ
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#type>  <http://smartercity.jp/event#WOMIssuedEvent>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#place>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#owner>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#isValid>  "false".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#description>  "清水寺の紅葉きれいですよ!".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>  <http://smartercity.jp/event#date>  "2014-02-21T20:31:13.811+09:00".
<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#updateTarget>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BD>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#type>  <http://smartercity.jp/event#WOMUpdatedEvent>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#place>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#owner>  <urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#isValid>  "true".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#description>  "清水寺の紅葉きれいですよ!また行きたい!".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B9BE>  <http://smartercity.jp/event#date>  "2014-02-21T21:52:47.696+09:00".


イベント情報が更新（更新対象のイベントが無効（evx:isValidがfalse）になり、新しくイベントが追加される）されたことが確認できる。
7. ケース7の確認結果

登録されていないオーナーでイベント情報（口コミ情報）の登録を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#WOMIssuedEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#description": [{"value": "清水寺の紅葉きれいですよ!","type": "literal"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000991F0002A1885101","type": "uri"}]

    }

  }

}


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Input data invalid.owner not exist(urn:ucode:_00001C0000000000991F0002A1885101)."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

8. ケース8の確認結果

登録者でないオーナーでイベント情報の更新を行った場合の確認結果を記述する。

更新対象のデータ
オーナーの識別子がurn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008である、識別子がurn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93Aのイベント情報を対象とする。
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A>  <http://smartercity.jp/event#type>  
<http://smartercity.jp/event#WOMIssuedEvent>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A>  <http://smartercity.jp/event#place>  
<urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A>  <http://smartercity.jp/event#owner> 
<urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A>  <http://smartercity.jp/event#isValid>  "true".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A>  <http://smartercity.jp/event#description>  "10人で来ました！".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A>  <http://smartercity.jp/event#date>  "2014-01-17T14:49:33.083+09:00".


クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#WOMUpdatedEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#description": [{"value": "10人で来ました！清水寺の紅葉きれいですよ!","type": "literal"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD01F","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#updateTarget":[{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A",  "type": "uri"}]

    }

  }

}


レスポンス

	Status : 403 Forbidden

{"msg":"Forbidden.unauthorized owner (owner:urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD01F)."}


ステータスコード403 Forbiddenが返されることが確認できる。

9. ケース9の確認結果

間違ったフォーマットでイベント情報の登録を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#WOMUpdatedEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#description": [{"value": "10人で来ました！清水寺の紅葉きれいですよ!","type": "literal"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD01F","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#updateTarget":[{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0045D964B93A",  "type": "uri"}]

    }

  }


最後の”}”が不足している。

レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Invalid Parameter Format (parameter:input json data(JsonParseException))."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

10. ケース10の確認結果

既に登録済みのニックネームでのユーザー登録を含むイベント情報（チェックインイベント）の登録を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#CheckInEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C00000000000001000000100800","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{

        "ucode_?o": {

          "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"value": "http://xmlns.com/foaf/0.1/Person","type": "uri"}],

          "http://xmlns.com/foaf/0.1/nick": [{"value": "湯豆腐","type": "literal"}]

        }

      }]

    }

  }

}


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.user already exist (nick:湯豆腐)."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

11. ケース11の確認結果

削除対象を指定せずにイベント情報の削除を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	POST /api/v1/events?places
Content-Type: application/json
{

  "rdf": {

    "ucode_?e": {

      "http://smartercity.jp/event#type": [{"value": "http://smartercity.jp/event#WOMDisabledEvent","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#description": [{"value": "10人で来ました！清水寺の紅葉きれいですよ!","type": "literal"}],

      "http://smartercity.jp/event#place": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101","type": "uri"}],

      "http://smartercity.jp/event#owner": [{"value": "urn:ucode:_00001C0000000000001F002E90EDD008","type": "uri"}]

    }

  }

}


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Parameter Miss Match.http://smartercity.jp/event#updateTarget property is required."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

3.3.1.2.3. Geographical Data Query Extension Command

Geographical Data Query Extension Commandについて行った主な動作確認項目を表 29に示す。

表 29 Geographical Data Query Extension Commandの動作確認項目

	項目番号
	確認項目
	区分
	期待される結果

	ケース1
	以下の条件指定で場所情報の検索
· targetとなる場所の識別子を複数指定
	正常
	targetで指定された場所の情報がRDF/JSONフォーマットで返される。

	ケース2
	以下の条件指定で場所情報の検索
· 1点（中心）と半径を指定
· rdf:typeとしてevcx:EvacuationFacilityを指定
	正常
	指定された範囲に含まれる避難場所及び避難所の情報がRDF/JSONフォーマットで返される。中心からの距離が近い順番に結果が返される。

	ケース3
	ケース2で指定した条件に下記条件を追加し、場所情報の検索

· offsetを指定

· limitを指定
	正常
	ケース2で取得したデータのうち、中心からの距離が、（offsetで指定した値＋1）番目から（limitで指定された値）の数だけデータが返される。

	ケース4
	以下の条件指定で場所情報の検索
· withinを指定

· rdf:typeとしてugx:ReligiousFacilityを指定
	正常
	指定された範囲に含まれる観光施設の情報がRDF/JSONフォーマットで返される。

	ケース5
	以下の条件指定で場所情報の検索
· ugx_title（施設の名称）を指定
	正常
	施設の名称が指定された文字と部分一致する場所の情報がRDF/JSONフォーマットで返される。

	ケース6
	場所情報の検索（パラメータを1つも指定していない場合）
	異常
	ステータスコード400 Bad Requestが返される。


1. ケース1の確認結果

以下の条件指定で場所情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· targetとなる場所の識別子を複数指定

クエリ

	GET /api/v1/places?target=ucode_00001C0000000000001F000283BAF42D,ucode_00001C0000000000001F0002A1885101


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "places": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAF42D": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [
{"type": "literal","value": "Kinkaku-ji Temple(Rokuon-ji Temple,Golden Pavilion)","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "金閣寺(鹿苑寺)","lang": "JA"},

{"type": "literal","value": "きんかくじ(ろくおんじ)","lang": "JA-HRKT"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-461-0013"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "臨済宗相国寺派。1397年(応永4)足利義満が営んだ山荘を寺にした。金閣は宝形造りの三層殿閣で、1950年(昭和25)放火で焼け、1955年(昭和30)再建。池泉回遊式庭園(特別名勝・特別史跡)。萩の違い棚と南天の床柱で有名な茶室夕佳亭(せっかてい)がある。1994年(平成6)12月「古都京都の文化財」として、「世界遺産条約」に基づく世界文化遺産に登録された。\r\n建立：1397年(応永4)\r\n\r\n【参拝時間】\r\n9:00～17:00\r\n※特別拝観時は時間が異なることもありますのでご注意ください。\r\n\r\n【休日】\r\n年中無休\r\n\r\n【拝観料】\r\n<一般>\r\n大人(高校生以上):400円\r\n小人(中学生以下):300円\r\n\r\n<障がい者割引(要手帳)>\r\n大人(高校生以上):300円\r\n小人(中学生以下):無料\r\n\r\n※団体割引はありませんが、30名以上の場合は団体としてお入りください。\r\n※特別拝観時は料金が異なることもありますのでご注意ください。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.shokoku-ji.jp/"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.7318 35.039257)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "北区金閣寺町1","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.7318",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "35.039257",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "清水寺","lang": "JA"},{"type": "literal","value": "きよみずでら","lang": "JA-HRKT"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "北法相宗の本山。西国観音霊場三十三カ所第16番札所。778年(宝亀9)延鎮上人が開山、798年(延暦17)坂上田村麻呂の創建と伝える。音羽山中腹に30近い堂塔伽藍が並ぶ。現在の主な堂塔は、1633年(寛永10)徳川家光の再建。‘清水の舞台’で知られる本堂(国宝)は寄せ棟造り、檜皮葺、寝殿造り風の優美な建築で、十一面千手観音立像を安置。舞台の下方に音羽の滝、谷を隔てて安産祈願の子安の塔(重文)がある。ほかに仁王門、馬駐(うまとどめ)、鐘楼、西門(さいもん)、三重塔、経堂、田村堂、轟門、朝倉堂、釈迦堂、阿弥陀堂、奥の院など重文指定の建造物がいらかを連ねる。1994年(平成6)12月「古都京都の文化財」として「世界遺産条約」に基づく世界文化遺産に登録された。建立:現本堂1633(寛永10)年再建　創建798(延暦17)年、平安時代初\r\n\r\n※閉門時間は季節により変更致します。また夜間特別拝観の期間中は、通常拝観を一旦終了し、再度開門します。 詳しくは公式サイトをご確認頂くか、お問い合わせ下さい。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.kiyomizudera.or.jp"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.785049 34.994854)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "【通常拝観(本堂・舞台)】<大人(高校生以上)>300円<小中学生>200円 【夜間特別拝観】<大人(高校生以上)>400円<小中学生>200円　※団体割引なし。障害者予約無料。"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水1丁目294","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.785049",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "通常6:00開門～閉門時間は季節により変更。"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.994854",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  }],

  "remains": false

}


urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAF42D、urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101に対応する場所の詳細情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
2. ケース2の確認結果

以下の条件指定で場所情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· 1点（中心）と半径を指定

· typeとしてevcx:EvacuationFacilityを指定

クエリ

	GET /api/v1/places?rdf_type=evcx_EvacuationFacility&lat=34.997895&lon=135.766781&radius=500


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "places": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F001E4A907BA6": {

      "http://smartercity.jp/evacuation#occupantOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "元有隣小学校","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-351-2220"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#evacuationFacilityId": [{"type": "literal","value": "17-02"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#isAvailable": [{"type": "literal","value": "true",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#boolean"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/evacuation#EvacuationCenter"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.76438 34.997093)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "下京区富小路通五条上る本神明町411","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#capacityOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "203",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.76438",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.997093",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#postalCode": [{"type": "literal","value": "600-8065"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F001E4A907BA7": {

      "http://smartercity.jp/evacuation#occupantOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "学校歴史博物館","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-344-1305"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#evacuationFacilityId": [{"type": "literal","value": "17-03"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#isAvailable": [{"type": "literal","value": "true",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#boolean"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/evacuation#EvacuationCenter"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.7658492 35.0009568)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "下京区御幸町通仏光寺下る橘町437","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#capacityOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "177",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.7658492",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "35.0009568",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#postalCode": [{"type": "literal","value": "600-8044"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F001E4A907BBA": {

      "http://smartercity.jp/evacuation#occupantOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "総合教育センター","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-371-2340"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#evacuationFacilityId": [{"type": "literal","value": "17-22"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#isAvailable": [{"type": "literal","value": "true",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#boolean"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/evacuation#EvacuationCenter"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.768011 35.00223)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "下京区河原町通松原上る二丁目富永町344",
"lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#capacityOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "320",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.768011",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "35.00223",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#postalCode": [{"type": "literal","value": "600-8023"}]

    }

  }],

  "remains": false

}


（緯度, 経度）が（34.997895, 135.766781）である点を中心とし半径500メートル内に存在する避難場所及び避難所の詳細情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
3. ケース3の確認結果

ケース2で指定した条件に下記条件を追加で指定し場所情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· offsetを指定

· limitを指定

クエリ

	GET /api/v1/places?rdf_type=evcx_EvacuationFacility&lat=34.997895&lon=135.766781&radius=500&offset=2&limit=1


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "places": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F001E4A907BBA": {

      "http://smartercity.jp/evacuation#occupantOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "総合教育センター","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-371-2340"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#evacuationFacilityId": [{"type": "literal","value": "17-22"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#isAvailable": [{"type": "literal","value": "true",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#boolean"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/evacuation#EvacuationCenter"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.768011 35.00223)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "下京区河原町通松原上る二丁目富永町344",
"lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/evacuation#capacityOfEvacuationFacility": [{"type": "literal","value": "320",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.768011",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "35.00223",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#postalCode": [{"type": "literal","value": "600-8023"}]

    }

  }],

  "remains": false

}


（緯度, 経度）が（34.997895, 135.766781）である点を中心とし半径500メートル内に存在する避難所及び避難場所の詳細情報で中心から3番目に近い施設から1件の情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
4. ケース4の確認結果

以下の条件指定で場所情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· withinを指定

· typeとしてugx:ReligiousFacility（宗教施設）を指定

クエリ

	GET /api/v1/places?rdf_type=ugx_ReligiousFacility&within=POLYGON((135.78 34.98,135.8 34.98,135.8 35.0,135.78 35.0,135.78 34.98))


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "places": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC9C": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kyoto-ryozan-gokoku-jinja Shrine","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "きょうとりょうぜんごこくじんじゃ","lang": "JA-HRKT"},
{"type": "literal","value": "京都霊山護国神社","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-561-7124"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "幕末の動乱期に活躍した維新の志士たちを奉祀すべく、明治元年に「霊山官祭招魂社」として全国で初めて創立された。昭和14年京都霊山護国神社と改称。境内には坂本龍馬、中岡慎太郎、桂小五郎を始めとする墓石、慰霊碑の他、従軍記念公園「昭和の杜」がある。近接の霊山歴史館では明治維新関連の資料文献を展示公開している。創立：明治元年5月10日。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.gokoku.or.jp/"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.782944 34.9999123)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "一般　団体割引　障害者　　　　　　（30人以上）　割引大人　　300円　250円　　200円大学生　300円　250円　　200円高校生　300円　230円　　200円中学生　200円　150円　　100円小人　　200円　150円　　100円満6歳以下無料"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清閑寺霊山町1","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.782944",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "9:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9999123",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAECB5": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Jishu-jinja Shrine","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "じしゅじんじゃ","lang": "JA-HRKT"},
{"type": "literal","value": "地主神社","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "20",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-541-2097"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "「えんむすびの神さま」として知られる地主神社は三年坂から歩いて5分、清水の舞台を出ると、すぐ左手にあって、修学旅行生や、えんむすびの祈願に訪れる参拝者で年中賑わっている。特に境内にある「恋占いの石」は、若い男女はもとより、海外からの参拝者にまでたいへんな人気である。創建期は不詳で神代(日本の建国以前)とされ京都でも最古の歴史がある。本殿・拝殿・総門・境内地が国の重要文化財指定で、世界遺産に登録されている。1633年(寛永10)徳川家光が再建した本殿は極彩色の華麗な建物で入母屋造りと権現造りを折衷したもので、双堂という奈良時代の様式を今に伝える。境内は桜の名所で知られ謡曲「田村」｢熊野｣にもうたわれた名桜「地主桜」がある。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.jishujinja.or.jp/"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.785172 34.99524)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "無料(但し、別途清水寺の入山料が必要)"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水1丁目317","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.785172",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "9:00～17:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.99524",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAECD9": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Seikan-ji Temple","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "せいかんじ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "清閑寺","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-561-7292"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0","
datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "802年（延暦21）紹継法師が開創。高倉天皇の寵愛を受けた小督局（こごうのつぼね）がここで尼となったと伝え、山門を入ったところに、その供養塔がある。境内の要（かなめ）石から眺めると、視界が扇形に広がる。紅葉の名所。建立：802年（延暦21）見学所要時間：約10分","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.788376 34.98986)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "志納金制"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清閑寺歌の中山町3番地","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.788376",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "8:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.98986",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAED28": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [
{"type": "literal","value": "Shoho-ji Temple (Higashiyama-ku Ward)","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "しょうほうじ","lang": "JA-HRKT"},
{"type": "literal","value": "正法寺＜東山区＞","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-561-8194"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "1383年（永徳3）、国阿が、もとこの地にあった天台の別院霊山寺を正法寺に改め、時宗霊山派の本山とした。その後、応仁の乱などで荒廃。天正年間（1573-92）に諸堂を整備したが、現在は本堂（旧歯仏阿弥陀堂）などが残るだけ。本堂に寝釈迦像（室町）、阿弥陀三尊像（平安）、地蔵菩薩像（平安）、雨宝童子像、国阿上人坐像他に滅亡した子院の遺仏を安置。境内には鏡池（山の井）、また、板碑（いたひ）（鎌倉時代）、五輪卒塔婆（そとば）（文保2年）、如意輪観音石仏（室町時代）などがある。また客殿からは眼下に市内が一望でき、遠く大阪城をも望める景勝の地。建立：1383年9月21日","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.784149 34.99876)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "志納"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清閑寺霊山町35","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.784149",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "8:00～17:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.99876",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAED5B": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Komatsudani Shorin-ji Temple","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "こまつだに　しょうりんじ","lang": "JA-HRKT"},
{"type": "literal","value": "小松谷　正林寺","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-541-8388"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "平重盛の別邸跡。その後九条関白兼実の別邸となり、浄土宗の開祖法然上人が流罪の時、弟子と別れ、ここより出発された旧跡。本堂はもと九条家の河原御殿内の御内仏を遷したもので、内には法然上人自作と伝えられる乾漆像を安置している。他に阿弥陀堂、山門、鐘楼などあり。","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.781052 34.99043)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "無料(但し、軸：500円、朱印帳：300円、浄衣：300円)"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区渋谷通東大路東入3丁目上馬町553番地",
"lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.781052",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "9:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.99043",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEDA8": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Daijo-ji Temple","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "だいじょうじ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "大乗寺","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-591-5488"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "法華宗。縁起は古く300年以上前に遡るが、近年は檀信徒が殆どなく、廃寺の危機にあったところ、1993年現住職の着任以来、寺の復興が図られてきた。現在では、毎年秋になると、1300本以上の酔芙蓉が境内に咲き誇る。境内には日蓮の晩年の歌碑や百人一首「源宗干朝臣」「宗千の祖父第五十八代光孝天皇」の歌碑、京都市詩吟連盟の歌碑他ニ基の歌碑が立つなど、文学の寺としても親しまれている。平成15年の春近藤氏の寄贈になる酔芙蓉観音像が建立され多くの人々の参詣を得ている。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.geocities.co.jp/junfumihp/dtop"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.797867 34.99533)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "団体ツアー　一人300円の灯明料但し、お茶席使用の時500円一般花見客　無料"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "山科区北花山大峰町38-1","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.797867",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "9:00～16:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.99533",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEF07": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [
{"type": "literal","value": "Koyasu-no-to Tower of Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "きよみずでらこやすのとう","lang": "JA-HRKT"},
{"type": "literal","value": "清水寺子安の塔","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "清水寺の本堂から錦雲渓をへだてた丘の上にある。総丹塗り、桧皮葺の三重塔（重文）で江戸時代初めの再建。清水寺の塔頭で泰産寺という寺名をもつ。塔内には千手観音が安置されている。寺伝では聖武天皇・光明皇后がこの観音に祈願され、孝謙天皇を安産されたので、その報恩のため建てられたという。後世、安産祈願の信仰が生まれ子安観音とあがめられる。塔前からの清水寺全景の眺望は素晴らしく、東山の光景になくてはならない塔でもある。市バス清水道800メートル。","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.784958 34.9929161)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水一丁目","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.784958",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9929161",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEF2F": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Ryozen-Kannon Temple","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "りょうぜんかんのん","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "霊山観音","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-561-2205"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "高台寺の南側にある白衣観音坐像。1955年（昭和30）太平洋戦争の戦没者を弔うため、建立された。鉄筋コンクリート造り、高さ24メートルの巨大な像で、遠くからでもよく見える。観音像の内部1階に十一面観音と仏舎利を、2階に十二支の守り本尊を安置している。境内に願いの玉、縁結びの愛染明王、霊牌殿などがある。有料。市バス東山安井東へ300メートル。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.ryozen-kwannon.jp"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.782 34.99989)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "小・中・高校生　150円（パンフレット付）修学旅行パスポート掲示で線香付大学生・一般　200円（紫太線香・パンフレット付）"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区高台寺下河原町526-2","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.782",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "8:40"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.99989",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEF9C": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [
{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple Jyoju-in Garden","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "きよみずでらじょうじゅいんていえん","lang": "JA-HRKT"},

{"type": "literal","value": "清水寺成就院庭園","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "清水寺成就院の庭園は、烏帽子石、籬島（まがきじま）石などの奇石を配した借景式・池泉鑑賞式庭園。蜻蛉（かげろう）燈籠、手毬（てまり）燈籠、誰ヶ袖（たがそで）手水鉢など、他では見られない石造の珍品も。江戸時代初期の作庭で、心字池に映る月影が見事で、「月の庭」といわれてきた。向かいの山腹は石燈篭を置き、遠近感を出す工夫が面白い。国の名勝に指定されている。非公開","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Garden"},
{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},
{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.783279 34.9944038)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "一部施設大人　　　600円大学生　　600円高校生　　600円中学生　　300円小学生　　300円団体割引なし。障害者無料"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "京都市東山区清水1丁目294","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.783279",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "9:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9944038",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAF218": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Reimei-jinja Shrine","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "れいめいじんじゃ","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "霊明神社","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-525-0010"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "坂本龍馬と中岡慎太郎の葬儀をこの霊明社が執り行いました。","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [
{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},
{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.783325 34.99876)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "京都市東山区清閑寺霊山町25","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.783325",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.99876",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "きよみずでら","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "清水寺","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "北法相宗の本山。西国観音霊場三十三カ所第16番札所。778年(宝亀9)延鎮上人が開山、798年(延暦17)坂上田村麻呂の創建と伝える。音羽山中腹に30近い堂塔伽藍が並ぶ。現在の主な堂塔は、1633年(寛永10)徳川家光の再建。‘清水の舞台’で知られる本堂(国宝)は寄せ棟造り、檜皮葺、寝殿造り風の優美な建築で、十一面千手観音立像を安置。舞台の下方に音羽の滝、谷を隔てて安産祈願の子安の塔(重文)がある。ほかに仁王門、馬駐(うまとどめ)、鐘楼、西門(さいもん)、三重塔、経堂、田村堂、轟門、朝倉堂、釈迦堂、阿弥陀堂、奥の院など重文指定の建造物がいらかを連ねる。1994年(平成6)12月「古都京都の文化財」として「世界遺産条約」に基づく世界文化遺産に登録された。建立:現本堂1633(寛永10)年再建　創建798(延暦17)年、平安時代初\r\n\r\n※閉門時間は季節により変更致します。また夜間特別拝観の期間中は、通常拝観を一旦終了し、再度開門します。 詳しくは公式サイトをご確認頂くか、お問い合わせ下さい。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.kiyomizudera.or.jp"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.785049 34.994854)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "【通常拝観(本堂・舞台)】<大人(高校生以上)>300円<小中学生>200円 【夜間特別拝観】<大人(高校生以上)>400円<小中学生>200円　※団体割引なし。障害者予約無料。"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水1丁目294","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.785049",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "通常6:00開門～閉門時間は季節により変更。"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.994854",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  }],

  "remains": false

}


（緯度, 経度）が（135.78, 34.98）、（135.8, 34.98）、（135.8, 35.0）、（135.78, 35.0）である4点をつないだ領域内に存在する宗教施設の詳細情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
5. ケース5の確認結果

以下の条件指定で場所情報の検索を行った場合の確認結果を記述する。

· ugx:title（施設の名称）を指定

クエリ

	GET /api/v1/places?ugx_title=清水寺


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "places": [{

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEF07": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [
{"type": "literal","value": "Koyasu-no-to Tower of Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},
{"type": "literal","value": "きよみずでらこやすのとう","lang": "JA-HRKT"},
{"type": "literal","value": "清水寺子安の塔","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0","
datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "清水寺の本堂から錦雲渓をへだてた丘の上にある。総丹塗り、桧皮葺の三重塔（重文）で江戸時代初めの再建。清水寺の塔頭で泰産寺という寺名をもつ。塔内には千手観音が安置されている。寺伝では聖武天皇・光明皇后がこの観音に祈願され、孝謙天皇を安産されたので、その報恩のため建てられたという。後世、安産祈願の信仰が生まれ子安観音とあがめられる。塔前からの清水寺全景の眺望は素晴らしく、東山の光景になくてはならない塔でもある。市バス清水道800メートル。","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.784958 34.9929161)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水一丁目","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.784958",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9929161",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEF9C": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [
{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple Jyoju-in Garden","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "きよみずでらじょうじゅいんていえん","lang": "JA-HRKT"},

{"type": "literal","value": "清水寺成就院庭園","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "清水寺成就院の庭園は、烏帽子石、籬島（まがきじま）石などの奇石を配した借景式・池泉鑑賞式庭園。蜻蛉（かげろう）燈籠、手毬（てまり）燈籠、誰ヶ袖（たがそで）手水鉢など、他では見られない石造の珍品も。江戸時代初期の作庭で、心字池に映る月影が見事で、「月の庭」といわれてきた。向かいの山腹は石燈篭を置き、遠近感を出す工夫が面白い。国の名勝に指定されている。非公開","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Garden"},
{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},
{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.783279 34.9944038)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "一部施設大人　　　600円大学生　　600円高校生　　600円中学生　　300円小学生　　300円団体割引なし。障害者無料"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "京都市東山区清水1丁目294","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.783279",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "9:00"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.9944038",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  },

  {

    "urn:ucode:_00001C0000000000001F0002A1885101": {

      "http://smartercity.jp/ug#title": [{"type": "literal","value": "Kiyomizu-dera Temple","lang": "EN"},

{"type": "literal","value": "きよみずでら","lang": "JA-HRKT"},{"type": "literal","value": "清水寺","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#tel": [{"type": "literal","value": "075-551-1234"}],

      "http://smartercity.jp/ug#spendTime": [{"type": "literal","value": "0",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}],

      "http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment": [{"type": "literal","value": "北法相宗の本山。西国観音霊場三十三カ所第16番札所。778年(宝亀9)延鎮上人が開山、798年(延暦17)坂上田村麻呂の創建と伝える。音羽山中腹に30近い堂塔伽藍が並ぶ。現在の主な堂塔は、1633年(寛永10)徳川家光の再建。‘清水の舞台’で知られる本堂(国宝)は寄せ棟造り、檜皮葺、寝殿造り風の優美な建築で、十一面千手観音立像を安置。舞台の下方に音羽の滝、谷を隔てて安産祈願の子安の塔(重文)がある。ほかに仁王門、馬駐(うまとどめ)、鐘楼、西門(さいもん)、三重塔、経堂、田村堂、轟門、朝倉堂、釈迦堂、阿弥陀堂、奥の院など重文指定の建造物がいらかを連ねる。1994年(平成6)12月「古都京都の文化財」として「世界遺産条約」に基づく世界文化遺産に登録された。建立:現本堂1633(寛永10)年再建　創建798(延暦17)年、平安時代初\r\n\r\n※閉門時間は季節により変更致します。また夜間特別拝観の期間中は、通常拝観を一旦終了し、再度開門します。 詳しくは公式サイトをご確認頂くか、お問い合わせ下さい。","lang": "JA"}],

      "http://smartercity.jp/ug#url": [{"type": "literal","value": "http://www.kiyomizudera.or.jp"}],

      "http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type": [{"type": "uri",
"value": "http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility"},{"type": "uri","value": "http://smartercity.jp/ug#Sightseeing"}],

      "http://smartercity.jp/ug#region": [{"type": "literal","value": "Point(135.785049 34.994854)",
"datatype": "http://www.opengis.net/ont/geosparql#wktLiteral"}],

      "http://smartercity.jp/ug#usageFee": [{"type": "literal","value": "【通常拝観(本堂・舞台)】<大人(高校生以上)>300円<小中学生>200円 【夜間特別拝観】<大人(高校生以上)>400円<小中学生>200円　※団体割引なし。障害者予約無料。"}],

      "http://smartercity.jp/ug#address": [{"type": "literal","value": "東山区清水1丁目294","lang": "JA"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long": [{"type": "literal","value": "135.785049",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}],

      "http://smartercity.jp/ug#openTime": [{"type": "literal","value": "通常6:00開門～閉門時間は季節により変更。"}],

      "http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat": [{"type": "literal","value": "34.994854",
"datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double"}]

    }

  }],

  "remains": false

}


ugx:titleの値が”清水寺”を含む施設の情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
6. ケース6の確認結果

パラメータを1つも指定しないで検索を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/places


レスポンス

	Status : 400 Bad Request

{"msg":"Bad Request.Parameter Miss Match."}


ステータスコード400 Bad Requestが返されることが確認できる。

3.3.1.2.4. Bus Travel Time Command

Bus Travel Time Commandについて行った動作確認項目を表 30に示す。

表 30 Bus Travel Time Commandの動作確認項目

	項目番号
	確認項目
	区分
	期待される結果

	ケース1
	バス平均移動時間情報の閲覧
	正常
	バス移動時間情報がRDF/JSONフォーマットで返される。


1. ケース1の確認結果

バス平均移動時間情報の閲覧を行った場合の確認結果を記述する。

クエリ

	GET /api/v1/busprediction


レスポンス

	Status : 200 OK

{

  "timePredictions":[{

    "http://smartercity.jp/ug#busRoute":[{"type":"literal","value":"1系統"}],

    "http://smartercity.jp/mobility#requiredTime":[{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"西賀茂車庫前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"神光院前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"66",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      },{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"神光院前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"大宮総門口町(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"53",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      },{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"大宮総門口町(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"山ノ前町(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"135",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      },{

      ・・・

      },{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"北大路バスターミナル(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"佛教大学前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"473",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      }]

    },{

    "http://smartercity.jp/ug#busRoute":[{"type":"literal","value":"3系統"}],

    "http://smartercity.jp/mobility#requiredTime":[{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"松尾橋(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"梅宮大社前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"62",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      },{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"梅宮大社前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"梅津西浦町(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"50",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      },{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"梅津西浦町(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"長福寺道(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"74",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

      },{

      ・・・

      },{

      "http://smartercity.jp/mobility#from":[{"type":"literal","value":"梅宮大社前(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#to":[{"type":"literal","value":"松尾橋(京都市バス)"}],

      "http://smartercity.jp/mobility#time":[{"type":"literal","value":"53",
"datatype":"http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int"}]

       }]

    },{

    ・・・

    }

  ]

}


バス平均移動時間情報がRDF/JSONフォーマットで返されることが確認できる。
3.3.1.2.5. Geographical Data Registration Extension Command
Geographical Data Registration Extension Commandについて行った主な動作確認項目を表 31に示す。

表 31 Geographical Data Registration Extension Command の動作確認項目

	項目番号
	確認項目
	種別
	期待される結果

	ケース1
	基礎情報の挿入機能
	正常
	プロパティファイルに指定したデータソースから観光情報等が取得され、取得した情報がデータベースへ格納される。

	ケース2
	基礎情報の更新機能
	正常
	プロパティファイルに指定したデータソースに関して以下の処理が行われる。

· データソースに新たに情報が追加されている場合はデータベースに情報が追加される。

· データソースのプロパティ情報が変更されている場合は変更されているプロパティに対応するデータベースの情報が更新される。

· データソースから削除されている情報がある場合は対応する情報がデータベースから削除される。

	ケース3
	リアルタイム情報（駐車場満空情報）の更新機能
	正常
	プロパティファイルに指定したデータソースから駐車場の満空情報を取得し、データベースの情報(ugx:vacancyStatus)が更新される。

	ケース4
	リアルタイム情報（レンタサイクルステーションの空き情報）の更新機能
	正常
	プロパティファイルに指定したデータソースからレンタサイクルステーションの空き情報を取得し、データベースの情報(ugx:availableRentalItem、ugx:availableReturnSpace)が更新される。

	ケース5
	コマンド呼び出し（対象外の機能を指定した場合）
	異常
	エラーログが出力される。

	ケース6
	コマンド呼び出し（存在しないファイルを指定した場合）
	異常
	エラーログが出力される。


1. ケース1の確認結果

基礎情報の挿入機能を実行した場合の確認結果を記述する。確認結果として、観光情報を挿入した際のインプットデータとアウトプットデータを示す。アウトプットデータは、データを挿入後、データベースより取得した。
インプットデータ（抜粋）
	{

  landmarkcode: "LM00000005",

  language_id: 1,

  landmarkname: "八坂神社",

  explanation: "祭神は素戔嗚尊・櫛稲田姫命・八柱御子神。明治維新まで祇園社または感神院と称した。創祀は、諸説あるが社伝では斉明天皇2年(656)と伝えられ平安遷都がなされた延暦13(794)以前よりこの地に祀られていたとされる。また、貞観11年(869)疫病流行の際、当社の神にお祈りして始まったのが祇園祭である。平安時代には二十二社の一に数えられ、朝廷からも厚く崇敬された。一方、民衆の信仰も深く京都はもとより全国に広く崇敬されるようになった。現在ではこの神を祀る神社は三千余社に及ぶ。",

  image: "",

  date_start: "",

  date_end: "",

  businesshours: "拝観自由(社務所は9:00～17:00)",

  hours_start: null,

  hours_end: null,

  admission: "無料",

  holiday_week: null,

  holiday_other: null,

  traffic_access1: "市バス祇園から徒歩すぐ",

  traffic_access2: null,

  traffic_access3: null,

  traffic_access4: null,

  inquiry: "075-561-6155",

  memo: null,

  address: "東山区祇園町北側625",

  url: "http://web.kyoto-inet.or.jp/org/yasaka",

  landmark_position: {X: 35.0036354,Y: 135.778519},

  eki1: null,

  eki2: null,

  eki3: null,

  eki4: null,

  areacode: "101",

  categorycode: "",

  landmarkyomi: "やさかじんじゃ",

  disp_admission: null,

  spend_time: 0,

  images: [{

    seq: 1,

    image: "/MdJ_Img/landmark/LM00000005_1_1.jpg",

    image_memo: "四条通りに面して朱色が鮮やかに映える、八坂神社の西楼門"

  }],

  subtitles: {

    subtitle1: "全国に3000ある祇園社の総本社"

  }

}


アウトプットデータ
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#spendTime>
"0"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#int>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#url>  
"http://web.kyoto-inet.or.jp/org/yasaka".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#address>

"東山区祇園町北側625"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat>
"35.0036354"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#openTime>

"拝観自由(社務所は9:00～17:00)".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long>
"135.778519"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#tel>  "075-561-6155".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#comment>  "祭神は素戔嗚尊・櫛稲田姫命・八柱御子神。明治維新まで祇園社または感神院と称した。創祀は、諸説あるが社伝では斉明天皇2年(656)と伝えられ平安遷都がなされた延暦13(794)以前よりこの地に祀られていたとされる。また、貞観11年(869)疫病流行の際、当社の神にお祈りして始まったのが祇園祭である。平安時代には二十二社の一に数えられ、朝廷からも厚く崇敬された。一方、民衆の信仰も深く京都はもとより全国に広く崇敬されるようになった。現在ではこの神を祀る神社は三千余社に及ぶ。"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#usageFee>  "無料".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type>
<http://smartercity.jp/ug#ReligiousFacility>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type>
<http://smartercity.jp/ug#Sightseeing>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#title>  "Yasaka-jinja Shrine"@EN.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#title>

"やさかじんじゃ"@JA-HRKT.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#title>  "八坂神社"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F000283BAEC05>  <http://smartercity.jp/ug#region>
"Point(135.778519 35.0036354)".


JSONにて提供されたデータソースの情報が、正しく変換され、データベースへ挿入されていることが確認できる。
2. ケース2の確認結果

基礎情報の更新機能を実行した場合の確認結果を記述する。確認結果として、駐輪場情報のプロパティ値を更新した場合の、更新前のデータベースの情報、インプットデータ、アウトプットデータを示す。アプトプットデータは、データを更新後、データベースより取得した。

変更前のデータベースの情報
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#targetTransportation>
<http://smartercity.jp/ug#Cycle>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat>
"34.963624"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long>
"135.769765"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#title>  "PARK＠深草"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#usageFee>

"駐輪後1時間無料\nその後12時間ごと150円".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type>
<http://smartercity.jp/ug#Parking>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#address>

"京都府京都市伏見区深草ケナサ町15-1"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#region>  "Point(135.769765 34.963624)".


インプットデータ（抜粋）
	  <div id="contents">

    <p><img src="../images/stationmap/ecostation21_h2.gif" alt="エコステーション" width="820" height="45" /></p>

    <!-- 1-5 -->

    <div class="section"><a name="01" id="01"></a>

      <h3 class="es21">01. PARK＠深草

        <div class="place">京都府京都市伏見区深草ケナサ町　15-1</div>

      </h3>

      <div class="box01"><img src="../images/stationmap/es21_01a.gif" alt="PARK＠深草" width="350" /></div>

      <div class="box02"><img src="../images/stationmap/es21_01b.gif" width="240" height="78" class="mrg10" /><br />

        <img src="../images/stationmap/es21_01c.jpg" alt="PARK＠深草" width="240" height="160" /></div>

      <div class="box03">24時間OPEN<br />

        82台<br />

        駐輪後1時間無料<br />

        その後12時間ごと100円</div>

      <p class="back-to-top"><a href="#wrapper">▲このページの先頭へ</a></p>

    </div>


アウトプットデータ
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#targetTransportation>
<http://smartercity.jp/ug#Cycle>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat>
"34.963624"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long>
"135.769765"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#title>  "PARK＠深草"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#usageFee>

"駐輪後1時間無料\nその後12時間ごと100円".

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type>
<http://smartercity.jp/ug#Parking>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#address>

"京都府京都市伏見区深草ケナサ町15-1"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BFC7A7200>  <http://smartercity.jp/ug#region>  "Point(135.769765 34.963624)".


html形式のファイルの更新されたプロパティ情報（駐車料金を表すclass=”box03”の値）が、正しく変換され、データベースの対応するプロパティ情報（ugx:usageFee）が更新されていることが確認できる。

3. ケース3の確認結果

リアルタイム情報（駐車場満空情報）の更新機能を実行した場合の確認結果を記述する。確認結果として、インプットデータとアウトプットデータを示す。アウトプットデータは、データを更新後、データベースより取得した。
インプットデータ（抜粋）
	REP0003846
2
0

5

REP0003848
2
0

7

REP0003849
0
5

13

REP0003850
1
1

6

REP0003851
0
3

3

REP0003854
0
5

15

REP0003855
1
1

11

REP0003856
1
2

15


アウトプットデータ
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#isParkAndRide>
false

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#targetTransportation>
<http://smartercity.jp/ug#Car>

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#address>
"京都府京都市下京区西橋詰町７９８"@JA

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat>
"34.995422043219875"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long>
"135.76739315042093"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#isParkForFacility>
false

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#usageFee>
"全日 08:00～22:00 40分/200円\n全日 22:00～08:00 60分/100円\n（全日）8：00-22：00　最大900円　　　　　　　　　　　22：00-8：00　最大400円"

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#vacancyStatus>
100

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type>
<http://smartercity.jp/ug#Parking>

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#title>
"リパーク五条大橋西"@JA

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF08EBF06>
<http://smartercity.jp/ug#region>
"Point(135.76739315042093 34.995422043219875)"


駐車場の満空情報はtsvフォーマットで提供された。この情報の1カラム目の値が、各施設のIDを表し、データベース上の識別子と対応する(この例ではID=REP0003846のデータが<urn:ucode:_00001C0000000000001F001BF684910A>に対応する)。2カラム目が満空情報（ugx:vacancyStatus）を表し、この情報を変換しデータベースへの更新を行う。変換の対応は表 32に示す。インプットデータから取得したデータが正しく反映されていることが確認できる。
表 32 ugx:vacancyStatusの変換表

	駐車場の状況
	インプットデータの値
	変換後の値(満空率[%])

	空きあり
	0
	0

	混雑
	1
	80

	満車
	2
	100

	休止/閉鎖
	3
	-1

	不明
	7
	-1


4. ケース4の確認結果

リアルタイム情報（レンタサイクルステーションの空き情報）の更新機能を実行した場合の確認結果を記述する。確認結果としてインプットデータとアウトプットデータを示す。アウトプットデータは、データを更新後、データベースより取得した。

インプットデータ
	<markers>

<marker utno="31" stno="1088" stname="神宮丸太町ステーション" staddr="京都市左京区川端通丸太町下ル下堤町91番地" stlat="35.016226" stlng="135.772806" stat1="7" stat2="13" date="2014-02-21 10:19:22"/>

<marker utno="30" stno="1087" stname="三条京阪ステーション" staddr="京都市東山区大橋町" stlat="35.00879" stlng="135.773699" stat1="16" stat2="5" date="2014-02-21 03:29:58"/>

<marker utno="32" stno="1089" stname="京都ヨドバシビルステーション" staddr="京都市下京区烏丸通七条下ル東塩小路町590-2" stlat="34.988247" stlng="135.75892" stat1="9" stat2="3" date="2014-02-20 19:14:20"/>

<marker utno="38" stno="1095" stname="七条ステーション" staddr="京都市東山区一橋宮ノ内町" stlat="34.988759" stlng="135.767812" stat1="6" stat2="12" date="2014-02-18 04:51:08"/>

<marker utno="29" stno="1086" stname="烏丸御池ステーション(8月29日24:00で閉鎖致しました)" staddr="京都市中京区虎屋町" stlat="35.013026" stlng="135.759414" stat1="0" stat2="0" date="2013-03-06 14:44:26"/>

</markers>


アウトプットデータ（抜粋）
	<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://smartercity.jp/ug#availableReturnSpace>  13.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat>
"35.00879"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long>
"135.773699"^^<http://www.w3.org/2001/XMLSchema#double>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://smartercity.jp/ug#title>  "三条京阪ステーション"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#type>
<http://smartercity.jp/ug#RentalCycleCenter>.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://smartercity.jp/ug#availableRentalItem>  7.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://smartercity.jp/ug#address>  "京都市東山区大橋町"@JA.

<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>  <http://smartercity.jp/ug#region>
"Point(135.773699 35.00879)". 


レンタサイクルステーション情報はXMLフォーマットで提供された。各markerタグ情報のstno属性の値が、各施設のIDを表し、データベース上の識別子と対応する(この例ではstno=”1087”のデータが<urn:ucode:_00001C0000000000001F001C0270573F>に対応する)。stat1属性とstat2属性の値がそれぞれ、レンタル可能なアイテムの数(ugx:availableRentalItem)と返却可能なスペースの数(ugx:availableReturnSpace)を表す。インプットデータから取得した２つのデータが正しく反映されていることが確認できる。
5. ケース5の確認結果

コマンド呼び出し（対象外の機能を指定した場合）を行った場合の確認結果を記述する。確認結果として、起動パラメータの例と、その際に出力されるエラーログを示す。
起動パラメータ
	java -classpath $CLASSPATH com.ibm.kyotosc.rdfdatamake.RDFDataMaker xxxx ./property/landmark.properties


エラーログ
	2014-02-06 22:48:12,267 INFO  RDFDataMaker         - Application Start

2014-02-06 22:48:12,269 INFO  RDFDataMaker         - loaded property file is /home/appuser/dataloader/property/landmark.properties

2014-02-06 22:48:12,269 INFO  RDFDataMaker         - Application execution type is [xxxx]

2014-02-06 22:48:12,269 INFO  RDFDataMaker         - Application execution type(1st parameter)[xxxx] is invalid

2014-02-06 22:48:12,269 INFO  RDFDataMaker         - Exit Application elapsed time is [1]ms


パラメータが間違っていることを示すエラーログが残されていることが確認できる。

6. ケース6の確認結果

コマンド呼び出し（存在しないファイルを指定した場合）を行った場合の確認結果を記述する。確認結果として起動パラメータの例と、その際に出力されるエラーログを以下に示す。

起動パラメータ
	java -classpath $CLASSPATH com.ibm.kyotosc.rdfdatamake.RDFDataMaker insert ./property/xxxxxxxx.properties


	エラーログ
2014-02-21 10:52:03,862 INFO  RDFDataMaker         - Application Start

2014-02-21 10:52:03,864 ERROR RDFDataMaker         - property file path[./property/xxxxxxxx.properties] is invalid. Application end.


ファイルが存在しないことを示すエラーログが残されていることが確認できる。

3.3.1.3. 観光情報等標準APIの性能評価
本実証にて実装した観光情報等標準APIが本実証実験での使用に十分に耐えうることを確認するために性能評価を実施した。本節では、実施した性能評価の結果を記述する。スタンドアローンアプリケーションで実現されるGeographical Data Registration Extension Commandについては「3.3.1.3.2 Geographical Data Registration Extension Commandの性能評価」に記述し、それ以外の観光情報等標準APIについては「3.3.1.3.1

 REF _Ref381104465 \h 
観光情報等標準API（Geographical Data Registration Extension Commandを除く）の性能評価」に記述する。

3.3.1.3.1. 観光情報等標準API（Geographical Data Registration Extension Commandを除く）の性能評価

観光情報等標準API（Geographical Data Registration Extension Commandを除く）の性能評価では、処理時間の測定を行った。測定結果を表 33に示す。

表 33 観光情報等標準APIの処理時間

	観光情報等標準API
	平均処理時間[ms]

	Geographical Data Management Command
	58

	Traceability / RealtimeData Extension Command (イベント情報の検索)
	187

	Traceability / RealtimeData Extension Command (イベント情報の登録)
	502

	Geographical Data Query Extension Command
	616

	Bus Travel Time Command
	946


Bus Travel Time CommandとGeographical Data Query Extension Commandの処理時間がやや長いが、全てのコマンドの平均処理時間が1秒以下であり実証実験の実施において十分な処理性能であることが確認できた。

Bus Travel Time Commandの処理時間が長い理由として以下が考えられる。

· 利用者プログラムからの閲覧要求時にバス平均移動時間情報を外部システムから取得している。

· 平均移動時間の情報を全て返している。

本実証における機能としては上記仕様、処理性能で問題ないが、今後の継続運用時にはデータ件数の増加等を考慮し、必要に応じて以下の対応を行うことで処理性能を向上することが可能と考えられる。

· 平均移動時間情報を定期的に外部システムから観光情報流通連携基盤システムに取り込み、利用者プログラムからの閲覧要求時には、既に取得済みの平均移動時間情報を基に閲覧結果を返す。

· Bus Travel Time Commandのパラメータとして、路線の識別子を渡せるようにし、路線を絞り込んで平均移動時間情報を返す。

Geographical Data Query Extension Commandの処理時間が長い理由として以下が考えられる。

· 空間条件（1 点と半径指定（lat、lon、radiu指定）、intersect、within、またはcontains）が指定されていない場合は観光情報等データベースの全件検索が行われる。

空間条件を指定した場合と、指定しない場合の平均処理時間を表 34に示す。

表 34 Geographical Data Query Extension Commandにて空間条件を指定した場合と、指定しない場合の平均処理時間

	条件
	平均処理時間[ms]

	空間条件を指定した場合
	504

	空間条件を指定しなかった場合
	1355


表 34から空間条件を指定しない場合は処理時間が長くなることが分かる。これは空間条件を指定しない場合は、観光情報等データベースの全件検索が行われるためである。Geographical Data Query Extension Commandの機能を考えた場合、最初に空間条件で絞込みを行うのは妥当であるため、対応方法としては、まず、利用者プログラムはGeographical Data Query Extension Commandを使用する場合は、空間条件を指定すべきであることをガイドする。次に、必要に応じて、CPUや物理サーバーの増強を検討する必要がある。

3.3.1.3.2. Geographical Data Registration Extension Commandの性能評価

Geographical Data Registration Extension Commandの性能評価では、基礎情報挿入時の各データの挿入、基礎情報更新（プロパティ項目の更新、データの挿入/削除）のそれぞれの処理時間の測定を行った。

まず、測定結果として、基礎情報挿入時の各データの挿入処理時間の一覧を表 35に示す。

表 35 各データの挿入の処理時間

	データソース
	ファイル
フォーマット
	ファイル数
	データ

件数
	プロパティ総数
	1件当たり
データ取得
処理時間
	プロパティ1件当たり挿入処理時間
	総処理
時間

	観光情報
	json
	データ毎×2

(英語と日本語でファイルが異なるため)
	1746
	20426
	543.7
	2.57
	1030444

	アクセシビリティ情報
	csv
	1
	577
	9959
	2.3
	3.74
	43069

	公共交通情報
（路線、駅/

停留所、時刻表）
	json
	1
	6349
	35941
	0.8
	2.71
	110887

	駐車場情報
	html
	データ毎
	81
	888
	1270.6
	4.03
	110326

	駐輪場情報
	xml/html
	2
	33
	264
	62.6
	10.47
	8049

	レンタサイクルステーション情報
	xml
	1
	4
	24
	176.3
	1.00
	6877

	避難所情報
	xml
	1
	418
	4594
	4.5
	2.57
	18111

	広域避難場所

情報
	xml
	1
	69
	690
	17.2
	4.42
	7603

	避難救助拠点

情報
	xml
	1
	23
	161
	33.7
	13.15
	6596

	防災拠点情報
	xml
	1
	98
	882
	11.5
	4.04
	8001

	災害時帰宅支援ステーション情報
	xml
	1
	736
	5152
	3.1
	2.95
	21070


※処理時間の単位は全て[ms]

基礎情報挿入処理は、まずデータソースから情報を取得し、RDF形式へ変換した後、データに紐づく各プロパティごとにデータの挿入を行っている。データソースごとにデータの件数、挿入されるプロパティの数が異なるため、処理時間は、それぞれ1件辺りの処理時間を記述している。

表 35のプロパティ1件当たりの挿入処理時間を見ると、各データソースにおいて15[ms]以下に収まり、本実証の実施において十分な処理性能であることが確認できた。

観光情報、駐車場情報においては、他のデータソースと比較して1件当たりデータ取得処理時間に多くの時間がかかっている。この２つのデータソースに共通するのは、Web上でデータ一件ごとの個別ファイルでデータが提供されている点である。システムはデータ件数分のファイルにアクセスし、データを取得する必要があり、その結果としてデータ取得処理時間が長くなっている。今後の継続運用時には、このようにWeb上の多くのファイルにアクセスする場合は、並列処理を行うなど効率的にデータを取得する仕組みを検討する必要があると考えられる。

次に、基礎情報更新の各処理時間の一覧を表 36に示す。更新処理は更新件数によって合計処理時間が異なるため、1件辺りの平均処理時間を示す。基礎情報の更新機能におけるデータ取得処理は基礎情報挿入と同じロジックを使用しているため、これらの処理時間にはデータ取得処理時間は記載しない。また、データの削除/挿入についてはそれぞれ10のプロパティを持つデータを対象としている。

表 36 基礎情報更新処理時間一覧

	処理内容
	１件当たりの平均処理時間[ms]

	プロパティ更新
	793

	データ削除
	4496

	データ挿入
	28


表 36に示したとおり、プロパティ更新とデータ挿入処理に掛かる時間と比較して、データ削除には処理時間が多く掛かる。更新に掛かる総処理時間は処理対象件数に比例するため、、多くの情報の削除が一括で行われた場合、1回の更新処理に多くの処理時間が掛かることが想定される。そのため、更新処理の実行の間隔の設定には注意を払う必要がある。

本検証ではデータの使用目的に基づいて、更新間隔を設定した。例えば、駐車場の満空情報などリアルタイム性が求められる動的データについては、データソースの更新頻度（5分間隔）にあわせて更新を行った。その他の静的データである基礎情報については、その使用目的、システムへの負荷も考慮し、1日1回程度の更新を行うことにした。
3.3.1.4. 外部仕様書との差異について
本実証にて実装した「観光情報等標準API」は外部仕様書に準拠し実装を行ったが、一部外部仕様書と異なる部分がある。外部仕様書との差異と、外部仕様書に従ったシステムに移行する方法を表 37に示す。

表 37 外部仕様書との差異

	差異
	対象API
	説明
	移行方法

	検索結果の
フォーマットが違う
	Traceability / RealtimeData Extension Command 
(イベントの検索)

Geographical Data Query Extension Command 
(場所情報の検索)
	イベントの検索結果のeventsパラメータの値は、外部仕様書では配列ではないが、本実証での実装は配列とした。

これは、イベント情報の一覧を、時刻が最新の情報から順番に並べて返し、利用者が扱いやすくするためである。

場所情報の検索のplacesパラメータも同様に配列とし、中心と半径指定での検索リクエストの場合、中心から近い順番になるように返すこととした。
	プログラム内のロジックで、イベント情報の一覧を取得し、最後にレスポンスフォーマットに合わせてデータをセットする部分があるが、この部分を外部仕様書に合わせたフォーマットに変更する。

	イベント情報の更新・削除方法が違う
	Traceability / RealtimeData Extension Command (イベントの登録)
	イベント情報の更新・削除は、外部仕様書では登録されたイベントの情報そのものを更新・削除する仕様となっているが、本実証では登録されたイベントの情報は、更新・削除要求があった場合でも、直接削除せず無効化（evx:isValid（有効無効フラグ）をfalseに設定）し、更新・削除のイベントを新しく登録する仕様とした。

これは、イベント情報を削除せず残すことで、履歴として後から参照することを可能にするためである。
	現在のイベント情報の更新・削除ロジックを削除し、HTTPメソッドのPUT、DELETEを実装する。PUT、DELETEの実装では、指定されたイベントの識別子を基にイベント情報を直接更新・削除する。


3.3.1.5. 観光情報等標準API構築における検討
本実証では、観光情報等の各データ項目を検索・情報提供する機能を有する「観光情報等標準API」の構築を行った。共通規格に基づいた形のオープンデータを提供することが実現されれば、多くの人が容易、かつ再利用可能な形でデータを取得することが可能となる。そうなったときに重要となると考えられるのが、データをどのように取得し、さらに管理していくかだと考えられる。本章では観光情報等標準API構築において、使用するオープンデータの取得、管理について検討した内容について記述する。

3.3.1.5.1. オープンデータ取得に関する検討

オープンデータとして公開されているデータは、提供者ごとにそれぞれ独自のフォーマット、構造でデータが提供されている。データを取得するために、最も容易なのは全てのデータソースにおいて同一のフォーマットが使用されることであるが、全てのデータ提供者に既に使用されているデータフォーマットの変更を依頼することになり、現実的でない。本実証においては、提供されたデータに合わせて、データ取得の仕組みを構築した。

本実証で扱ったデータソースのフォーマットはJSON、XML、html、PDFの四種類であった。これらのフォーマットのうち、プログラムで扱うのに容易であるのがJSON、XMLである。構造化されているこれらの情報は、その構造がわかれば、データを取得するのは容易である。構造化されておらず、プログラムで扱うのが容易でないデータは、PDFフォーマットである。データはプログラムから直接扱うことができず、他のフォーマットに人の手で変換を行う必要がある。本実証においては、PDFフォーマットのデータはCSV形式のファイルへ人の手で入力を行い、そのCSVファイルからデータの取得を行った。CSV形式であれば、プログラムでの扱いは容易である。htmlは一見プログラムでの扱いが容易に思えるが、実際には取得したいデータを見つけるためのキーがない場合もあり、テキスト処理で必要なデータを抜き出す必要があった。このようにプログラムでの取り扱いの容易性には、各データフォーマットで差があるといえるが、注意すべき点はどのデータフォーマットであれ、その情報の構造が変更されてしまうと、プログラムも合わせて変更になるという点である。この点についての検討は次項「3.3.1.5.2

 REF _Ref381802636 \h 
データ管理・運用についての検討」で述べる

前段にて述べたとおり、データのフォーマット、構造はデータソースごとに異なる。そのため、データ取得を行うプログラムにおいては各データソースにあわせたユニークな実装が必要となる。本検証での実装(Geographical Data Registration Extension Command)では開発を最小限にするために、データ取得後のRDF形式への変換、データベースへの挿入/更新といったロジックはデータソースに依存せず共通で使用できる仕組みを構築した。運用を行っていくことを考えると、データソースが増えていくことは容易に想像できる。その場合もデータソースごとユニークなデータ取得部分の開発のみで対応することが可能である。

3.3.1.5.2. データ管理・運用についての検討

継続的にデータを取得し、利用していくために重要な点の一つがデータを正しく更新し続けることだと考えられる。データ更新の間隔が決まっているのであれば、事前にデータ提供者より更新間隔の情報を取得し、その間隔にあわせ適切なタイミングで更新を行うことが可能となる。細かい時間で更新処理を行うことも考えられるが、システムへ与える負荷を考えると好ましくない。また、データフォーマットが変更される場合などは、事前にそのことが分かっていれば、あらかじめプログラムの変更を行うことが可能となる。これらの例のように、実際の運用時に正しくデータを更新し続けるためには、データ提供者と関係を保ち、データの更新等に関する情報の提供を受けることができる体制を構築しておくことが必須と考えられる。

データを管理していく上では、データソース内に属性の異なる情報が含まれた場合なども考慮が必要といえる。本実証での例を挙げると、観光情報については、同一データソース内に様々なタイプ（寺社仏閣、博物館、植物園など）の情報が含まれている。これら情報に対してどのように属性情報をつけるかが課題となる。本実証のように、データソースにカテゴリーを示す情報がない場合は、その名称から属性を判断するといった対応が必要となる。ただ、このような対応は属性の設定に漏れや、誤りが生じる可能性があるため、継続してデータ提供を行っていくことを考えるとデータ提供者と協議し、データの属性を示す情報も合わせて提供してもう事が必要といえる。しかし、データ提供者からすると、提供するデータに変更を加える必要性が感じられない場合、このような提案を受け入れてもらえないと考えられる。交渉を行う際には、情報をオープンデータとして、共通基盤から使用することが可能になることによって、得られるメリットを提示する必要があると考えられる。

実運用を行う際に必要となるのは、速やかに更新を行うことができる仕組み(プログラム)がまず必須といえるが、前段までで述べたように、データ提供者との間に関係を築き、協力を得られる体制を作り上げるが課題となると考えられる。
3.3.2. モビリティ情報処理基盤
観光情報流通連携基盤システムのうち、モビリティ情報処理基盤の概要を図 60に示す。


[image: image60]
図 60 モビリティ情報処理基盤の概要

モビリティ情報処理基盤は、デジタル道路地図（Digital Road Map　以下DRMという。）及び背景地図という比較的情報の更新頻度が少ない静的情報と、刻々と変わる現在の道路状況という動的情報の主に２種類を取り扱う。主に２つの処理部に分かれており、道路状況を把握し整理するためのプローブ処理部と、ユーザーからの経路探索要求に基づいて最適経路を計算する経路探索処理部から成る。

プローブ処理部は、観光情報等標準APIのMobility Data Registration Commandから送信されるプローブ情報を受信し、経路探索に必要なDRM毎の道路状況を更新することが主な役割である。

経路探索処理部は、観光情報等標準APIのRoute Search Commandから検索される道路上の任意の２点間の最適経路を計算し出力することが主な役割である。その際、DRMの地理的な道路情報だけでなく、プローブ処理が逐次更新する動的な道路状況を加味することで、経路の選択精度が向上する可能性がある。

Mobility Data Registration Commandは、タクシー会社などのプローブ情報提供者が利用するAPIとなるため、現実的な運用を考慮した場合、モビリティ情報処理基盤として限定されたユーザーのみがアクセスできる必要がある。事前契約、実行環境のセキュリティ対策を含め、さまざまな不正データが入り込む余地のないシステムを目指す必要があるが、本実証ではそれらの対策は実施していない。

Route Search Commandは、現在のオープンデータ実装の主流となるRDF静的文書の保管データベースとは異なり、動的な情報を利用し加工したうえで、標準的なRDFやXMLにエンコードするタイプの実装が求められる。この点において、モビリティ情報基盤は従来のデータベースシステムの延長のアーキテクチャとは異なり、動的情報の処理や、最適経路アルゴリズムなど特殊なコンポーネント構成となっている。

3.3.2.1. モビリティ情報処理基盤の仕様
本実証実験で実装したモビリティ情報処理基盤の論理構成を図 61に示す。


[image: image61]
図 61 モビリティ情報処理基盤実装の論理構成

本実証で用意した３台のLinuxサーバーは、観光情報流通連係基盤及びアプリケーション配信用に共有されており、図中の３台のLinuxサーバーはモビリティ情報処理基盤専用ではない。簡易的に図中に付与したLinuxサーバーの番号２は、モビリティ情報処理基盤のみが使用し、１と３は他のコンポーネントと共用である。本実証でのサーバー構成は、コスト優先で可用性を考慮していない。

図中の各コンポーネントの役割、実装方法、商用製品及びオープンソースなどの概要情報を表 38に示す。

表 38 モビリティ情報処理基盤実装のコンポーネント概要

	配置サーバー
	コンポーネント
	種別
	商用製品及び
オープンソース
	説明

	1
	Webサーバー
	サーバープロセス
	Apache HTTP Server 2.2.15
	インターネットに公開される情報を配信するWebサーバー。観光情報流通連携基盤共通で利用。

	2
	Web サーバー
	サーバープロセス
	Jetty 8.1.3
	HTTP Postを受け付けるWebサーバー。

	
	分散イベント処理サーバー
	サーバープロセス
	IBM InfoSphere Streams V3.2
	イベントを分散環境で処理するミドルウェア。

	
	ファイルインターフェース
	実装モジュール
	IBM InfoSphere Streamsアプリケーション
	分散イベント処理サーバー上で稼働する指定ファイルを定期的に読み込むモジュール。

	
	Mobility Data Registration Command実装
	実装モジュール
	IBM InfoSphere Streamsアプリケーション
	分散イベント処理サーバー上で稼働するプローブデータ処理アプリケーション。

	
	KVSクライアント
	ライブラリ
	hiredis V0.9.0
	KVSサーバーにリモートから接続するためのクライアントモジュール。

	3
	アプリケーションサーバー
	サーバープロセス
	IBM WebSphere Application Server V8.5.5.0
	アプリケーションを稼働するためのサーバーミドルウェア。他の観光情報等標準APIの実装が配置される共用サーバー。

	
	KVSサーバー
	サーバープロセス
	redis V2.6.16
	道路状況を保持するためのデータベース（高速性要件からオンメモリー・キー・バリュー・ストアを採用）。

	
	Route Search Command実装
	実装モジュール
	JEE アプリケーション
	アプリケーションサーバーで稼働するJavaのサーバーモジュール実装。

	
	Dijkstraエンジン
	ライブラリ
	IBM Super IFMap

V4.2
	最適ルート計算用アルゴリズムモジュール。

	
	DRM背景地図
	地図データ
	ファイル
	住友電工の京都府全域２５０００分の１の地図から座標系と形式の変換をしたデータ。


次に各観光情報等拡張APIが、クライアントから呼び出されたときの挙動をそれぞれ説明する。

Mobility Data Registration Command

コンポーネント間の呼出関係を図 62に示す。


[image: image62]
図 62 MobilityData Registration Command呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP POSTでプローブ情報が送信される。

2 Proxyサーバーから、イントラネット経由でHTTP POSTがサーバー２へ転送される。

3 プローブ情報を受信したWebサーバーは、メモリ経由で分散イベント処理サーバーへプローブ情報を渡す。

4 Mobility Data Registration Command実装は、道路の混雑度情報を計算し、KVSクライアントに渡す。

5 KVSクライアントは、ソケット通信で、KVSサーバーに道路の混雑度情報を格納する。
Route Search Command

コンポーネント間の呼出関係を図 63に示す。


[image: image63]
図 63 Route Search Command呼出時の挙動

図中の呼出関係は以下のとおりである。

1 クライアントから、インターネット経由でHTTP GETで経路検索が呼び出される。

2 Proxyサーバーから、イントラネット経由でHTTP GETがサーバー３へ転送される。

3 Route Search Command実装は、KVSサーバーから道路の混雑度を取得する。

4 Route Search Commandは、Dijkstraエンジンを呼び出して最適経路を検索する。

5 Route Search Commandは、背景地図を利用し、経路の点列表現を作成する。

6 最適経路の出力をHTTPのリターンとして返す。

7 ⑥と同じ。
3.3.2.2. モビリティ情報処理基盤の動作確認
既出のように、観光情報等標準APIのうちモビリティ情報処理基盤と連携するAPIは、Mobility Data Registration CommandとRoute Search Commandである。それぞれAPIのインタフェースのエントリーポイントからモビリティ情報処理基盤に処理を委譲し、呼び出されたモビリティ情報処理基盤の各処理部が実際の実装部となっている。

それぞれの動作確認結果について示す。

3.3.2.2.1. プローブ情報処理部（Mobitiry Data Registration Command実装部）
ブローブ処理アプリケーションの機能は主に、同一車両連続プローブ情報識別機能、車速計算機能、地図データ対応付け機能、道路平均速度計算機能の4機能があり、それぞれに対して、期待する結果が得られることを確認した。

1. 同一車両連続プローブ識別機能

当機能では、後述する車速計算を行うため、同一車両の連続する2つのブローブ情報を抽出する（以下「ペアリング」という。）。検証内容は、テストデータを用いて、連続する2つのブローブ情報がペアリングできること、ブローブ情報の到着タイミングが入れ替わった場合にも、正確にペアリングが行われること、また、2つの連続するブローブ情報が、閾値よりも離れている場合には、ペアリングが実施されないことである。（機能詳細は、実装詳細仕様書を参照。）

検証に使用したサンプル入力データを表 39に示す。

表 39 ペアリング検証入力データサンプル

	車両番号
	時間
	緯度
	経度
	速度
	方向

	0
	0
	34.98573
	135.7084
	0.66
	60

	0
	60
	34.98693
	135.7092
	0.66
	210

	0
	90
	34.98693
	135.7092
	0.66
	210

	0
	200
	34.98693
	135.7092
	0.66
	210

	0
	120
	34.98693
	135.7092
	0.66
	210

	

	1
	0
	34.98315
	135.6917
	0.28
	210

	1
	32
	34.98195
	135.6909
	0.28
	90

	1
	132
	34.98195
	135.6909
	0.28
	90

	1
	82
	34.98195
	135.6909
	0.28
	90

	

	2
	0
	34.98573
	135.7084
	0.66
	60

	2
	120
	34.98693
	135.7092
	0.66
	210


同一車両連続プローブ識別機能の処理結果を表 40に示す。

表 40 同一車両連続プローブ識別機能の処理結果

	車両番号
	時間
	ペアリング結果
	プローブ到着時の処理

	0
	0
	-
	初回データの保留

	0
	60
	[(0,0) (0,60)]
	ペアリングを送出

	0
	90
	[(0,60),(0,90)]
	ペアリングを送出

	0
	200
	-
	プローブ順序が前後して到着したため、処理保留

	0
	120
	[(0,90),(0,120)],[(0,120),(0,200)]
	２つのペアリングデータを送出

	

	1
	0
	-
	初回データの保留

	1
	32
	[(1,0),(1,32)]
	ペアリングを送出

	1
	132
	-
	プローブ順序が前後して到着したため、処理保留

	1
	82
	[(1,32),(1,82)],[(1,82),(1,132)]
	２つのペアリングデータを送出

	

	2
	0
	-
	初回データの保留

	2
	120
	-
	時間差が許容範囲を超えているため、ペアリングされない


処理結果が示すように、同一車両連続プローブ識別機能が正常に機能していることが確認できる。

2. 車速計算機能

当機能では2つの点の移動距離と移動時間、及び車両の向きの変化を元に、車速計算を行う。検証内容は、連続した2つのブローブ情報の位置・計測時間から移動距離と移動時間を算出できること、また、車両の向きの変化に応じて直線距離及び2点から成る四角形の2辺の合計平均の2種類の計算方法を使い分けていることである。（機能詳細は、実装詳細仕様書を参照。）

検証に使用したサンプル入力データを表 41に示す。

表 41 車速計算検証入力データサンプル

	車両番号
	先に到着したプローブ情報
	直後に到着したプローブ情報

	
	時間
	緯度
	経度
	速度
	方向
	時間
	緯度
	経度
	速度
	方向

	0
	60
	34.98693
	135.7092
	0.66
	210
	0
	34.98573
	135.7084
	0.66
	60

	1
	32
	34.98195
	135.6909
	0.28
	90
	0
	34.98315
	135.6917
	0.28
	210

	2
	60
	35.03389
	135.7092
	1.48
	300
	0
	35.03589
	135.7108
	1.48
	30

	3
	44
	35.04034
	135.74
	0.37
	60
	0
	35.04074
	135.7392
	0.37
	90


車速計算機能の処理結果を表 42に示す。

表 42 車速計算機能の処理結果

	車両番号
	時間
	緯度
	経度
	速度
	方向
	直線距離
	四角形
２辺
	計算結果

	向き判定の結果、2点目向きが1点目と反対方向を向いており（南南西向き⇒東北東向き）、正確な移動距離が計測できないため、NG

	向き判定の結果、2点目向きが1点目と反対方向を向いており（東向き⇒南南西向き）、正確な移動距離が計測できないため、NG

	2
	60
	35.03389
	135.7092
	5.279063
	300
	265.6078
	367.8796
	1.055812

	3
	44
	35.04034
	135.74
	1.941483
	60
	85.42523
	-
	1.423754


処理結果が示すように、車速計算機能を用いて、ペアリングされた2点から車速計算が行われていることが確認できる。2点間の向きの差から、車が反対方向を向いているケースでは、正確な車速計算が行えないことから、データを破棄していることが確認できる（車両番号0、1）。また、2点間の向きが同一の場合（車両番号3）には直線距離を、そのほかの場合（車両番号2）には、直線距離及び2点から成る四角形の2辺の合計平均を利用していることが確認できる。

3. 地図データ対応付け機能

当機能では、ブローブ情報と地図情報（道路情報）とのマッピングを行う。テストデータについて、登録されている道路のうち、近傍道路にマッピングされていることを検証する。

地図データ対応付け機能の検証結果を表 43に示す。

表 43 地図データ対応付け機能の検証結果

	車両番号
	時間
	緯度
	経度
	速度
	方向
	Line ID
	道路方向

	2
	60
	35.03389
	135.7092
	5.279063
	300
	0 
	B

	3
	44
	35.04034
	135.74
	1.941483
	60
	28542006800815 
	F

	14
	55
	35.0385
	135.7442
	2.760525
	30
	28542003060683 
	B

	11
	53
	34.96984
	135.6838
	2.06766
	60
	28541905880647 
	F


実際の地図背景データと対応付けた画像を図 64から図 67に示す。


[image: image64]
図 64 出力データ検証 車両番号=2(近傍道路なし)

[image: image65]
図 65 出力データ検証 車両番号=3


[image: image66]図 66 出力データ検証 車両番号=14
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図 67 出力データ検証　車両番号=11

4. 道路平均速度計算機能

当機能では、道路情報にマッピングされたブローブ情報を用いて、道路毎に単位時間当たりの平均速度を計算する。10秒ごとのテストデータを作成し、正しく道路毎に単位時間当たりの平均速度が計算されていることを検証した。
テストデータについては、量が膨大となるため、省略する。経路探索処理部の道路ネットワーク更新機能にて同様に確認できる。

3.3.2.2.2. 経路探索処理部（Route Search Command実装部）
経路探索処理部の機能は主に座標系変換機能、最短経路探索機能、道路ネットワーク更新機能の3機能があり、それぞれに対して、期待する結果が得られることを確認した。

1. 座標系変換機能（日本測地系⇔世界測地系）

モビリティ情報処理基盤で取り扱う地図座標は、世界測地系（WGS84）であるが、最短経路探索用の道路地図（DRM）は、日本測地系であるため、緯度経度の相互変換機能が必要となっている。

日本測地系から世界測地系（WGS84）の変換アルゴリズムは、国土地理院から公開されているが、世界測地系（WGS84）から日本測地系への変換アルゴリズムは普及していない。そのため、IF-MAPのライブラリを活用して緯度経度の相互変換機能を実装している。

この相互変換が正しく、かつ、高精度で行われていることを2655件のランドマークの変換を行い、往復の変換後の誤差が、1.0E-11 （度）以下であることを確認した。

2665件の座標変換テストの結果の一部を表 44に示す。

表 44 座標変換テストの結果

	ランドマークコード
	元世界測地系
	変換後日本測地系
	再変換後世界測地系
	誤差

	
	経度
	緯度
	経度
	緯度
	経度
	緯度
	経度
	緯度

	LM00000001
	135.782928
	34.9955063
	135.7857669
	34.99228004
	135.782928
	34.9955063
	9.9476E-13
	0

	LM00000002
	135.7811
	35.00076
	135.7839387
	34.99753424
	135.7811
	35.00076
	0
	0

	LM00000003
	135.779419
	35.0006027
	135.7822576
	34.99737693
	135.779419
	35.0006027
	0
	0

	LM00000004
	135.782776
	35.00365
	135.7856149
	35.00042451
	135.782776
	35.00365
	0
	0

	LM00000005
	135.778519
	35.0036354
	135.7813575
	35.00040991
	135.778519
	35.0036354
	0
	0

	LM00000006
	135.797409
	35.0239868
	135.8002496
	35.02076283
	135.797409
	35.0239868
	0
	0

	LM00000007
	135.7963
	35.0157051
	135.7991403
	35.01248041
	135.7963
	35.0157051
	0
	0

	LM00000008
	135.795425
	35.0141869
	135.7982652
	35.0109621
	135.795425
	35.0141869
	0
	9.9476E-14

	LM00000009
	135.794388
	35.0119858
	135.7972281
	35.00876084
	135.794388
	35.0119858
	0
	0

	LM00000010
	135.793823
	35.0102844
	135.796663
	35.00705933
	135.793823
	35.0102844
	0
	0

	….

	LM00002660
	135.743556
	34.998117
	135.746391
	34.9948913
	135.743556
	34.998117
	0
	0

	LM00002661
	135.7801
	35.00151
	135.7829387
	34.99828431
	135.7801
	35.00151
	0
	0

	LM00002662
	135.793671
	35.01639
	135.7965111
	35.01316541
	135.793671
	35.01639
	0
	0

	LM00002663
	135.674286
	35.0235
	135.6771166
	35.02027744
	135.674286
	35.0235
	0
	9.9476E-14

	LM00002664
	135.7643121
	35.00333158
	135.7671492
	35.0001061
	135.7643121
	35.00333158
	0
	0

	LM00002665
	135.7600369
	35.00332822
	135.7628736
	35.00010276
	135.7600369
	35.00332822
	9.9476E-13
	0

	最大誤差
	1.02318E-12
	1.06581E-13


2. 最短経路探索機能
当機能では、２地点間の最短経路を探索し、探索結果の座標列と最短経路時間、及び距離を戻す。計算された最短経路と時間、距離が正しいことを実績のある経路最適化シミュレーション製品（IBM Vehicle Routing Planner）の結果と比較することで確認した。
最短経路探索機能の探索結果とVRPの探索結果との比較結果を図 68から図 71に示す。
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図 68 経路探索結果比較その１
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図 69 経路探索結果比較その２
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図 70 経路探索結果比較その３
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図 71 経路探索結果比較その４

3. KVSサーバーに登録されている混雑度を利用した道路ネットワーク更新機能
最短経路探索は、Mobility Data Registration Command がKVSサーバーに登録する道路の混雑度情報を反映した最新の道路状態で計算する必要がある。
KVSサーバーに登録したデータを考慮した最短経路探索が行われることを２点間の連続最短経路探索用テストプログラムを使って確認した。
テストは、事前に登録した２点間の最短経路を調べておき、その経路の途中のリンクの混雑度（速度）を更新して、最短経路時間や最短経路が変わることを確認した。また、KVSサーバーに登録された混雑度情報は、道路ネットワークの更新後に削除されることも確認した。これら一連のテストの実施ログを図 72に示す。

[image: image71.emf]　　　○登録したKVSサーバーのデータが削除されていることを確認
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図 72 道路ネットワーク更新機能の確認

3.3.2.3. モビリティ情報処理基盤の性能評価
モビリティ情報処理基盤は、プローブ情報処理部と経路探索処理部に分かれる。各処理部の性能評価を示す。

3.3.2.3.1. プローブ情報処理部

ブローブ情報処理部の性能評価では、シミュレータを用いて作成した大量のブローブ情報が書き込まれたファイルを、ブローブ情報処理部へデータを投入し、秒間あたりに処理可能なブローブ情報数を計測した。加えて、処理中のサーバーリソースについても評価を行った。なお、サーバーリソースによる性能への影響を検討するため、開発者環境・開発環境・本番環境の３環境にて、計測を行った。各環境のサーバーリソースを表 45に示す。

表 45 テスト環境のサーバーリソース

	項目
	開発PC
	開発サーバー
	本番サーバー

	CPUコア数
	2.6Ghz x 4
	2.0GHz x 2
	2.7GHz x 1

	RAM (GB)
	6
	6
	8


各環境における、スループット
・サーバーリソース計測結果を表 46に示す。

表 46 テスト計測結果

	項目
	開発PC
	開発サーバー
	本番サーバー

	処理時間
	5分28秒
	7分37秒
	10分3秒

	データ入力件数
	2000000
	2000000
	2000000

	トータル処理件数
	586510 
	586510 
	586510 

	1秒あたりの処理件数
	2188 
	1477 
	1080 

	CPU最大使用率（％）
	100
	100
	100

	CPU平均使用率（％）
	94.07
	97.60
	98.22

	最大メモリ使用量（MB）
	3427
	3407
	3734

	平均メモリ使用量（MB）
	3059
	2968
	3405


いずれの環境においても、平均1000件/秒のスループットを実現しており、実証実験にて想定されるブローブ情報の入力に対しては、十分な処理能力があると評価できる。なお、CPUコア数に応じて、処理件数が減少していることが表から分かる。したがって、物理的なCPUの増強によって、処理能力を向上させることが可能である。

次に、サーバーリソースについて考察する。CPU使用率については、いずれの環境でも最大100%となっており、CPUリソースを使い切っているが、処理のダウンや顕著な遅れなどは観測できないため、むしろInfoSphere Streamsというミドルウェアの機能を最大限に発揮している結果と判断できる。また、メモリについても、それぞれの環境において特に使用量が大幅に増大しているような変化は観測できない。また、ランニングテストにおいても、メモリ使用量の著しい増加は見られず、メモリーリーク
などは発生していないと考えられる。

以上により、今回のプローブ実装処理部の参照実装は、スケーラブルな処理能力をもち、処理のためのワーキングメモリー資源も有効に活用できていると評価する。
3.3.2.3.2. 経路探索処理部

経路探索処理部の性能評価では、京都市内の格子状の座標から順に2点を選択し、100回連続して経路探索を行うテストプログラムを作成して、経路探索処理時間を計測し、１回あたりの平均経路探索時間を計算し、評価を行った。テストは、ローカルの開発機と開発機で実施し、１回あたりの探索時間が0.05～0.06秒となり、観光情報流通連携基盤からの利用を想定しても問題ないこと確認した。


２つの環境のリソースを表 47に示す。

表 47 テスト環境のサーバーリソース

	項目
	開発PC
	開発サーバー

	CPUコア数
	2.6GHｚ x 1
	2.0GHz x 2

	RAM (GB)
	8
	8


各環境における、経路探索のパフォーマンス計測結果を表 48に示す。

表 48 テスト計測結果

	項目
	開発PC
	開発サーバー

	経路探索100回連続処理時間 (ms)
	6512
	5010

	平均経路探索処理時間（秒）
	0.065
	0.050


なお、ピーク時同時アクセス数が非常に多く、それぞれの要求に対して処理時間の高速性が必要な場合は、この平均経路探索処理時間をもとに処理サーバーを並列化することによって可能である。上記テスト結果から、現行の開発サーバーレベルで、秒200アクセス前後までは、個々の要求のパフォーマンスの低下は多くないが、それ以上の処理能力が必要とされる場合は、CPUや物理サーバーの増強が必要になる。

3.3.2.4. モビリティ情報処理基盤構築における検討
本実証実験では、経路探索のために道路混雑状況の把握を目的としたモビリティ情報処理基盤を構築した。社会インフラとして広く渋滞情報が利活用されれば、例えば、本実証実験のように公共交通機関へのモーダルシフトを促したり、その他、道路計画に活用したり、イベントの開催の計画に活用したりする機会が生まれるであろう。

当然ながら、道路混雑状況というものは、路上の車が常に移動を続けているのでその様相を確実にかつ的確に把握することは大変難しい。現在の混雑状況を把握したとしても、信号機の影響、ヒヤリハット地点の周囲への影響、道路沿いの小売業の影響、雨天荒天など天候の影響、交通事故の影響、歩行者・自転車の影響などさまざまな要因が複雑に絡みあい正確な状況把握と未来予測をすることは非常に困難な課題である。

これらの外乱要因をモデル化して予測精度を上げる試みは長年交通関係の情報処理領域で行われてきた。予測精度を上げるためには、少なくとも新たな情報源の入手と情報処理を必要とし、処理コストとの兼ね合いが運用上現実的な課題となる。

この章では、コスト面での課題と精度向上のための工夫について検討した考察を述べる。
3.3.2.4.1. コスト面での課題

本実証実験で行ったモデルを実運用に移行した場合、プローブ情報の収集コスト、プローブ情報の処理コスト、サービス提供コストが掛かる。収集コストには、初期コストとして、情報提供者との接続開発費、ランニングコストとして、接続ITの運用コスト、通信回線使用料、プローブデータ使用料、が主なコスト要因となる。処理コストは、モビリティ情報処理基盤の運用コストであり、サービス提供コストは、実際のアプリケーションを運用するためのコストになる。今回の実証実験に協力してくださったタクシー会社などには、これらのうち、各社の配車システムですでに実運用しているITインフラがあり、実証期間の間、それらのITインフラを流用することで、短期間にプローブ情報をモビリティ情報処理基盤と通信させることが可能になったが、実際には、私企業が情報サービスのために無料でデータ配信を行い続けるには、インセンティブなり、別のビジネス機会がうみだされるなどのモチベーションがない限りは継続できるものではない。私企業が直接的なデータ配信で利益を上げる場合は、有料サービスでの収益から還元される仕組みを構築する必要がある。

一方、データ配信と受信を行う接続方法や処理システムは、インタフェースの公開や標準化が十分に普及することでコスト低減はある程度期待される領域である。いずれにせよ、運転コストとしての通信費、IT運用コスト、配信オーナーへの還元費としてのデータ使用料が、提供サービスの収益を上回ることで初めて継続的なビジネスが期待される。例えば、地方公共団体が住民サービスとして無料のサービスを提供する場合は、予算としてこれらの運転コストを計上する議会承認が必要となろう。

3.3.2.4.2. 予測精度の課題

オープンデータの抱える課題として、データの整備、データの保全、データの収集に掛かるコストを誰が負担するのか、という問題がある。コスト面での考察のように、経済的な流れの中で実際のデータ利活用が促進されるためにも、普及過渡期の現在、初期コストや運転コストを低く抑える工夫は必要とされる。

精度を高めるためには、多くのデータの種類の収集、データ量の確保などが必要となるが、提供サービスが必要とするサービスレベル以上の精度のための投資は過剰となる場合もある。

本実証実験において、経路検索を行うにおいて、一般的なDijkstra法を採用したが、道路ネットワークの重みづけとして、プローブ情報からの推定を利用した。しかしながら、信号の状況によって選択した経路が必ずしも最適な経路にはならないことは、実世界で経験上実感しているものである。十分に長い距離に対して経路検索を行う場合、赤信号で停止することは必ず存在するといえる場合があるので、信号の影響を考慮しないと片手落ちの経路計算及び予測到着時間の計算になる可能性がある。一方、信号機の状況を直接的に入手して商用利用で活用することは、現在不可能である。さらに、信号機を直接観測し、画像判定などで把握する方法も可能であるが、膨大なコストが必要になることは容易に想像できる。これらの観点から、プローブ情報を活用して信号の影響も加味した道路ネットワークの重みづけの計算方法を分析した。この分析は、コストを抑えるために信号の直接観測ではなく、間接的な観測情報から統計情報を利用するという1つの例である。

プローブ情報から、信号の影響を加味した道路の平均速度を計算するには、十分なプローブデータの停止も含む平均速度を算出すればよい。実例をあげて説明する。

ある交差点での平均待ち時間をw(sec)、道路長をL(m)、車は一定速度Av（m/sec）の速さで走行しているものとする。単純化のために、速度Avで走行しているか、交差点で停止して速度が0となっているかの何れかしかないものとする。観測されたプローブ情報のうち、速度0の停止プローブが確率rで観測されたとする。

この観測された確率rは、特定の車が当該道路上に存在する時に停止している確率なので、平均待ち時間/平均通過時間であるw/(L/Av + w) に等しい。

r = w/(L/Av+w)

ここから、w = rL/Av(1-r)となり、平均通過時間はL/Av＋w=L/Av(1-r)と単純化できる。

W（平均通過時間） = L/Av(1-r)     …（1）
このように、速度0のプローブも加えて道路の平均速度を計算するだけで信号影響も考慮したことになるという単純な結果が得られる。

この式が正しいことを検証するための道路モデルを図 73に示す。


[image: image72]
図 73 信号サイクルと所要時間の関係

図中、Tcは信号が切り替わる１サイクルの時間、Trは赤信号の継続時間、Tgは信号の影響を受けずに車両が通過する時間をそれぞれ示している。横軸は、車両がその道路に信号サイクルのどの時間に入ったかを示す。また、縦軸は、横軸の時間帯に合わせて、最終的に車両がその道路を通過するのに必要な時間を表している。下の土台は、走行に必要な時間を表し、左の三角形は赤信号による待ち時間を表し、右の縦長な長方形は走行途中で赤信号につかまることを示している。信号サイクルのどこに車両が到着するかは一様にランダムと仮定すれば、図中の縦軸である所要時間の平均が所要時間である。

W(平均所要時間) =(Tc*Tg + Tr*Tr/2 + Tr*Tg) / Tc      …（2）
一方、TcやTrは、プローブ情報からは入手できるデータではない。Tgは走行車両の平均速度と道路長から取得可能である。また、停止プローブの確率分布も取得可能である。

停止プローブの確率分布は、それぞれのサイクル時間に入った車両ごとにその道路上にいる時間が変わるため、図は横軸に対する車両存在確率分布にもなっている。したがって、

r（停止プローブ取得確率）=（Tc*Tg+Tr*Tr/2）/(Tc*Tg+Tr*Tr/2+Tr*Tg)     …（3）
上記2式（2）及び（3）から、観測可能なr及びTgのみを利用して、Wを表すことができ、

W = Tg/(1-r)     …（4）
この式は、Tg = L/Avであるので、式（1）に一致する。

例えば、平均時速15km/hで走行している100m道路があり、60秒ごとに赤信号と青信号が入れ替わると仮定すると、Tc=120(sec)  Tg=24(sec) Tr=60(sec) であるので、平均所要時間は38.4秒であり、停止プローブ取得確率68.75%である。

道路長が長く、信号サイクルが短い場合はほぼ確実に信号につかまるので、図 73のモデルとは異なるが、同様に平均速度で問題ないことは証明できる。

これは統計処理を行うことで観測可能情報が少なくても済むように補うことができる例である。精度とコストとのバランスは運用上大きな課題であり、サービス品質とともに継続的にバランスをとる必要がある。

3.4. アプリケーション・サービス

本実証において、スマートフォン等のモバイル端末を対象として実装した観光客向けのアプリケーション・サービスについて記述する。

3.4.1. アプリケーション・サービスの概要

観光情報流通連携基盤システムにおける、観光情報流通連携基盤システムとアプリケーション・サービスの概要を図 74に示す。
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図 74 観光情報流通連携基盤システムとアプリケーション・サービスの概要
本実証では、観光情報流通連携基盤システムを使用するアプリケーション・サービスとして観光情報サービス、モビリティ情報サービス、観光ナビゲーション・サービス、避難所ナビゲーション・サービスを実装した。アプリケーション・サービスの動作するモバイル端末として、米Apple社のiPhoneを、プラットフォームとしてiPhone上で動作するiOS 7を選択した。iPhoneを選択した理由の1つとして、日本のスマートフォンにおいてシェアがもっとも高いことが挙げられる。
本実証にて開発したアプリケーション・サービスは、京都市都市計画局歩くまち京都推進室が開発した「歩くまち京都」と呼ばれるモバイル・アプリケーションをベースに、既存のメニューに新たなメニューを追加する形で新機能開発を行った。これは、実証実験後の実ビジネスとしての継続運用を踏まえてのことである。第一の理由として、継続運用の受け皿となりうる京都市側の要望に沿ったアプリケーションを開発することで、議会や市民に対して、京都市がこれらのアプリケーションを受け入れる際の説明がつきやすいものとなることが挙げられる。特に、京都市は「歩くまち京都」を旗艦アプリケーションとして位置づけており、このアプリケーションから独立して新たなアプリケーションを作成するのではなく、既存のメニューに新規のメニューを追加し、機能を拡充させる形で開発を行った方が効率的かつ現実的で、有意義なものとなる。第二の理由として、実証実験環境から実運用としての本番環境へのシステムの移行を比較的スムーズに行えるという利点がある。インフラ的には、本実証で構築した環境は情報流通連携基盤システムとの連携も含めて、将来の「歩くまち京都」を支えるインフラの縮図であり、ソフトウェアやミドルウェアに大きな変更が無ければ、技術的には比較的短期間で移行が可能なシステムを実現している。また、アプリケーション的には、既存のアプリケーションをほとんど改修することなく、新規に機能を追加しており、さらに既存アプリケーションの開発フレームワーク等も踏襲しているため、アプリケーションの移行についても比較的容易に実現可能であると言える。
3.4.1.1. アプリケーション・サービスの機能一覧

調達仕様書の４．５．観光情報サービス等の実証に記述されているアプリケーション・サービスと、実装した機能の対応の一覧を表 49に示す。この表では、各機能がモバイル・アプリケーションのどの画面において実装されているかの対応について記述している。以降のアプリケーション仕様においては、画面単位で詳細仕様を記述する。

表 49 実装機能一覧
	アプリケーション・サービス
	アプリケーション画面
	実装する機能

	観光情報サービス
	観光情報
	観光情報の検索。

	
	観光情報
	観光情報の地図上への表示。

	
	観光情報
	口コミ情報等の表示。

	モビリティ情報サービス
	自動車経路検索
	自動車の場合の経路情報・所要時間の表示。

	
	自動車経路検索
	駐車場の満空情報の表示。

	観光ナビゲーション・サービス
	観光情報
	アクセシビリティ情報の検索。

	
	観光情報
	アクセシビリティ情報の地図上への表示。

	避難所ナビゲーション・サービス
	避難所情報
	避難所情報の地図上への表示。

	
	避難所情報
	避難所までのナビゲーション。


実装機能一覧から抽出したアプリケーション画面の一覧を表 50に示す。また、メニュー画面のイメージを図 75に示す。
表 50 画面一覧
	No.
	アプリケーション画面
	本実証での開発部分

	01
	乗換検索
	既存アプリケーション

	02
	自動車経路検索
	開発対象

	03
	観光情報
	開発対象

	04
	避難所情報
	開発対象
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図 75 メニュー画面のイメージ

3.4.1.2. アプリケーション・サービスの機能開発の背景、目的

前節 表 49に記載の各アプリケーション・サービスを開発した背景や目的を記述する。

観光情報サービスは、利用者が観光情報を地図上で検索及び表示できる機能を提供する。また、観光施設の付加情報として、口コミ情報等を併せて地図上に表示する。

今世紀に入ってからのモバイル通信環境の普及により、UGC(user-generated content、 ユーザー作成コンテンツ)の作成や配布が容易になった。その結果生まれたトレンドとして、従来の一般的、普遍的な観光情報と比較して、自身と同じ目線に立っているUGCに対するユーザーの信頼度が上昇しているという状況が挙げられる。しかし既存のUGCを扱うサービスは多くあるものの、そこから特定の観光施設に対する情報を選別、検索することは容易とはいえず、観光施設に対する情報交換の障害となっている。

この状況に対する解決策として、観光情報サービスでは、特定の観光施設に対応する口コミを投稿または表示する機能を提供する。これによりユーザーは自身の興味のある施設に対する口コミだけを表示することが可能となり、またユーザー間の情報共有が促進されることで、結果として観光客の利便性が向上することが見込める。
モビリティ情報サービスは、ある地点から目的地までの自家用車利用を含む経路情報を提供する。
京都市のような都市型観光地では、多くの観光客が訪問するとともに、都市として多くの地域住民を抱えているため、郊外からの車、レンタカー、地域住民の自家用車等による道路渋滞が発生し、バス、タクシー等の公共交通が影響を受け、快適な観光の妨げとなっている。
この状況に対する解決策として、モビリティ情報サービスでは、公共交通機関の経路情報及び渋滞等の交通状況を考慮した経路探索結果を用いて、自家用車を利用した場合の経路情報と移動時間情報を表示する。特に自家用車を駐車して公共交通機関に乗り換える際の、利用すべき駐車場とその満空情報を提示することができる。これにより、自家用車を利用しようと考えているユーザーが公共交通機関を使って移動するといったモーダルシフトを促すことが見込める。

観光ナビゲーション・サービスは、観光情報サービスにより提供される観光施設までの経路とあわせて、付近のアクセシビリティ情報を表示する機能を提供する。

京都市のような都市型観光地を訪れる観光客の中には、高齢者、障がい者、小さな子供連れ、妊婦等も含まれるが、それらの人々のための情報は十分に提供されているとは言い難い。

この状況に対する解決策として、観光目的地までの道のりにおける、障がい者用トイレやエレベーター等のアクセシビリティ情報を提供することで、結果として観光客の利便性が向上することが見込める。

避難所ナビゲーション・サービスは、京都市の避難所情報を提供する。
京都市のような都市型観光地では、災害時に地の利のない観光客をどのように避難誘導するかという課題がある。観光客の多くは避難所の場所を知らないため、どこにどのようにして避難すればいいのかわからない状況が想定される。
この状況に対する解決策として、避難所ナビゲーション・サービスでは、最寄りの避難所を検索し、地図上に表示する機能を提供する。また、現在地点から選択した避難所までの徒歩を想定した経路情報を表示する。これにより避難所へのナビゲーションを適切に行い、災害時の迅速、適確な避難を促すことが見込める。

3.4.2. アプリケーション・サービスの仕様

本実証におけるアプリケーション・サービスの画面仕様、インタフェース仕様を記述する。
3.4.2.1. 観光情報サービス／観光情報ナビゲーション・サービス

本実証における観光情報サービス及び観光情報ナビゲーション・サービスの機能について記述する。
3.4.2.1.1. ユースケース・シナリオ

観光情報サービスで想定しているユースケースについて画面例をもとに説明する。このユースケースでは、ユーザーは地図から現在地付近の観光スポット情報を検索し、そのスポットに対する他のユーザーの投稿などを確認した後、徒歩経路を検索する。

1 ユーザーは観光情報画面を開く。


[image: image73]
図 76 ステップ1 観光情報画面の表示

2 ユーザーは表示設定から、興味のある施設の種類を選択する。 (ここでは、「宗教施設」、「美術館、博物館」)


[image: image74]
図 77 ステップ2 施設種類の選択

3 アプリは地図上に、指定された種類のスポットを表示する。ユーザーはその中から1つ(ここでは「銀閣寺」)を選択し、詳細情報を表示する。


[image: image75]
図 78 ステップ3 観光スポットの表示 選択
4 アプリは選択されたスポットの詳細情報を表示する。ユーザーの操作により、基本情報と口コミの表示を切り替えて表示する。


[image: image76]
図 79 ステップ4-1 スポット詳細情報(基本情報)の表示

[image: image77]
図 80 ステップ4-2 スポット詳細情報(口コミ情報)の表示
5 ユーザーは経路メニューから、スポットへの移動手段(ここでは「徒歩」)を選択する。アプリは現在地からスポットまでの徒歩経路を、距離とあわせて地図上に表示する。


[image: image78]
図 81 ステップ5-1 経路メニュー選択


[image: image79]
図 82 ステップ5-2 徒歩移動経路の表示

6 (目的地に到着した後) ユーザーは再度スポットの詳細情報画面を開き、投稿ボタンをタップする。口コミ投稿画面が表示されるので、口コミ本文を記入して投稿する。


[image: image80]
図 83 ステップ6-1 スポット詳細情報の表示 (現在地がスポット所在地付近)


[image: image81]
図 84 ステップ6-2 口コミ情報の入力

7 スポット詳細画面にユーザーの投稿した口コミが表示される。


[image: image82]
図 85 ステップ7 口コミ情報の反映

以上が観光情報サービスのユースケースである。

次に、観光ナビゲーションサービスで想定しているユースケースについて画面例をもとに説明する。このユースケースでは、ユーザーは地図から現在地付近のアクセシビリティ情報を検索し、そのスポットで提供される他のアクセシビリティサービスなどを確認した後、自動車経路を検索する。

1 ユーザーは観光情報画面を開き、画面下部の表示切替ボタンで表示モードをアクセシビリティに切り替える。アプリは地図上に、アクセシビリティ情報を持つスポットを表示する。


[image: image83]
図 86 ステップ1アクセシビリティ情報画面の表示

2 ユーザーは表示されたスポットの中から、1箇所(ここでは「ひと・まち交流館 京都」)を選択し、詳細情報を表示する。


[image: image84]
図 87 ステップ2 アクセシビリティスポットの表示 選択

3 アプリは選択されたスポットの詳細情報を表示する。ユーザーはスポットが提供するアクセシビリティサービスを確認することができる。

[image: image85]
図 88 ステップ3 スポット詳細情報の表示
4 ユーザーは経路メニューから、スポットへの移動手段(ここでは「車で行く」)を選択する。アプリは自動車経路検索画面を開く。ここで目的地は自動的にセットされている。


[image: image86]
図 89 ステップ4-1経路メニュー選択

[image: image87]
図 90 ステップ4-2 自動車経路検索画面への遷移

以上が観光ナビゲーションサービスのユースケースである。

3.4.2.1.2. 画面仕様

本実証における観光情報サービス及び観光情報ナビゲーション・サービスの画面仕様について記述する。
3.4.2.1.2.1. 観光スポット情報検索画面

観光ナビゲーション検索画面を図 91 REF _Ref379395781 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。また、観光ナビゲーション検索画面の各項目の説明を表 51 REF _Ref381020095 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。この画面では地図上に観光スポットが表示される。また、文字列による検索を実行すると、検索結果として得られた観光スポットが地図上に表示される。この観光スポットから、後述の観光スポット詳細画面(図 92 REF _Ref381020147 \h 
)を参照できる。また、本画面から後述のチェックイン履歴(図 93 REF _Ref379474808 \h 
)を表示し、口コミを投稿することができる。
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図 91 観光スポット情報検索画面
表 51 観光スポット情報検索画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	メニューボタン
	メニュー画面を表示する。

	2
	検索ボックス
	観光スポットを検索する際の検索文字列を入力する。

	3
	ユーザーの現在地
	モバイル端末の位置情報から得られたユーザーの現在地。初期表示ではここが画面中央となる。

	4
	現在地表示ボタン
	このボタンをタップすると、ユーザーの現在地を画面中央に表示する。

	5
	チェックイン履歴ボタン
	このボタンをタップすると、過去のチェックイン履歴（図 93 REF _Ref379474808 \h 
）を表示する。

	6
	観光スポット
	検索条件や表示設定に一致するスポットが表示される。このアイコンをタップすると、スポット詳細情報画面を表示する。

	7
	表示切替ボタン
	表示モードを「観光スポット」と「アクセシビリティ」の間で切り替える。

	8
	設定ボタン
	このボタンをタップすると、表示設定シートを表示する。


3.4.2.1.2.2. スポット詳細情報画面
スポット詳細情報画面を図 92 REF _Ref381020147 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。また、スポット詳細情報画面の各項目の説明を表 52 REF _Ref381020235 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。検索結果として得られた観光スポットに対し、その詳細情報もしくは、投稿された口コミ情報が表示される。初期状態では詳細情報を表示する。後ボタンをタップすると一番新しい口コミを表示し、その後は後ボタンをタップすることで順次古い口コミが表示される。
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図 92 スポット詳細情報画面
表 52 スポット詳細情報画面項目

	No.
	項目
	説明

	1
	スポット名
	表示しているスポットの名前を表示する。

	2
	説明文
	スポットの説明文を表示する。

	3
	経路ボタン
	このボタンをタップすると、ユーザーにスポットまでの移動手段(徒歩、公共交通、自動車のいずれか)をたずねる。

徒歩を選択した場合、観光スポット情報検索画面の地図上に徒歩経路を表示する。

公共交通、自動車を選択した場合、それぞれ乗換検索サービス(既存)もしくは自動車経路検索サービスの初期画面を表示する。ここで目的地として表示中の観光スポットが自動的に設定される。

	4
	スポット基本情報
	スポットの住所、電話番号などの情報を表示する。

	5
	チェックインボタン
	このボタンをタップすると、ユーザーのチェックイン履歴が記録される。

なおこのボタンは、スポットがユーザーの現在地近くにある場合に有効となる。

	6
	口コミ投稿ボタン
	このボタンをタップすると、口コミ編集画面が表示され、新規の口コミを投稿することができる。

なおこのボタンは、スポットがユーザーの現在地近くにあるか、もしくはユーザーが当該スポットにチェックイン済みの場合に有効となる。

	7
	閉じるボタン
	スポット詳細情報画面を閉じる。

	8
	前ボタン
	このボタンをタップすると、1つ前の(=より新しい)口コミを表示する。

一番新しい口コミを表示している場合にタップすると、スポット詳細情報を表示する。

	9
	後ボタン
	このボタンをタップすると、1つ後の(=より古い)口コミを表示する。

スポット詳細情報を表示している場合にタップすると、一番新しい口コミを表示する。

	10
	口コミ基本情報
	口コミの対象スポット、投稿者ニックネーム、投稿時間 を表示する。

	11
	口コミ件数表示
	当該スポットに対して、新しいほうから数えた口コミの番号と、全口コミの件数を表示する。

	12
	口コミ本文
	口コミの本文を表示する。

	13
	口コミ編集ボタン
	このボタンをタップすると、口コミ編集画面が表示され、表示中の口コミを編集、削除することができる。

ユーザー自身が投稿した口コミを表示中にのみ有効となる。


3.4.2.1.2.3. チェックイン履歴画面

チェックイン履歴画面を図 93 REF _Ref379474808 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。また、チェックイン履歴画面の各項目の説明を表 53 REF _Ref381020345 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。この画面では、ユーザーが過去にチェックインしたスポットを表示する。また、表示されたスポットを選択することで、スポット詳細画面を開くことができる。
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図 93 チェックイン履歴画面
表 53 チェックイン履歴画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	ユーザーのニックネーム
	ユーザーのニックネームを表示する。

	2
	チェックイン履歴
	ユーザーが過去にチェックインしたスポットが、日付別に表示される。

新しい日付の履歴がより上位に表示される。同じ日付の履歴では、早い時間のものがより上位に表示される。

履歴をタップすると、その観光スポットのスポット詳細情報画面が表示される。

	3
	閉じるボタン
	このボタンをタップすると、本画面が閉じる。


3.4.2.1.2.4. 口コミ編集画面

口コミ編集画面を図 94 REF _Ref379479402 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。また、口コミ編集画面の各項目の説明を表 54 REF _Ref381020569 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。口コミの新規投稿、もしくは既存の口コミを編集する際に使用する。


[image: image91]
図 94 口コミ編集画面
表 54 口コミ編集画面項目

	No.
	項目
	説明

	1
	キャンセルボタン
	このボタンをタップすると元の画面に戻る。

	2
	対象スポット
	口コミ対象のスポット名を表示する。

	3
	ユーザーのニックネーム
	ユーザーのニックネームを表示する。

	4
	口コミ本文記述欄
	ユーザーはこのエリアに口コミの本文を記入する。

新規口コミ投稿の場合は、初期状態では空白となる。

既存の口コミに対する編集の場合は、初期状態で編集対象の口コミ本文が記入済みとなる。

	5
	投稿/更新ボタン
	新規口コミ投稿の場合は、「投稿」表示、既存の口コミに対する編集の場合は、「編集更新」表示となる。

このボタンをタップすると、口コミを投稿する。

	6
	削除ボタン
	既存の口コミに対する編集の場合にのみ表示され、新規口コミ投稿の場合は表示されない。

このボタンをタップすると、口コミを削除する。


3.4.2.1.2.5. アクセシビリティ情報画面
アクセシビリティ情報画面を図 95 REF _Ref381286939 \h 
に示す。また、アクセシビリティ情報画面の各項目の説明を表 55 REF _Ref381020598 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。検索結果として得られたアクセシビリティスポットに対し、その詳細情報が表示される。
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図 95 アクセシビリティ情報画面
表 55 アクセシビリティ情報画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	スポット名
	表示しているスポットの名前を表示する。

	2
	アクセシビリティサービス
	スポットが提供するアクセシビリティサービスを列挙して表示する。

	3
	経路ボタン
	このボタンをタップすると、ユーザーにスポットまでの移動手段(徒歩、公共交通、自動車のいずれか)をたずねる。

徒歩を選択した場合、観光スポット情報検索画面の地図上に徒歩経路を表示する。

公共交通、自動車を選択した場合、それぞれ乗換検索サービス(既存)もしくは自動車経路検索サービスの初期画面を表示する。ここで目的地として表示中の観光スポットが自動的に設定される。

	4
	閉じるボタン
	アクセシビリティ情報画面を閉じる。


3.4.2.1.3. インタフェース仕様

本実証における観光情報サービス及び観光情報ナビゲーション・サービスのインタフェース仕様について記述する。

3.4.2.1.3.1. 場所情報の検索

機能概要
位置情報を元に、観光スポット情報の一覧またはアクセシビリティ情報の一覧を取得する。
メソッド

GET

URLパス

/api/v1/places
パラメータ

観光スポット情報の一覧またはアクセシビリティ情報の一覧を取得するために、情報流通連携基盤の観光情報等標準APIのGeographical Data Query Extension Commandを使用する。このインタフェースのパラメータを表 56 REF _Ref380683867 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 56 Geographical Data Query Extension Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	lat
	xsd:double
	WGS84 での緯度。

	lon
	xsd:double
	WGS84 での経度。

	radius
	xsd:double
	検索半径[m]。

	rdf_type
	xsd:string
	パラメータ値として、rdf:typeを指定する。複数指定した場合、OR条件で結果が返される。

	ugx_title
	xsd:string
	スポットの名称。ワイドカード検索される。(詳細は後述)。


1. 1点と半径を指定し、それが示す円内に含まれる場所の識別子を検索する場合に使用する。lat、lon、radiusの値をそれぞれ指定する。

2. rdf_typeパラメータは場所情報の属性を示す。観光スポット情報の一覧取得の場合、観光地の地物を示すrdf:typeのugx:Sightseeingを指定する。アクセシビリティ情報の一覧取得の場合、アクセシビリティの地物を示すrdf:typeのspacx:Accessibilityを指定する。
3. ugx_titleパラメータを指定した場合、指定されたテキストをその一部に含むスポットが結果として返される。例えばこのパラメータに”南”を指定した場合、”南禅寺”、“城南宮”など、名称の一部に”南”を含むスポットが返される。
ステータスコード

Geographical Data Query Extension Commandのステータスコードを表 57 REF _Ref380689080 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。

表 57  Geographical Data Query Extension Commandのステータスコード
	ステータスコード
	意味
	説明

	200
	OK
	正常終了。

	400
	Bad Request
	リクエストパラメータが正しくない。

	404
	Not Found
	検索条件を満たす場所情報が情報流通連携基盤システムに登録されていない。

	500
	Internal Server Error
	情報流通連携基盤システム内でエラーが発生した。


レスポンス

Geographical Data Query Extension Commandで観光スポット情報の一覧を取得した場合に期待されるレスポンスのデータ構造をJSON形式で表現したものを表 58 REF _Ref380689106 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。また、アクセシビリティ情報の一覧を取得した場合に期待されるレスポンスのデータ構造をJSON形式で表現したものを表 59 REF _Ref380755349 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 58 観光スポット情報の一覧取得のデータ構造
	項目名
	型
	説明

	places
	
	場所のリスト。1つの場所情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	ucode
	xsd:anyURI
	地物の識別ucode。

	
	rdf:type
	uri
	地物の属性情報。

	
	rdf:type
	uri
	地物の属性情報。

	
	ugx:title (ja)
	literal
	地物の名称（日本語）。

	
	ugx:title (en)
	literal
	地物の名称（英語）。

	
	ugx:region
	geo:wktLiteral
	地物の範囲。

	
	ugx:address
	xsd:string
	住居表示に基づく住所。

	
	w3cgeo:lat
	xsd:double
	地物の緯度。

	
	w3cgeo:long
	xsd:double
	地物の経度。

	
	ugx:tel
	xsd:string
	電話番号。

	
	ugx:url
	xsd:string
	施設情報へのURL。

	
	ugx:spendTime
	xsd:integer
	観光時間（目安(分)）。

	
	ugx:usageFee
	xsd:string
	施設の利用料金。

	
	rdfs:comment
	rdfs:Literal
	主語に対応する、人間のための説明。

	remains
	xsd:boolean
	レスポンスが残っている場合はtrue、そうでない場合はfalse。


表 59 アクセシビリティ情報の一覧取得のデータ構造
	項目名
	型
	説明

	places
	
	場所のリスト。1つの場所情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	ucode
	xsd:anyURI
	地物の識別ucode。

	
	rdf:type
	uri
	地物の属性情報。

	
	rdf:type
	uri
	地物の属性情報。

	
	ugx:title (ja)
	literal
	地物の名称（日本語）。

	
	ugx:title (en)
	literal
	地物の名称（英語）。

	
	ugx:region
	geo:wktLiteral
	地物の範囲。

	
	w3cgeo:lat
	xsd:double
	地物の緯度。

	
	w3cgeo:long
	xsd:double
	地物の経度。

	
	spacx:assistantUser
	spacx:userType
	アクセシビリティ向上の対象となる利用者種別。

	
	spacx:barrierUser
	spacx:userType
	アクセシビリティ阻害の対象となる利用者種別。

	
	spacx:assistantService
	spacx:supportType
	アクセシビリティ向上の対象となるサービス種別。

	
	spacx:width
	xsd:integer
	通路の幅員。

	remains
	xsd:boolean
	レスポンスが残っている場合はtrue、そうでない場合はfalse。


3.4.2.1.3.2. イベント情報の検索

機能概要
イベント情報（口コミ・チェックイン情報）を検索する。
メソッド

GET

URLパス

/api/v1/ events
パラメータ

イベント情報（口コミ・チェックイン情報）を取得するために、情報流通連携基盤の観光情報等標準APIのTraceability / RealtimeData Extension Commandを使用する。イベント情報の検索のインタフェースのパラメータを表 60 REF _Ref380758879 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 60 Traceability / RealtimeData Extension Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	owner
	xsd:anyURI[]
	イベントのオーナー（evx:owner）の識別子。

	place
	xsd:anyURI[]
	イベントの発生場所（evx:place）の識別子。

	offset
	xsd:integer
	検索結果のオフセット値。省略時は最初から返す。

	limit
	xsd:integer
	検索結果の返却数。省略時は全てのデータ。

	type
	xsd:anyURI[]
	イベントのタイプ（evx:type）。


ステータスコード

Traceability / RealtimeData Extension Commandのステータスコードを表 61 REF _Ref380759087 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 61 Traceability / RealtimeData Extension Commandのステータスコード
	ステータスコード
	意味
	説明

	200
	OK
	正常終了

	400
	Bad Request
	リクエストパラメータが正しくない。

	500
	Internal Server Error
	情報流通連携基盤サーバーでエラーが発生した。


レスポンス

Traceability / RealtimeData Extension Commandでイベント情報検索を実行した場合に期待されるレスポンスのデータ構造をJSON形式で表現したものを表 62 REF _Ref380759174 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 62 イベント情報の検索のデータ構造
	項目名
	型
	説明

	events
	
	イベント情報のリスト。1つのイベント情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	ucode
	xsd:anyURI
	イベント情報の識別ucode。

	
	evx:type
	rdfs:Class
	イベントのタイプ。evx:Eventのサブクラスを値としてとる。

	
	evx:owner
	foaf:Agent
	イベントのオーナー（発生者・管理者）。

	
	evx:date
	xsd:dateTime
	イベントの発生日時。

	
	evx:place
	w3cgeo:SpatialThing
	イベントの発生場所。

	
	evx:description
	xsd:string
	イベントに関する説明。

	
	evx:isValid
	xsd:boolean
	イベントが有効であるかどうか。

	remains
	xsd:boolean
	レスポンスが残っている場合はtrue、そうでない場合はfalse。


3.4.2.1.3.3. イベント情報の登録

機能概要
イベント情報を登録する。既存のイベント情報を更新する場合は、元のイベント情報を参照する更新イベントとして新たにイベント情報が登録される。削除する場合は、元のイベント情報を参照する削除イベントとして新たにイベント情報が登録される。
メソッド

POST

URLパス

/api/v1/ events
パラメータ

イベント情報（口コミ・チェックイン情報）を登録するために、情報流通連携基盤の観光情報等標準APIのTraceability / RealtimeData Extension Commandを使用する。イベント情報の登録のインタフェースのパラメータを表 63 REF _Ref380773890 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。

表 63 Traceability / RealtimeData Extension Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	rdf
	RDF/JSON
	RDF/JSON形式で記述されたイベント情報。


ステータスコード

Traceability / RealtimeData Extension Commandのステータスコードを表 64 REF _Ref380773891 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 64 Traceability / RealtimeData Extension Commandのステータスコード
	ステータスコード
	意味
	説明

	200
	OK
	正常終了

	400
	Bad Request
	リクエストパラメータが正しくない。

	500
	Internal Server Error
	情報流通連携基盤サーバーでエラーが発生した。


レスポンス

Traceability / RealtimeData Extension Commandでイベント情報登録を実行した場合に期待されるレスポンスのデータ構造をJSON形式で表現したものを表 65 REF _Ref380773900 \h 
 \* MERGEFORMAT に示す。
表 65 イベント情報の登録のデータ構造
	項目名
	型
	説明

	ucode
	hash
	発行されたイベント情報を識別するucode。


3.4.2.2. モビリティ情報サービス

本実証におけるモビリティ情報サービスの機能について記述する。
3.4.2.2.1. ユースケース・シナリオ

モビリティ情報サービスで想定している、主となるユースケースについて画面例をもとに説明する。このユースケースでは、ユーザーは自動車に乗って京都市郊外におり、パークアンドライドを利用して目的地まで移動したいと考えている。このため、ユーザーは京都市郊外の駐車場を探そうとしている。

1 ユーザーは自動車経路検索画面を開く。


[image: image93]
図 96 ステップ1 自動車経路検索画面の表示
2 ユーザーは目的地として、行きたい場所を入力する。ここでは、金閣寺とする。


[image: image94]
図 97 ステップ2-1 経路入力

[image: image95]
図 98 ステップ2-2 目的地の選択
3 システムは、現在地と目的地をもとに、京都市郊外の駐車場を1つ選択し、経路検索結果を返す。


[image: image96]
図 99 ステップ3 自動車経路検索結果の表示
4 ユーザーは、経路検索結果の中から1つを選択し、経路の詳細を表示する。ここでは、経路1を選択。


[image: image97]
図 100 ステップ4-1 経路詳細の表示

[image: image98]
図 101 ステップ4-2 経路詳細の表示

[image: image99]
図 102 ステップ4-3 経路詳細の表示

[image: image100]
図 103 ステップ4-4 経路詳細の表示
5 ユーザーは「地図」ボタンを押下することで経路を地図表示することができる。


[image: image101]
図 104 ステップ5 経路の地図表示
以上がモビリティ情報サービスのユースケースである。

3.4.2.2.2. 画面仕様
本実証におけるモビリティ情報サービスの画面仕様について記述する。
3.4.2.2.2.1. 自動車経路検索画面

自動車経路検索画面を図 105に示す。また、自動車経路検索画面の各項目の説明を表 66に示す。メニュー画面で「自動車経路検索」を選択することで、以下の画面が表示される。この画面は車に乗っているユーザーが利用することを前提とし、出発地と目的地、車の駐車場を選択することで経路の検索を行う。検索の際は時刻を設定する。時刻を設定しない場合は現在時刻が設定されているものとして動作する。駐車場は名前での検索と現在地の周辺検索と目的地の周辺検索が可能である。ユーザーが駐車場の検索条件を設定しない場合はシステムが駐車場を自動的に1つ選択する。このときの検索条件は以下のとおり。

· 現在から近い。

· 満空情報がある場合、満車ではない。
· 京都市パークアンドライド駐車場を優先する（存在しない場合は通常の駐車場を選択する）。


[image: image102]
図 105 自動車経路検索画面

表 66 自動車経路検索画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	メニューボタン
	メニュー画面を表示する。

	2
	出発地
	出発地を設定する。設定しない場合、現在地点を出発地とする。

	3
	目的地
	目的地を設定する。

	4
	駐車場
	駐車場を設定する。設定しない場合、システムが自動的に駐車場を設定する。

	5
	バス到着予測チェックボックス
	検索結果で経路が含まれる場合、到着予測を考慮するかどうか。オンの場合は考慮する。

	6
	検索ボタン
	検索を実行する。


3.4.2.2.2.2. 自動車経路検索結果画面
自動車経路検索結果画面を図 106に示す。また、自動車経路検索結果画面の各項目の説明を表 67に示す。また、この画面は選択された駐車場までの経路と、そこから公共交通機関または徒歩による経路の表示を行う。駐車場までの経路は観光情報等標準APIのRoute Search Commandを利用し、公共交通機関を使った経路は既存機能を利用する。駐車場からの経路として、公共交通機関を利用した場合、パークアンドライドを示すアイコンの表示を行う。


[image: image103]
図 106 自動車経路検索結果画面

表 67 自動車経路検索結果画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	出発地
	自動車経路検索画面で出発地として設定した場所を表示する。

	2
	目的地
	自動車経路検索画面で目的地として設定した場所を表示する。

	3
	駐車場
	この経路で利用する駐車場を表示する。

	4
	時間表示
	この経路を利用した場合の出発時間、到着時間、所要時間を表示する。

	5
	パークアンドライドアイコン
	駐車場から先の経路において、公共交通機関を利用する場合に表示する。

	6
	人・乗り物アイコン
	この経路における交通手段を表示する。徒歩、バス、電車、自動車のそれぞれ使用される交通手段を表示する。

	7
	駐車場状況メッセージ
	駐車場の空き状況について表示を行う。「空きあり」＝駐車場に空きがある。「混雑」＝駐車場は混雑している。「満車」＝駐車場は満車状態である。


3.4.2.2.2.3. 自動車経路検索結果詳細画面
自動車経路検索結果詳細画面を図 107に示す。また、自動車経路検索結果詳細画面の各項目の説明を表 68に示す。この画面は自動車経路検索結果画面で表示された経路の1つを選択することで、選択された経路の詳細を表示する。画面の上側には経路のサマリー情報として所要時間や移動距離が表示される。画面の下側には移動地点と移動手段について詳細表示を行う。


[image: image104]
図 107 自動車経路検索結果詳細画面

表 68 自動車経路検索結果詳細画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	所要時間
	この経路を利用した場合の所要時間を表示する。

	2
	移動距離
	この経路を利用した場合の総移動距離を表示する。

	3
	CO2排出量
	この経路を利用した場合のCO2排出量を概算表示する。また、自動車のみの場合と比べて、どの程度減少するかをあわせて表示する。

	4
	消費カロリー
	この経路における消費カロリーを概算表示する。

	5
	開始地点
	この経路の開始地点を表示する。

	6
	移動手段と内訳
	移動手段と内訳を表示する。移動手段が自動車の場合、移動距離及び平均時速、自動車による移動時間を表示する。

	7
	経由地点／到着地点情報
	経由地点または、到着地点の情報を表示する。

	8
	経路番号
	検索結果の経路の数に対して、現在表示している経路の番号を（現在表示している経路の番号）／（検索結果の経路数）という形で表示する。

	9
	地図ボタン
	クリックすることで、この経路を地図上に表示する。

	10
	乗換検索ショートカット
	公共交通乗換検索機能（既存機能）へのショートカット。

	11
	利用料金
	この経路における、バス・電車の運賃の合計を表示する。駐車場の金額は含まれない。


3.4.2.2.2.4. 自動車経路地図表示画面
自動車経路検索結果地図画面を図 108に示す。また、自動車経路検索結果地図画面の各項目の説明を表 69に示す。この画面は自動車経路検索結果詳細画面で表示された経路について、地図上での表示を行う。

[image: image105]
図 108 自動車経路検索結果地図画面
表 69 自動車経路検索結果地図画面
	No.
	項目
	説明

	1
	リストボタン
	このボタンを押下することで自動車経路検索結果詳細画面に戻る。

	2
	電車経路
	この経路における電車経路を表示する（赤線部分）。

	3
	出発地点アイコン
	この経路における出発地を表示する。地図の縮尺が小さい場合、表示されない。

	4
	現在地表示ボタン
	画面の中心を現在地とした地図表示に切り替える。この状態でもう一度ボタンを押すことで、コンパスの方角を考慮した表示に切り替える。もう一度ボタンを押すことで、北が画面の上となる地図表示に切り替える。

	5
	全体ボタン
	画面に出発地点と到着地点が表示されるように地図の縮尺を変更する。

	6
	到着地点アイコン
	この経路における目的地を表示する。地図の縮尺が小さい場合、表示されない。

	7
	バス経路
	この経路におけるバス経路を表示する（緑線部分）。

	8
	自動車経路
	この経路における自動車経路を表示する（青線部分）。


3.4.2.2.3. インタフェース仕様

本実証におけるモビリティ情報サービスのインタフェース仕様について記述する。
3.4.2.2.3.1. 乗換検索（バス・電車）

機能概要

外部システム（ジョルダン乗換案内）のサーバーに問い合わせを行い、結果を取得する。情報流通連携基盤観光情報等標準APIではないため、詳細は記述しない。
3.4.2.2.3.2. 駐車場検索

機能概要
現在地情報をもとに、駐車場の一覧を取得する。駐車場の位置情報、駐車場の識別ID(ucode)、駐車場の満空情報及び料金情報を取得する。
メソッド

GET

URLパス

/api/v1/places
パラメータ

駐車場一覧を取得するために、情報流通連携基盤の観光情報等標準APIのGeographical Data Query Extension Commandを使用する。このインタフェースのパラメータを表 70に示す。

表 70 Geographical Data Query Extension Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	lat
	xsd:double
	WGS84 での緯度。

	lon
	xsd:double
	WGS84 での経度。

	radius
	xsd:double
	検索半径[m]。

	rdf_type
	xsd:string
	パラメータ値として、rdf:typeを指定する。複数指定した場合、OR条件で結果が返される。

	ugx_isParkForFacility
	xsd:boolean
	施設に付属する駐車場かどうかのフラグ。

	ugx_targetTransportation
	xsd:string
	駐車場の対象となる乗り物。


1. 1点と半径を指定し、それが示す円内に含まれる場所の識別子を検索する場合に使用する。lat、lon、radiusの値をそれぞれ指定する。

2. rdf_typeパラメータは場所情報の属性を示し、駐車場の地物を示すrdf:typeのugx:Parkingを指定する。
3. ugx_isParkForFacilityは施設に付属する駐車場かどうかを示し、ここでは施設と独立した駐車場を対象とするためfalseを指定する。

4. ugx_targetTransportationは駐車場の対象となる乗り物を示し、ここでは自動車を対象とするためugx_Carを指定する。 
ステータスコード

Geographical Data Query Extension Commandのステータスコードを表 71に示す。

表 71  Geographical Data Query Extension Commandのステータスコード
	ステータスコード
	意味
	説明

	200
	OK
	正常終了

	400
	Bad Request
	リクエストパラメータが正しくない。

	404
	Not Found
	検索条件を満たす場所情報が情報流通連携基盤システムに登録されていない。

	500
	Internal Server Error
	情報流通連携基盤システム内でエラーが発生した。


レスポンス

Geographical Data Query Extension Commandで駐車場一覧を取得した場合に期待されるレスポンスのデータ構造をJSON形式で表現したものを表 72に示す。パラメータrdf_typeで指定されたクラスまたはサブクラスのインスタンスが返される。
表 72 駐車場一覧取得のデータ構造
	項目名
	型
	説明

	places
	
	場所のリスト。1つの場所情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	ucode
	xsd:anyURI
	地物の識別ucode。

	
	rdf:type
	uri
	地物の属性情報。

	
	ugx:title (ja)
	literal
	地物の名称（日本語）。

	
	ugx:title (en)
	literal
	地物の名称（英語）。

	
	ugx:region
	geo:wktLiteral
	地物の範囲。

	
	w3cgeo:lat
	xsd:double
	地物の緯度。

	
	w3cgeo:long
	xsd:double
	地物の経度。

	
	ugx:isParkAndRide
	xsd:boolean
	京都市のパークアンドライド駐車場かどうかを示す。

	
	ugx:usageFee
	literal
	駐車場料金情報。

	
	ugx:vacancyStatus
	xsd:integer
	駐車場の満空状況。数字の単位はパーセントで、100が満車状態を示す。80以上100未満の場合混雑状態、80未満の場合は空きありの状態を示す。

	remains
	xsd:boolean
	レスポンスが残っている場合はtrue、そうでない場合はfalse。


3.4.2.2.3.3. 自動車経路検索

機能概要
ある地点から、ある地点までの自動車での経路情報を検索、取得する。経路情報には、経路の座標情報と距離、移動時間が含まれる。
メソッド

GET

URLパス

/api/v1/route
パラメータ

自動車での経路情報を取得するために、情報流通連携基盤の観光情報等標準APIのRoute Search Commandを使用する。このインタフェースのパラメータを表 73に示す。

表 73 Route Search Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	from
	geo:wktLiteral
	経路探索の出発地点。Point(経度、緯度)で記述する。

	to
	geo:wktLiteral
	経路探索の到着地点。Point(経度、緯度)で記述する。


ステータスコード

Route Search Commandのステータスコードを表 74に示す。

表 74 Route Search Commandのステータスコード
	ステータスコード
	意味
	説明

	200
	OK
	正常終了

	400
	Bad Request
	リクエストパラメータが正しくない。

	500
	Internal Server Error
	情報流通連携基盤サーバーでエラーが発生した。


レスポンス

Route Search Commandで自動車経路検索を実行した場合に期待されるレスポンスのデータ構造を、JSON形式で表現したものを表 75に示す。

表 75 自動車経路検索情報のデータ構造
	項目名
	型
	説明

	routes
	
	経路情報のリスト。1つの経路情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	mbl:route
	geo:wktLiteral
	経路 (geo:wktLiteralのLINESTRINGで表現した値)。

	
	mbl:from
	geo:wktLiteral
	経路探索の出発地点(geo:wktLiteralのPOINTで表現した値)。

	
	mbl:to
	geo:wktLiteral
	経路探索の到着地点(geo:wktLiteralのPOINTで表現した値)。

	
	mbl:distance
	xsd:double
	経路の総距離（メートル）。

	
	mbl:time
	xsd:integer
	所要時間（分）。

	
	mbl:routeDetail
	xsd:anyURI[]
	経路の詳細を表現するucodeの配列。詳細情報はrouteDetailsの主語となる。1つのrouteは、1つ以上のrouteDetailによって構成される。

	routeDetails
	
	経路詳細情報のリスト。1つの経路詳細情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	mbl:route
	geo:wktLiteral
	経路 (geo:wktLiteralのLINESTRINGで表現した値)。

	
	mbl:from
	geo:wktLiteral
	経路探索の開始地点(geo:wktLiteralのPOINTで表現した値)。

	
	mbl:to
	geo:wktLiteral
	経路探索の終了地点(geo:wktLiteralのPOINTで表現した値)。

	
	mbl:distance
	xsd:double
	経路の距離（メートル）。

	
	mbl:time
	xsd:integer
	所要時間（分）。

	
	mbl:transportMean
	xsd:anyURI
	移動手段。mbl:TransportMeanのインスタンス（車：ugx:Car、バス：ugx:Bus、電車：ugx:Train 等)。


3.4.2.3. 避難所ナビゲーション・サービス

本実証における避難所ナビゲーション・サービスの機能について記述する。

3.4.2.3.1. ユースケース・シナリオ

避難所ナビゲーション・サービスで想定している、主となるユースケースについて画面例をもとに説明する。このユースケースでは、ユーザーは被災しており、最寄りの避難所を検索し、そこまでの経路情報を頼りに避難所へ移動したいと考えている。

1 ユーザーは避難所情報基本画面を開く。


[image: image106]
図 109 ステップ1 避難所情報基本画面の表示
2 最寄りの避難所で、避難所種別が「避難所」であるものを画面アイコンから選択する。

[image: image107]
図 110 ステップ2 画面アイコンを選択
3 避難所情報詳細表示画面を開く。


[image: image108]
図 111 ステップ3 避難所情報詳細表示画面の表示
4 ユーザーは経路探索ボタンを押下する。


[image: image109]
図 112 ステップ4 経路探索ボタンの押下
5 避難所情報基本画面に経路情報が表示される。


[image: image110]
図 113 ステップ5 経路情報の表示
6 ユーザーは避難所までの経路を確認し、徒歩で移動する。

以上が避難所ナビゲーション・サービスのユースケースである。
3.4.2.3.2. 画面仕様

本実証における避難所ナビゲーション・サービスの画面仕様について記述する。
3.4.2.3.3. 避難所情報基本画面
避難所ナビゲーション・サービスの基本画面を図 114、図 115に示す。また、避難所ナビゲーション・サービスの基本画面の各項目の説明を表 76に示す。メニュー画面で「避難所情報」を選択することで、以下の画面が表示される。避難所情報画面では、画面の中心座標をもとに周辺の避難所情報を取得する。避難所情報は情報流通連携基盤APIを利用して取得を行う。


[image: image111]
図 114 避難所情報基本画面


[image: image112]
図 115 避難所情報基本画面 経路表示
表 76 避難所情報基本画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	地図
	ユーザーの現在地周辺の地図を表示する。

	2
	ユーザーの現在地
	位置情報サービス(GPS等)をもとに、ユーザーの現在地を表示する。初回表示時は、ユーザー現在地が地図上の中心地になるように表示を行う。

	3
	現在地表示ボタン
	画面の中心を現在地とした地図表示に切り替える。この状態でもう一度ボタンを押すことで、コンパスの方角を考慮した表示に切り替える。もう一度ボタンを押すことで、北が画面の上となる地図表示に切り替える。

	4
	帰宅支援ステーションアイコン
	「帰宅支援ステーション」を示すアイコン。

	5
	避難所アイコン
	「避難所」を示すアイコン。

	6
	同心円
	ユーザーの現在地を中心として、同心円を描画する。同心円の大きさは中心から徒歩で10分程度となる距離を想定し、徒歩1分あたり80mとして半径800mの同心円を表示する。

	7
	現在地からの経路情報
	現在地から選択された避難所までの経路情報。ユーザーが避難所を選択し経路表示ボタンを押下した場合に表示を行う。避難所情報基本画面の初回表示時には経路は表示されない。


避難所タイプと利用するアイコン画像を表 77に示す。
表 77 アイコン画像一覧

	No.
	避難所タイプ
	アイコン画像

	01
	避難所
	[image: image113.png]




	02
	広域避難所
	[image: image114.png]




	03
	避難救助拠点
	[image: image115.png]




	04
	災害時帰宅支援ステーション
	[image: image116.png]




	05
	防災拠点
	[image: image117.png]





3.4.2.3.4. 避難所情報詳細表示画面

避難所情報詳細表示画面を図 116に示す。また、避難所情報詳細表示画面の各項目の説明を表 78に示す。避難所情報基本画面において、避難所アイコンを押下することで、避難所情報詳細表示画面が表示される。


[image: image118]
図 116 避難所情報詳細表示画面

表 78 避難所情報詳細表示画面項目
	No.
	項目
	説明

	1
	避難所種別
	避難所の種別を表示する。避難所の種別は以下の通り。
避難所

広域避難所

避難救助拠点

災害時帰宅支援ステーション

防災拠点

	2
	避難所No.
	避難所の識別番号を表示する。

避難所の場合：避難所No.

広域避難所の場合：広域避難所No.

避難救助拠点の場合：避難救助拠点No.

災害時帰宅支援ステーション：ステーションNo.

防災拠点の場合：防災拠点No.

	3
	名称
	避難所の名称。

	4
	電話番号
	避難所の電話番号。

	5
	郵便番号
	避難所の郵便番号。

	6
	住所
	避難所の住所。

	7
	収容可能人数
	避難所・広域避難所の場合のみ表示。

	8
	現在人数
	避難所・広域避難所の場合のみ表示。現在人数を更新する仕組みは別途必要となる。

	9
	収容可否
	避難所・広域避難所の場合のみ表示。収容可否を更新する仕組みは別途必要となる。

	10
	経路探索ボタン
	経路探索ボタンを押下することで、避難所情報詳細表示画面を閉じ、避難所情報基本画面が表示される。避難所情報基本画面では、ユーザーの現在地情報から、選択していた避難所までの経路の描画を行う。

	11
	閉じるボタン
	閉じるボタンを押下することで、避難所情報詳細表示画面を閉じ、避難所情報基本画面が表示される。


3.4.2.3.5. インタフェース仕様

本実証における避難所ナビゲーション・サービスのインタフェース仕様について記述する。
3.4.2.3.6. 避難所一覧取得

機能概要
現在地情報をもとに、避難所の一覧を取得する。避難所情報基本画面で表示する避難所アイコンの表示のための位置情報、避難所の識別ID(ucode)及び避難所の種別情報を取得する。

メソッド

GET

URLパス

/api/v1/places
パラメータ

場所情報の取得のために、情報流通連携基盤の観光情報等標準APIのGeographical Data Query Extension Commandを使用する。このインタフェースのパラメータを表 79に示す。
表 79 Geographical Data Query Extension Commandのパラメータ
	パラメータ名
	型
	説明

	lat
	xsd:double
	WGS84 での緯度。

	lon
	xsd:double
	WGS84 での経度。

	radius
	xsd:double
	検索半径[m]。

	rdf_type
	xsd:string
	パラメータ値として、rdf:typeを指定する。複数指定した場合、OR条件で結果が返される。


4. 1点と半径を指定し、それが示す円内に含まれる場所の識別子を検索する場合に使用する。lat、lon、radiusの値をそれぞれ指定する。

5. rdf_typeパラメータは場所情報の属性を示し、防災関連の地物を示す5種類のrdf:typeのクラスのスーパークラスであるevcx:DisasterPreventionFacilityを指定する。避難所タイプとrdf:typeの関係を表 80に示す。

表 80 避難所タイプとrdf:typeの関係
	No.
	避難所タイプ
	rdf:type

	1
	避難所
	evcx:EvacuationCenter

	2
	広域避難所
	evcx:WideAreaEvacuationSpace

	3
	避難救助拠点
	evcx:EvacuationRescueCenter

	4
	災害時帰宅支援ステーション
	evcx:EmergencySupportStation

	5
	防災拠点
	evcx:EmergencyOperationCenter


ステータスコード

Geographical Data Query Extension Commandのステータスコードを表 81に示す。

表 81 Geographical Data Query Extension Commandのステータスコード
	ステータスコード
	意味
	説明

	200
	OK
	正常終了

	400
	Bad Request
	リクエストパラメータが正しくない。

	404
	Not Found
	検索条件を満たす場所情報が情報流通連携基盤システムに登録されていない。

	500
	Internal Server Error
	情報流通連携基盤システム内でエラーが発生した。


レスポンス

Geographical Data Query Extension Commandで避難所一覧情報を取得した場合に期待されるレスポンスのデータ構造をJSON形式で表現したものを表 82に示す。パラメータrdf_typeで指定されたクラスまたはサブクラスのインスタンスが返される。
表 82 避難所一覧取得のデータ構造

	項目名
	型
	説明

	places
	
	場所のリスト。1つの場所情報はプロパティとして以下の項目を持つ。

	
	ucode
	xsd:anyURI[]
	地物の識別ucode。

	
	rdf:type
	xsd:anyURI
	地物の属性情報。防災情報以外の属性。

	
	rdf:type
	xsd:anyURI
	地物の属性情報。防災情報の属性として、evcx:DisasterPreventionFacilityのsubClassのrdf:typeをもつ。

	
	ugx:title (ja)
	literal
	地物の名称（日本語）。

	
	ugx:title (en)
	literal
	地物の名称（英語）。

	
	ugx:region
	geo:wktLiteral
	地物の範囲。

	
	w3cgeo:lat
	xsd:double
	地物の緯度。

	
	w3cgeo:long
	xsd:double
	地物の経度。

	
	ugx:address (ja)
	literal
	地物の住所（日本語）

	
	ugx:address (en)
	literal
	地物の住所（英語）

	
	ugx:postalCode
	literal
	地物の郵便番号

	
	ugx:tel
	literal
	電話番号

	
	ugx:area
	xsd:double
	地物の面積(単位：平方メートル)。

	
	evcx:evacuationFacilityId
	literal
	避難所ID

	
	evcx:capacityOfEvacuationFacility
	xsd:integer
	収容可能人員

	
	evcx:occupantOfEvacuationFacility
	xsd:integer
	現在の収容人員

	
	evcx:isAvailable
	xsd:boolean
	収容可否

	
	evcx:hasWaterService
	xsd:boolean
	災害時帰宅支援ステーションの場合のみ。水道の有無。

	
	evcx:hasToiletService
	xsd:boolean
	災害時帰宅支援ステーションの場合のみ。トイレの有無。

	
	evcx:hasInformationService
	xsd:boolean
	災害時帰宅支援ステーションの場合のみ。道路情報提供の有無。

	
	evcx:hasRestPlaceService
	xsd:boolean
	災害時帰宅支援ステーションの場合のみ。休憩場所提供の有無。

	remains
	xsd:boolean
	レスポンスが残っている場合はtrue、そうでない場合はfalse。


3.4.3. アプリケーション・サービス設計・実装における検討

アプリケーション・サービス設計・実装において検討した内容を記述する。
3.4.3.1. アプリケーション・サービス全体

(1) RDFデータのモデル化
アプリケーション内でRDFのデータを扱うことを考えた場合、観光情報等情報流通連携基盤APIのレスポンスのデータをそのまま取り扱うのはアプリケーションの実装を考えた場合、コードの可読性及びデータの冗長性の観点で好ましくない。また、アプリケーションがRDFの実装依存となってしまうことも好ましくない。観光情報等情報流通連携基盤APIのレスポンスのRDFデータはトリプルとして表現されており、あるucodeで表現される事物は複数のプロパティから構成されている。このトリプルでの表現から、あるucodeに対するプロパティをもつモデルを定義し、アプリケーション・サービス上で取り扱うこととした。また、データ取得のロジックをモデル内にカプセル化することによって、RDFの実装が必要な箇所をモデル内に限定した。このモデル化によってアプリケーション・サービスのコード上ではRDFデータであることを意識せずに実装することが可能となった。
3.4.3.2. 観光情報サービス／観光情報ナビゲーション・サービス

(1) 多言語対応
観光情報サービスは、本実証では英語と日本語への対応を行った。多言語対応にあたっては、アプリケーションで使用するボタンや説明文の対応に加え、アプリケーション内にコンテンツとして表示される、観光情報流通連携基盤システム側のデータの提供も必要不可欠である。アプリケーション側は将来の拡張を想定し、簡単な変更で他の言語への対応が可能な設計としている。
(2) ユーザーの通信環境による制約

観光客は常時通信環境を持っているとは限らない。ホテルや街中のWiFiスポットでのみ通信可能という通信環境も想定される。現状のモバイル・アプリケーションでは、大部分の機能がオンラインでの使用を想定しており、オフライン時に使用できる機能は限られる。一例として、ホテルに滞在中(オンライン)に調べた徒歩経路は、オフラインになってもそのまま表示されるため、目的地に到達することができる。しかしその後、次の訪問先を検索する際には、再度通信が必要であり、オフラインでは使用することができない。オンラインの時にあらかじめ必要な情報を端末側に蓄積するなど、使い勝手を向上させる機能を別途検討すべきであると考える。
(3) 口コミにおける誹謗中傷の書き込みに対する考慮
口コミ機能を悪用することで、特定のスポットその他に対して誹謗中傷の書き込みが行われる可能性を検討した。実際、本実証の協力団体である京都市からそのような懸念が表明された。対策の一環として、ユーザーが対象スポットの近くに実際に行った場合にのみ、口コミを投稿可能とする設計とした。ただし現地で落ち着いて口コミを投稿する時間が無いケースを想定し、簡易なチェックイン操作で履歴を残したスポットには、後から口コミ投稿可能な設計とした。これにより、実際にその場に行ったユーザーのみが口コミ投稿できるため、不特定多数のスポットに対するいたずら的な口コミはある程度抑止できるものと考える。
一方で課題として、口コミ情報の匿名性が挙げられる。口コミ情報、チェックイン情報は、その使い方しだいでは個人の行動を追跡できる可能性がある。ただ同時に、チェックイン回数に基づくスポットの順位付けなど、有益なデータとして使用することも可能である。どの情報をどういった範囲まで公開とするか、今後も継続して議論していくことが必要であると考える。

(4) アクセシビリティデータの公開
本実証ではアクセシビリティデータを表示することで、健常者のみならず、障がい者等のハンディキャップを持つ人々の役にも立つことを目指した。観光スポットへの移動経路上に存在する施設に関し、障がい者対応トイレの有無などアクセシビリティ情報を公開することで、より安心して観光するサポートになるものと考える。その際考慮が必要な課題として、これらの情報を公開するための許諾が挙げられる。一例として特に道路の情報は大いに役立つものと考えるが、道路には国道、府道(都道府県道）、市道(市町村道)、私道と管轄の異なるものが存在し複雑なため、認可を得るにあたって困難が伴うことが想定される。
3.4.3.3. モビリティ情報サービス

(1) 京都市の課題の検討
京都市が抱える課題として、京都市内の中心地の交通の混雑がある。このため、京都市では混雑を解消するために、パークアンドライドを推進していこうと考えている。パークアンドライドとは、自動車を利用している人に、中心地から外れた場所にある駐車場に自動車を駐車してもらい、公共交通機関（バス及び電車）に乗り換えてもらうことである。本実証では、どうすればパークアンドライドを考えている人に利用しやすいアプリケーションになるか、京都市、ASTEMの関係者とともに検討を実施した。検討の結果、京都市の意向をふまえ、モビリティ情報サービスでは駐車場選択のロジックとして、京都市のパークアンドライド駐車場を優先して選択するロジックを実装することとした。また、駐車場選択のもう1つのロジックとして、ユーザーの現在地（もしくは、設定された出発地）周辺の駐車場を優先することとした。
(2) ユーザーインタフェースの検討
モビリティ情報サービスのユーザーインタフェースとして、(1)の検討からパークアンドライドを優先するために、ユーザーが駐車場を特に指定しない場合にはパークアンドライドのための駐車場が自動的に選択されるようにした。これにより、ユーザーは煩雑な操作をすることなく、出発地・目的地を設定することでパークアンドライドするための経路情報を照会することができる。さらに出発地が現在地の場合には、目的地のみを設定することで経路情報を照会可能であり、シンプルな操作を実現することができたと考えている。
(3) サービス提供範囲
モバイル・アプリケーションの開発にあたり、今回は既存の「歩くまち京都」アプリケーションに新機能を追加する形で開発している。モビリティ情報サービスのうち、駐車場に駐車した後の公共交通におけるルート検索部分は、「歩くまち京都」アプリケーション側の既存のインタフェースを使用している。既存のアプリケーションでは京都市近郊の公共交通しか対応できていないために、例えば滋賀県大津市(京都市の東隣)から検索した場合にはサービス提供範囲外として、正しい検索結果が表示されない。京都市が考える本来のパークアンドライドを実現するのであれば、今後のビジネス展開も含めた継続運用の際に、市外からの経路検索をできるように改善することで、より有用なサービスとなるものと考えられる。
3.4.3.4. 避難所ナビゲーション・サービス

(1) 災害発生時のユースケース検討
災害発生時のユースケースとして、観光客が見知らぬ土地である観光先で被災した場合に、最寄りの避難所を検索し、その避難所に避難するというシナリオを想定した。観光客が見知らぬ土地で災害に巻き込まれた場合、どこに逃げたら安全なのか、見当もつかない状況になることは想像に難くない。観光の際には避難場所を事前に確認しておくことも重要であるが、災害時にスマートフォンが通信できるかどうか、という課題がある。音声ネットワークはふくそう
の発生により、つながりにくい、もしくは一切つながらない状態となるが、携帯電話ネットワーク自体が被害を受けているのではない場合には、パケット通信は比較的つながりやすいので、利用することは可能であろうと考える。携帯電話ネットワーク自体が大きく被害を受けるような場合については、携帯電話ネットワークとは異なる、災害に対応するための通信ネットワーク網を別途検討すべきであると考える。
(2) 災害情報、避難情報の拡充

本実証では避難所等の静的な情報をアプリケーションで取り扱った。今後検討、実装すべき機能として、災害発生時の災害情報や、どこに避難すべきかといった避難情報、また、道路の交通事情等の情報といったリアルタイムに更新されていく情報がある。これらの情報が情報流通連携基盤によって公開されていくことで、アプリケーション側にも情報を表示していくことが可能である。そういった場合には、上記(1)でも述べたように観光客の災害発生時のユースケースを想定した上で、適切な情報を表示するように実装していくことが必要である。このような機能が提供されることで、観光客も安全に避難することが可能であると考える。

3.5. システム設計

実証実験システムの設計として、セキュリティ設計、可用性、拡張性について記述する。

3.5.1. セキュリティ設計

実証実験システム全体におけるセキュリティ設計について、ネットワーク構成、ユーザー認証の2つの観点から記述する。

(1) ネットワーク構成
観光情報等情報流通連携基盤システムに対する外部からの不正ネットワーク・トラフィックを排除するため、システムと外部ネットワークの間にファイアウォールを設定した。今回システムを配置したクラウド環境に標準のファイアウォールを利用した。ファイアウォールにより、HTTPフロントエンドサーバーの特定のポートに対するHTTPプロトコルのトラフィックと、管理のために各サーバーに対するセキュリティが強化されたリモートアクセスによるトラフィックだけを許可する設定とした。
同時に、各サーバーでも不必要なサービスを停止し、必要なサービスのみリクエストを受け付けることで、不正なトラフィックや悪意のある進入を抑制している。

(2) ユーザー認証
不特定多数からのアクセスの排除及びサーバーのパフォーマンス管理のため、HTTPリクエストには認証の仕組みを設定した。これには、WebサーバーであるApache HTTP Serverの基本認証（Basic Authentication）機能を使用した。具体的には、観光情報等情報流通連携基盤システムへのアクセスを行うモバイルアプリケーションに専用のユーザーID、パスワードを割り当てた。また、これとは別に、一般公募に応募したアプリケーション開発者に対しても、個々に別のユーザーIDを割り当てる運用とした。個々のユーザーID、パスワードの組み合わせ以外のリクエストは受け付けないよう、HTTPサーバーを設定した。
これにより、想定していない外部からのアクセスを排除することができる。仮にいずれかのID、パスワード情報が外部に流出した場合にはそのようなアクセスを許す状態となるが、その場合でもそのIDを無効化することで、他のアプリケーションに影響を与えずにセキュリティを回復することができる。これは個々のアプリケーションに異なるユーザーIDを割り当てているためである。

3.5.2. 可用性

実証実験システムの可用性について、クラウド・システム構成、冗長化構成の観点から記述する。

(1) クラウド・システム構成
観光情報等情報流通連携基盤システムは、クラウドサービスを利用して配置している。クラウドサービスには、商用で提供されているもののうち、物理的なサーバーが日本国内に設置されているものを使用した。物理的なH/Wが安全性、機密性の高いデータセンターに配置されることで、自然災害や物理的な不正アクセスへの耐性を確保している。
また、クラウドサービスを利用することで、H/Wとその上のがOS、ソフトウェアとの間が疎結合となり、容易にH/Wを移動することが可能となる。これにより、構成の変更やメンテナンス作業、万一の災害復旧時などに、作業に要する 時間を最小化することができる
(2) 冗長化構成

システムの可用性を高める方法として、信頼度の高いハードウェア（以下「H/W」という。）コンポーネントを使用したり、各コンポーネントを冗長化することが考えられる。本システムのように安価で汎用的なH/Wを使用した場合、一般に単一のコンポーネントの信頼度を2倍にするのに比べ、コンポーネントを2重化したほうが安価に同じ可用性を確保することができる。本実証では、実証実験期間中のサービス停止による影響を、冗長化によるコストの上昇と勘案した結果、冗長化構成は不要と判断した。企業や団体の実業務に供されるシステムとは異なり、万一サービス停止した場合の影響は限定的となるためである。本格運用環境の構築時においては、上記の観点から改めて検討が必要と考える。
3.5.3. 拡張性

実証実験システムの拡張性について記述する。

将来拡張が必要となる理由として、サービス提供ユーザー数の増加と、取り扱いデータ量の増加が考えられる。前者の場合は主に演算能力と主記憶の拡張、後者の場合はこれらに加えてさらにストレージ領域の拡張が必要となる。今回の実証実験システムはクラウドサービスを利用して構築されていることから、これらのH/Wリソースの拡張に際しては、大幅な変更を伴う作業やそれに伴う長時間のシステム停止を必要としない。拡張前後の能力差が数倍程度までの、比較的小規模な拡張にあたっては、この手法で対応可能と考える。
一方、さらに大幅な能力の向上を必要とする場合は、H/Wリソースの追加に加え、システム構成の変更も検討が必要と考えられる。具体的は、現在単一のプロセスが担当している機能をクラスタリング構成(並列構成)に変更することや、より大規模なH/Wリソースを提供できる環境へ移行することなどが考えられる。
本格運用環境の構築時においては、上記の観点から、将来の拡張性も改めて検討し、設計、構築する必要がある。また、運用開始後も、継続してシステムの稼働状況をモニタリングし、定期的に確認する必要がある。

4. 実証実験の詳細

本章では、実証実験のスケジュール、作業詳細、収集したデータ、アンケート結果、検討課題と考察について記述する。
4.1. 実証実験の概要

観光情報流通連携基盤実証事業として、本実証実験では、観光情報等を観光情報流通連携基盤システム上に蓄積し、その蓄積した観光情報等を利活用し、新たなサービスを実現するアプリケーションの検証を行った。
4.2. 実証実験のスケジュール

本実証の実証実験期間は、平成25年12月23日から平成26年2月14日までとした。

4.3. 事前準備

本実証においては「3.4.1 アプリケーション・サービスの概要」で記載したとおり、観光情報流通連携基盤システムと連携するアプリケーションは米Apple社のiOS上でのみ動作するため、実証実験では上記OSが導入されたiPhone、iPad等のモバイル端末（以下「iOSデバイス」という。）を利用した。そのため、実証実験の協力者が、上記OSの導入されたモバイル端末を保有する場合はアプリケーションを導入してもらい、該当するモバイル端末を保有しない場合はIBM側で準備した端末を貸し、実際に一通りの機能を使用してもらった上で、アンケートに回答してもらった。アプリケーションを導入するモバイル端末の必要環境を表 83に示す。

表 83　モバイル端末の必要環境

	必要環境

	OS
	iOS7以降

	ハードディスク
	100MB以上の空き領域

	その他
	iOSデバイスの同期先iTunesが稼働するPC (UDIDの確認作業にのみ必要)


モバイル端末へのアプリケーション導入は、iOS Developer programを利用して行った。この導入方法においては、iOSデバイスの保有者がアプリケーションを導入する各iOSデバイスのUDID（Unique Deveice Identifier）を確認するという事前作業が必要である。UDIDの確認手順を表 84に示す。

表 84　UDID確認手順

	手順
	作業内容

	1
	iOSデバイスを同期先iTuneが稼動するPCに接続する。

	2
	iTunesを起動する。

	3
	iTunesのデバイス情報で、シリアル番号欄をクリックする。

	4
	シリアル番号の代わりにUDIDが表示されるので、この情報をメモする。

	5
	メモしたUDIDを本実証のIBM担当者に伝える。


上記UDIDの確認が終了すると、IBM担当者は伝えられたUDIDを使用してアプリケーションのモジュールを作成し、決められた領域に格納した後、iOSデバイス保有者にダウンロード先を連絡する。連絡を受けたiOSデバイス保有者がアプリケーションを導入する手順を表 85に示す。

表 85　アプリケーション導入手順

	手順
	作業内容

	1
	iOSデバイスで、Safari（Webブラウザ）を起動する。

	2
	Safariにて指定のURLにアクセスする

	3
	Downloadのリンクをクリック

	4
	導入確認のプロンプトが表示されるので、Install もしくは インストール をタップする

	5
	ホーム画面にアイコンが配置され、ダウンロードとインストールが行われる


4.4. 実証実験で取り扱ったデータについて

本実証実験にて観光情報流通連携基盤システムにて取り扱ったデータの種類と量について記述する。観光情報流通連携基盤システムに保存されたデータは、観光情報流通連携基盤システム管理者により入力されたデータと、実証実験にて開発したアプリケーション・サービスを通して入力されたデータに分けられる。それぞれについてデータ量をまとめる。

4.4.1. 管理者が入力したデータ

観光情報流通連携基盤システムの管理者により入力されたデータは、ボキャブラリ定義を行うためのデータと、利用者が参照する観光情報等のデータの二つに分かれる。

ボキャブラリ定義を行うためのデータとデータ量の一覧を表 86に示す。

表 86 管理者により入力されたデータ量（ボギャブラリ定義）
	データ項目
	意味
	実績

	クラス定義
	クラスを定義するための設定（rdfs:label、rdf:type、rdfs:subClassOf）を行う情報。
	290

	プロパティ定義
	クラスに紐づけられるプロパティを定義するための設定（rdfs:domain、rdfs:label、rdf:type、rdfs:range）を行う情報。
	393

	インスタンス定義
	目的語として使用されるインスタンスを定義するための設定（rdfs:type、rdfs:label）を行う情報。
	22


観光情報等のデータはボキャブラリ定義に基づいて入力される。管理者により入力されたデータとデータ量の一覧を表 87に示す。

表 87 管理者により入力されたデータ量（観光情報等）

	種類
	データ項目
	要件
	実績（件）

	観光情報
	公共施設情報
	400件以上
	62 

	
	旅館情報
	
	0

	
	物産店情報
	
	20

	
	観光施設情報
	
	1656

	
	アクセシビリティ情報
	
	1326

	モビリティ情報
	バス・プローブ情報
	4,000件以上
	約400
（時間によって運行中のバスの数が異なる）

	
	タクシー・プローブ情報
	
	1170

	
	公共交通路線情報
	
	109

	
	公共交通時刻表情報
	
	5516

	
	公共交通停留所情報
	
	720

	
	駐車場情報
	
	282

	
	駐輪場情報
	
	33

	
	レンタサイクルステーション情報
	
	4

	
	バス平均移動時間
	
	6200

	
	タクシー平均移動時間
	
	14827

	防災情報
	避難所情報
	300件以上
	418

	
	広域避難場所情報
	
	69

	
	避難救助拠点情報
	
	23

	
	防災拠点情報
	
	98

	
	災害時帰宅支援ステーション情報
	
	736


調達仕様書の6ページ目の注釈の通り、「バス･プローブ情報」及び「タクシー･プローブ情報」については、それぞれバス1台につき1件、「公共交通路線情報」、「公共交通停留所情報」及び「駐車場情報」については、それぞれ路線、停留所及び駐車場1つにつき1件、「公共交通時刻表情報」については路線ごとの時刻表1つにつき1件、「バス平均移動時間」及び「タクシー平均移動時間」については、それぞれバス停留所間ごとのバス平均移動時間及びDRM区間ごとのタクシー平均移動時間1つにつき1件とする。
4.4.2. アプリケーション・サービスから入力したデータ

観光情報流通連携基盤システムに保存したデータのうち、アプリケーション・サービスからの登録に伴い保存されたデータのデータ量について記述する。アプリケーション・サービスから登録されるデータはユーザーが口コミ機能を利用する際に登録が行われる。アプリケーション・サービスから入力したデータとデータ量の一覧を表 88に示す。

表 88 アプリケーション・サービスから入力したデータ

	データ項目
	意味
	実績

	ユーザー情報
	アプリケーション・サービス利用者がチェックイン・口コミ機能を利用する際に設定するユーザー情報。
	37

	チェックイン情報
	アプリケーション・サービス利用者がチェックインを行った際に記録される情報。
	301

	口コミ情報
	登録
	アプリケーション・サービス利用者が口コミ登録を行った際に記録される情報。
	137

	
	更新
	アプリケーション・サービス利用者が登録済みの口コミ情報の編集を行った際に記録される情報。
	18

	
	削除
	アプリケーション・サービス利用者が登録済みの口コミ情報の削除を行った際に記録される情報。
	20


4.5. アンケート結果
本実証実験のアンケート内容と結果を記述する。

4.5.1. アンケート実施内容

本実証実験にて実施したアンケートの質問文と質問の意図、選択肢の一覧を表 89に示す。また、各質問項目の対象者を表 90に示す。
表 89　アンケート質問文・質問の意図・選択肢

	質問番号
	質問文
	質問の意図
	選択肢

	事前質問

	1
	京都市内の移動手段を教えて下さい。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	回答者の属性調査のため。
	自転車
バイク
車（自家用車）
車（レンタカー）
バス
電車（JR・私鉄・地下鉄）
タクシー
その他

	2
	京都市のパークアンドライド（例：滋賀県民の方が山科区まで自家用車で移動し、そこから市内観光地への移動は公共交通を利用する）制度をご存知ですか。
	回答者の属性調査のため。
	はい
いいえ

	3(1)
	モバイル端末に関して伺います。モバイル端末（スマートフォン・タブレット等）を利用していますか。
	回答者の属性調査のため。
	はい
いいえ

	3(2)
	(1)で「はい」と回答された方のみお答え下さい。利用している端末は業務用ですか。プライベート用ですか。
	回答者の属性調査のため。
	業務用
プライベート用
業務・プライベート両方

	3(3)
	具体的な使用方法を教えて下さい。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	回答者の属性調査のため。
	メール・チャット
SNS
調べもの
ニュース
音楽
ゲーム
ナビゲーション
その他

	3(4)
	1日のモバイル端末の使用頻度を教えて下さい。
	回答者の属性調査のため。
	10分以下
10～30分
30分～1時間
1時間以上

	観光情報等のオープンデータ化に関する質問

	4
	オープンデータ、オープンガバメントという言葉を聞いたことがありますか。
	オープンデータ、オープンガバメントという言葉の認知度を調査するため。
	はい
いいえ

	5(1)
	国や自治体等が収集している公共性が高いデータを、携帯やスマホアプリ、PCなどを通して誰もが使える形で公開し提供しようとする活動があります。このような活動を良いと思いますか。
	オープンデータ化に対する評価を調査するため。
	はい
いいえ
わからない

	5(2)
	データをオープン化する際の懸念点・課題はあると思いますか。
	データをオープン化する際の懸念点や課題の有無を調査するため。
	ある
ない
わからない

	5(3)
	※(2)で「ある」と回答された方のみお答え下さい。具体的な懸念点・課題を教えてください。(枠内自由記述)
	データをオープン化する際の具体的な懸念点や課題を調査するため。
	

	6(1)
	政府が中央官庁、自治体等のオープンデータ基盤を標準化しようという動きがあります。このような活動を評価されますか。


	情報流通連携基盤事業に対する評価を調査するため。
	する
しない
わからない

	6(2)
	また期待はありますか。
	情報流通連携基盤事業に対する期待度を調査するため。
	する
しない
わからない

	7(1)
	観光情報・モビリティ情報・防災情報に関して、今回オープン化されたデータ項目・データ属性で十分だと思いますか。
	本実証でオープン化の対象とした観光情報等のデータ項目とデータ属性の妥当性を調査するため。
	はい
いいえ

	7(2)
	※(1)にて「いいえ」と回答された方に伺います。観光情報・モビリティ情報・防災情報に関して、他にオープン化した方がいいと思うデータ項目・データ属性があれば教えて下さい。（枠内自由記述）
	観光情報・モビリティ情報・防災情報に関して、具体的に不足しているデータ項目・データ属性を調査するため。
	

	7(3)
	今回オープン化されたデータ項目の中で「これはオープン化しなくても良い」というデータ項目、データ属性があれば教えて下さい。該当するもの全てにチェックを入れて下さい。
	本実証でオープン化の対象となった観光情報等のデータ項目とデータ属性の妥当性を調査するため。
	不要な情報はない
公共施設情報
旅館情報
物産店情報
観光施設情報
駐車場情報
避難所情報
防災拠点情報
災害時帰宅支援ステーション情報

	7(4)
	※(3)にて「不要な情報はない」以外の回答をされた方に伺います。何故その項目がオープン化しなくて良いと思われるのか、理由を教えて下さい。（枠内自由記述）
	選択したデータをオープン化をする必要がない理由を調査するため。
	

	7(5)
	今回オープン化されたデータの他に「これもオープン化できる」というデータがあれば教えて下さい。（枠内自由記述）
	本実証でオープン化の対象となった観光情報等のデータ項目とデータ属性の他に、オープン化の対象とすべきデータ項目とデータ属性を調査するため。
	

	モビリティ情報サービスに関する質問

	8(1)
	自動車経路探索機能は役に立ちましたか。
	モビリティ情報サービスの有用性を調査するため。
	大変役に立った
役に立った
なんともいえない
役に立たなかった

	8(2)
	(1)の回答を選んだ理由を教えて下さい。（枠内自由記述）
	具体的なモビリティ情報サービスの有用性を調査するため。
	

	8(3)
	本アプリケーションを使って「自家用車のみで目的地まで移動する経路」と「自家用車と公共交通機関を併せて移動する経路」を比較して、後者（自家用車＋公共交通機関利用）の経路を選択してみようと思いましたか。
	モビリティ情報サービスによって、公共交通へのモーダルシフトが促されたか否かを調査するため。
	はい
いいえ

	8(4)
	※(3)で「はい」と回答された方に伺います。表示された情報のうち、どの情報が決め手になりましたか。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	モビリティ情報サービスで提供された情報のうち、どの情報が公共交通へのモーダルシフトを促す動機となったのか調査するため。
	所要時間
乗り換え回数
運賃
CO2排出量
移動距離
自動車の平均時速
その他

	8(5)
	※(3)で「いいえ」と回答された方に伺います。どの情報を比較して、自家用車のみの経路を選択しましたか。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	モビリティ情報サービスで提供された情報のうち、どの情報が自家用車のみで目的地まで行く経路を選択する動機となったのか調査するため。
	所要時間
乗り換え回数
運賃
CO2排出量
移動距離
自動車の平均時速
その他

	8(6)
	※(3)で「いいえ」と回答された方に伺います。目的地までの移動手段を検討する際、「自家用車のみ」を選択する方が「自家用車＋公共交通機関（電車、バス）」もしくは「公共交通機関のみ」を選択するようになる（＝公共交通機関の利用が推進される）ためには、どのような情報が必要だと思いますか。該当するものを３つまで選択してください。
	公共交通へのモーダルシフトを促すために、どのようなデータ項目・データ属性がオープン化されるべきなのか調査するため。
	所要時間
乗り換え回数
運賃
CO2排出量
移動距離
自動車の平均時速
料金（駐車場）
駐車場満空情報
道路渋滞情報
その他

	観光情報サービス、観光ナビゲーション・サービスに関する質問

	9(1)
	観光情報機能は役に立ちましたか。
	観光情報サービスと観光ナビゲーション・サービスの有用性を調査するため。
	大変役に立った
役に立った
なんともいえない
役に立たなかった

	9(2)
	(1)の回答を選んだ理由を教えて下さい。（枠内自由記述）
	具体的な観光情報サービスと観光ナビゲーション・サービスの有用性を調査するため。
	

	9(3)
	本アプリケーションのように地図情報と観光スポットの情報を併せて表示することは、観光客にとって有用なことだと思いますか。
	観光情報サービスにおいて観光情報を組み合わせて地図上に表示することで、利用者が観光情報を容易に検索することが出来たか調査するため。
	はい
いいえ

	9(4)
	本アプリケーションのように目的地以外の観光スポットを表示することで、まち歩きは充実すると思いますか。
	観光ナビゲーション・サービスにおいてナビゲーションを行なうと同時に、移動途中の観光地をオンデマンドで提供することで、観光客が公共交通の待ち時間などでも観光を満喫出来たか調査するため。
	はい
いいえ

	9(5)
	目的地に向かう途中の観光スポットの詳細情報や口コミを見て、実際に寄り道した観光スポットはありましたか。
	観光ナビゲーション・サービスにおいてナビゲーションを行なうと同時に、移動途中の観光地をオンデマンドで提供することで、観光客が公共交通の待ち時間などでも観光を満喫出来たか調査するため。
	はい
いいえ

	9(6)
	本アプリケーションを使ってみて、チェックインに対してどのような印象を持ったか教えて下さい。該当するもの全てにチェックをして下さい。
	観光情報サービスを使用してみて、チェックインに対してどのような印象を持ったのか調査するため。
	チェックインの多い場所に行ってみたい
自分の観光の履歴確認として、さまざまな場所でチェックインしてみたい
他人のチェックイン履歴と自分のチェックイン履歴を共有したい
1日のチェックイン履歴から、自分だけの観光ルートをつくってみたい
その他

	9(7)
	本アプリケーションを使ってみて、口コミに対してどのような印象を持ったか教えて下さい。該当するもの全てにチェックをして下さい。
	観光情報サービスを使用してみて、口コミに対してどのような印象を持ったのか調査するため。
	口コミの多い場所に行ってみたい
自分も口コミを書いてみたい
自分の感想の履歴として、さまざまな場所に口コミを書き込みたい
口コミを参考に目的地を決めたい
その他

	9(8)
	本アプリケーションのように、モバイル端末で地図上にて施設のアクセシビリティ(例：スロープ、エレベーター）情報が確認できるようになると、生活に役立つと思いますか。
	観光ナビゲーション・サービスにおいて、アクセシビリティ情報も観光情報と同様に地図上に表示することで、利用者の生活が向上したか調査するため。
	全ての人の生活に役立つと思う
日常的にアクセシビリティ情報を必要としている方の生活には役立つと思う
役立つとは思わない
わからない

	避難所ナビゲーション・サービスに関する質問

	10(1)
	避難所情報機能は役に立ちましたか。
	避難所ナビゲーション・サービスの有用性を調査するため。
	大変役に立った
役に立った
なんともいえない
役に立たなかった

	10(2)
	(1)の回答を選んだ理由を教えて下さい。(枠内自由記述)
	具体的な避難所ナビゲーション・サービスの有用性を調査するため。
	

	10(3)
	災害が起きた場合の自宅もしくは勤務先の最寄りの避難先は把握していますか。
	日常生活における避難所の認知度を調査するため。
	はい
いいえ

	10(4)
	※(3)で「はい」と回答された方に伺います。具体的な情報入手経路を教えて下さい。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	日常生活における避難所情報の入手先を調査するため。
	本アプリケーション
役所の配布物
PCインターネット
モバイル端末
勤務先の案内
その他

	10(5)
	土地勘のない場所で災害にあった場合、本アプリケーションのような現在地付近の避難所を検索できるサービスは有用だと思いますか。
	地に利のない観光客に対し、地図上に近隣の避難所等の防災情報を表示し、現在地から指定した避難所までリアルタイムで誘導を行なうサービスが有用であるか調査するため。
	はい
いいえ

	アプリケーション全体に関する質問

	11(1)
	使い勝手はいかがでしたか。
	本実証で提供した観光情報サービス等の有用性を調査するため。
	良い
まあ良い
あまり良くない
悪い

	11(2)
	※(1)で「あまり良くない」もしくは「悪い」と回答された方に伺います。理由を教えて下さい。（枠内自由記述）
	本実証で提供した観光情報サービス等の改善点を調査するため。
	

	12
	今回使用したアプリケーションには無かったが「この機能があればいいな」という機能があれば教えて下さい。（枠内自由記述）
	本実証で提供した観光情報サービス等を継続運用する際、どのような機能の追加が望まれているのか調査するため。
	

	13
	今回使用したアプリケーションで取得可能な情報以外に「このような情報が知りたい」という情報があれば教えて下さい。（枠内自由記述）
	本実証で提供した観光情報サービス等を継続運用する際、どのようなデータがオープン化されて提供されることが望まれているのか調査するため。
	

	回答者に関する質問

	14
	性別を教えて下さい。
	回答者の属性調査のため。
	男性
女性

	15
	年代を教えて下さい。
	回答者の属性調査のため。
	10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代

	16
	ご職業を教えて下さい。
	回答者の属性調査のため。
	会社員
公務員
自営業
パート・アルバイト
専業主婦
学生
その他

	17
	お住まいはどちらですか。
	回答者の属性調査のため。
	京都市内
京都府内
近畿地方
国内（近畿以外）
国外

	18(1)
	京都市にいらした目的は何ですか。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	回答者の属性調査のため。
	仕事
学校
観光
買い物
食事
その他

	18(2)
	ご自宅から京都市までの交通手段を教えて下さい。該当するもの全てにチェックを入れてください。
	回答者の属性調査のため。
	自転車
バイク
車（自家用車）
車（レンタカー）
バス
電車（JR・私鉄・地下鉄）
タクシー
その他

	自由記述

	19
	その他実証実験に関してご意見があればお願いします。(枠内自由記述)
	アンケートの質問項目では漏れてしまった本実証に対する意見を収集するため。
	


表 90　各質問項目の対象者
	質問項目
	地域住民
	観光客
	地方公共団体
	公共交通事業者
	民間事業者

	事前質問
	○
	○
	×
	×
	×

	観光情報等のオープンデータ化に関する質問
	○
	○
	○
	○
	○

	モビリティ情報サービスに関する質問
	○
	○
	×
	×
	×

	観光情報サービス、観光ナビゲーション・サービスに関する質問
	×
	○
	×
	×
	×

	避難所ナビゲーション・サービスに関する質問
	○
	○
	×
	×
	×

	アプリケーション全体に関する質問
	○
	○
	×
	×
	×

	回答者に関する質問
	○
	○
	×
	×
	×

	自由記述
	○
	○
	○
	○
	○


4.5.2. アンケート結果

本実証実験では、地方公共団体、公共交通事業者、民間事業者、観光客及び地域住民にアンケートを実施した。アンケート回答者として、選定した人数を表 91に示す。

表 91　アンケート回答者数
	回答者種別
	選定数
	仕様書における人数

	地方公共団体
	1
	1

	公共交通事業者
	5
	3

	民間事業者
	4
	3

	観光客
	34
	10

	地域住民
	26
	10


上記表 91に示した回答者に実施したアンケートのうち、選択式の質問の集計結果をそれぞれ図117から図200に、自由回答式の質問の集計結果をそれぞれ表92から表102に示す。選択式の質問のうち、複数回答可能な質問の集計結果は横棒グラフで、複数回答不可な質問の集計結果は円グラフで示している。質問番号は表 89に示されているものに対応している。
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図117　質問番号1に対する地域住民の回答結果
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図118　質問番号1に対する観光客の回答結果
[image: image121.emf]2．地域住民 [回答数: 26]
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図119　質問番号2に対する地域住民の回答結果
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図120　質問番号2に対する観光客の回答結果
[image: image123.emf]3(1)．地域住民 [回答数: 26]
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図121　質問番号3(1)に対する地域住民の回答結果
[image: image124.emf]3(1)．観光客 [回答数: 34]
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図122　質問番号3(1)に対する観光客の回答結果
[image: image125.emf]3(2)．地域住民 [回答数: 26]
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図123　質問番号3(2)に対する地域住民の回答結果
[image: image126.emf]3(2)．観光客 [回答数: 34]
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図124　質問番号3(2)に対する観光客の回答結果
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図125　質問番号3(3)に対する地域住民の回答結果
[image: image128.emf]3(3)．観光客
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図126　質問番号3(3)に対する観光客の回答結果
[image: image129.emf]3(4)．地域住民 [回答数: 26]
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図127　質問番号3(4)に対する地域住民の回答結果
[image: image130.emf]3(4)．観光客 [回答数: 34]
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図128　質問番号3(4)に対する観光客の回答結果
[image: image131.emf]4．地域住民 [回答数: 26]
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図129　質問番号4に対する地域住民の回答結果
[image: image132.emf]4．観光客 [回答数: 34]
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図130　質問番号4に対する観光客の回答結果
[image: image133.emf]4．地方公共団体 [回答数: 1]
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図131　質問番号4に対する地方公共団体の回答結果
[image: image134.emf]4．公共交通事業者 [回答数: 5]
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図132　質問番号4に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image135.emf]4．民間事業者 [回答数: 4]
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図133　質問番号4に対する民間事業者の回答結果
[image: image136.emf]5(1)．地域住民 [回答数: 26]
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図134　質問番号5(1)に対する地域住民の回答結果
[image: image137.emf]5(1)．観光客 [回答数: 34]
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図135　質問番号5(1)に対する観光客の回答結果
[image: image138.emf]5(1)．地方公共団体 [回答数: 1]
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図136　質問番号5(1)に対する地方公共団体の回答結果
[image: image139.emf]5(1)．公共交通事業者 [回答数: 5]
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図137　質問番号5(1)に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image140.emf]5(1)．民間事業者 [回答数: 4]
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図138　質問番号5(1)に対する民間事業者の回答結果
[image: image141.emf]5(2)．地域住民 [回答数: 26]
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図139　質問番号5(2)に対する地域住民の回答結果
[image: image142.emf]5(2)．観光客 [回答数: 34]
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図140　質問番号5(2)に対する観光客の回答結果
[image: image143.emf]5(2)．地方公共団体 [回答数: 1]
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図141　質問番号5(2)に対する地方公共団体の回答結果
[image: image144.emf]5(2)．公共交通事業者 [回答数: 5]
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図142　質問番号5(2)に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image145.emf]5(2)．民間事業者 [回答数: 4]
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図143　質問番号5(2)に対する民間事業者の回答結果
表92　質問番号5(3)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	オープン化されたデータの提供者が誰（どのような団体）で、どのくらい信頼性のあるデータなのか

	
	公共事業体にとってのオープン化の投資対効果（税金投入と地域経済活性化（税収増）の効果）。開示情報の鮮度維持。オープンデータの利用目的への自治体としての監督責任と開示範囲のバランス。

	
	想定外の使用を恐れるあまり、データ公開が十分に行われない懸念

	
	「公共性が高いデータ」の内容/範囲/量に依存しますが、
・個人のプライバシーに抵触しないか。
・現状で公開されている情報の組み合わせだけで代替になってしまうことがないか。もし膨大なデータを公開して外部から好きなようにクエリーを投げることができるものを目指すのなら別ですが、そうでなければ情報取得用のフロントエンドも用意しようといけないはずで、現状のWeb検索を繰り返すだけで得られる情報になってしまったりしないか。

	
	データの信頼性（正しい情報か？最新の情報か？）

	
	利用しやすい形で規格化が進まないことが懸念される。

	
	公共性が高くないデータも露出してしまう可能性。

	
	オープン化自体の懸念ではないですが、再利用が続けて行われた場合のデータ自体の信憑性や最新状態の保全、などが気になります。

	
	セキュリティ。
商業目的で集められた情報ではないと思うので、使用者や情報に対する公平さ。

	
	匿名化されないデータ有無、その扱いと公開責任の所在

	
	民間のデータとの差別化が必要では。

	
	オープンデータ化にかかるお金。
データの正確性の保証。データの悪用。

	
	情報によると思いますが、例えば、最近のニュースであったような隠れ家的なお店として存在価値をもっていた場所を広められたことにより、その価値を失ってしまうような場合など、オープンにすることで逆の影響をうけることがありうる点。
（セキュリティ）情報操作により影響がおよびうる点。

	
	そのデータを公開してほしくない人もいると思うので、どのデータをどこまで公開するかをよく検討する必要があると思います。

	観光客
	国や自治体のデータは積極的にオープンにすべきだと思うが、民間のデータは
個人情報の取り扱い（購買履歴や位置情報はオープンにしてよいか？）に懸念がある。

	
	データの鮮度と量。データがメンテナンスされていないと利用しなくなる。

	
	セキュリティ、個人情報

	
	提供されるデータの内容が正しく伝わるか、間違った解釈を招かないか等々

	
	・オープン化により効果を期待できるデータの絞り込み
・プライバシに関わる情報が開示されないようにするための仕組み作り

	
	・情報の利用のしやすさ（特にデータフォーマット）
・情報の正確性/リアルタイム性

	
	データの信頼性保証、公共性の判断に何がしかの基準が必要

	
	プライバシー、セキュリティ、データのオーナーシップ、データの信頼性などの担保が必要

	
	公開するデータの種類と内容
閲覧できる人の制限の有無
データの更新頻度
バックドア

	
	データの品質や内容に関する信頼性を評価・確認できないこと。
嘘情報なのか？正しい情報なのか？判断しにくい。るるぶとかは、書籍やネットでの実績があり、感覚的に信頼できる印象を持ちやすいが、今回のデータは出所が信頼できるかどうか不明なため。

	
	個人情報の取り扱い。

	
	データの信頼性の担保、データに対する責任の所在

	
	必要なデータがすべて公開されるのか、必ず取得できるのかという懸念
公開したら終わり。とならないようにする。

	
	不特定多数のユーザーがデータにアクセスできるため、データが悪事に利用される可能性がある。(テロ活動など)

	
	オープン化する対象データをどのように判別するか
（何を持って公共性が高いと判断するか）

	
	情報を常に最新で正確に保てるか

	
	標準化推進、使いやすさ（対システム開発、対一般ユーザー）、データセキュリティー、

	
	セキュリティやフォーマットの統一

	
	データの信頼度(最新の情報かどうか)

	
	公共性が高いという定義が人により異なることが出てくる可能性がある。

	
	情報の使い道や所有権など

	
	個人情報の保護、データの正確性（リアルタイムに更新できているか）

	
	再配布可能なオープンデータであれば、悪意ある改変などが行なわれる可能性

	地方公共団体
	万一、データに誤りがあった場合の責任をどうするか。この懸念が原因で公開が進まないことも考えられる。これに対しては、公開時の条件として、万一誤りがあっても損害賠償等できない旨をあらかじめ明らかにしておく、等の措置が必要と思われる。また、民間事業者のデータ公開については、そのデータが営業戦略上の重要な意味合いがあったり、データ自身を商品として販売している等、難しい面もある。この場合、いかにしてデータ公開のメリットを事業者に提供できるかがポイントとなる。

	公共交通事業者
	アプリ等により損害等が生じた場合のデータ提供者側の責任

	
	オープンデータの善し悪しは分かりませんが、公共性が高いデーターが悪用されない様に制限をすることが必要ではないかと思います。

	
	弊社がデータ提供を許容しても、システムベンダー側の制約等で提供先への対応が遅くなる。

	民間事業者
	データの精度や数が確保出来ない限り、有益な情報とならないため、
どれだけ提供先を巻き込んでいけるのか

	
	・データの信頼性の担保をどこが行うのか
・データ更新をどうするのか

	
	プライバシーの問題（個人情報の保護）

	
	セキュリティ、課金など
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図144　質問番号6(1)に対する地域住民の回答結果
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図145　質問番号6(1)に対する観光客の回答結果
[image: image148.emf]6(1)．地方公共団体 [回答数: 1]
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図146　質問番号6(1)に対する地方公共団体の回答結果
[image: image149.emf]6(1)．公共交通事業者 [回答数: 5]
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図147　質問番号6(1)に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image150.emf]6(1)．民間事業者 [回答数: 4]
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図148　質問番号6(1)に対する民間事業者の回答結果
[image: image151.emf]6(2)．地域住民 [回答数: 26]
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図149　質問番号6(2)に対する地域住民の回答結果
[image: image152.emf]6(2)．観光客 [回答数: 34]
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図150　質問番号6(2)に対する観光客の回答結果
[image: image153.emf]6(2)．地方公共団体 [回答数: 1]
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図151　質問番号6(2)に対する地方公共団体の回答結果
[image: image154.emf]6(2)．公共交通事業者 [回答数: 5]
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図152　質問番号6(2)に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image155.emf]6(2)．民間事業者 [回答数: 4]
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図153　質問番号6(2)に対する民間事業者の回答結果
[image: image156.emf]7(1)．地域住民 [回答数: 26]
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図154　質問番号7(1)に対する地域住民の回答結果
[image: image157.emf]7(1)．観光客 [回答数: 34]
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図155　質問番号7(1)に対する観光客の回答結果
[image: image158.emf]7(1)．地方公共団体 [回答数: 1]
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図156　質問番号7(1)に対する地方公共団体の回答結果
[image: image159.emf]7(1)．公共交通事業者 [回答数: 5]
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図157　質問番号7(1)に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image160.emf]7(1)．民間事業者 [回答数: 4]
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図158　質問番号7(1)に対する民間事業者の回答結果

表93　質問番号7(2)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	旅館の空室状況、宿泊料金(定価ではなく、日付、人数を勘案した実際の料金)
施設の対応言語(会話対応、メール対応、観光施設ならばパンフレット、など)

	
	バリアフリー関連の情報

	
	観光の写真データなど。また、オープン化する項目は自由に追加できたほうがよい。

	
	モビリティ情報
・民間のレンタカー、レンタサイクルの店舗情報
・道路交通状況（渋滞、事故、交通規制の情報など）
・郵便局、ポスト
観光情報
・施設がベビーカー対応しているか（エレベーターがある）、授乳室があるか、など

	
	飲食店の検索では、限られた量しか出てこない。いっそ、飲食店の情報は他のアプリに任せてもよいかもしれない。

	
	防災情報：通行止・支障有無情報→現在地から指定した避難所に行き着く経路上

	
	・モビリティ情報に料金があればよいと思います。
・来客数？込み具合？（京都全体の来客数でもよいと思いますが、各時期もしくは、場所により時間で異なるため、こみ具合がわかる情報（現在、これまでの実績、予測があれば）があればよいのではないかと思います。）
・目的地へ行くための乗り場の位置情報（例えばバス乗り場、何系統でどの位置の乗り場にいけばよいか、初めての場合わかりにくいので。（同じ場所を示していても別れている場所がある））
・防災情報にあるかわかりませんが、公衆電話、公衆トイレの位置がわかればいいかと思います。

	観光客
	モビリティ情報
・駐車場の満空情報
防災情報
・防災時の動的な情報。最新の追加収容可能人数。避難所で不足している物資などの情報を提供することも役にたつかもしれない。（避難所への支援にむけて）

	
	京都に在住していないため、検討する機会が少ないため、具体的な項目はあげられません。ただし、一般的にインターネット上で情報提供されている項目は提供されている必要があると考えます。

	
	観光情報について、評価のデータ属性があれば、観光する上で非常に参考になると思います

	
	観光情報は他のサイトでもある。警察署、病院、消防、区役所など、公共ならではの情報が見られると良いのでは。

	
	観光情報や書き込み（口コミ）に写真があると、面白いと思う。
写真見ながら観光情報読むと、観光に行かなくても、京都の町を歩いた気分が味わえる。

	
	防災情報ではないが、治安情報があると観光客にはと考えられる。
治安の良い･悪いがわかると危険なところに知らずに行くことが避けられる。
観光情報は混雑具合がリアルタイムでわかりたいですね。待ち時間を考慮したスケジュールが可能になります。

	
	京都の観光情報として、「食べる」「楽しむ」の情報の充実。（るるぶや食べログに相当する情報）
また「見る」にも、祇園祭、五山送り火などのお祭りも必要

	
	写真や、動画などそのものを視覚的に理解することができるような情報、
その情報へのリンクなどがあると使いやすいと思います。
防災時は、残り収容可能人数などもあると良いかも。誘導するときに、大量のリクエストをどうルーティングするかとなったときに、あとどのくらいいけるか。が分かるとやりやすいのではないかという点です。

	
	リアルなイベント情報など（お祭り、コンサート、桜、紅葉など）

	
	駅のアクセシビリティ情報と乗換の有機的情報連携が欲しいです。

	
	観光に関して、イベント情報、無料開放日など

	
	観光情報クレジットカード対応可否情報、禁煙対応情報、

	
	タクシー会社情報（配車依頼のため）、空車タクシーのリアルタイム位置情報

	地方公共団体
	観光関連の画像データ，桜・紅葉等の開花情報等

	公共交通事業者
	駐車場の利用状況や観光施設の利用者属性，道路渋滞の情報等

	民間事業者
	・（匿名化、統計処理した）パーソントリップデータ
・避難所の動的情報（実際の避難者数、物資の充足度合等）
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図159　質問番号7(3)に対する地域住民の回答結果
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図160　質問番号7(3)に対する観光客の回答結果
[image: image163.emf]7(3)．地方公共団体

災害時帰宅支援ス

テーション情報  0

防災拠点情報  0

避難所情報  0

駐車場情報  0

観光施設情報  0

物産店情報  0

旅館情報  0

公共施設情報  0

不要な情報はない  1

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

(単位:人)


図161　質問番号7(3)に対する地方公共団体の回答結果
[image: image164.emf]7(3)．公共交通事業者
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図162　質問番号7(3)に対する公共交通事業者の回答結果
[image: image165.emf]7(3)．民間事業者
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図163　質問番号7(3)に対する民間事業者の回答結果

表94　質問番号7(4)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	宿泊先を探す用途では情報が不足(宿泊料金など、(2)を参照)しており、既存の予約サイトに劣る
街歩きの目印とする用途では、すでに既存の地図アプリで名称などは表示されるため、不要

	
	京都市に住んでいる身としては、旅館の情報はあまり有益な情報とはいえないから。

	
	商用のサイトで見ることが出来る民間データと重なるところは、どちらを見たら良いのか迷ってしまう。

	観光客
	物産店などは入れ替わりがあり、すぐに古くなると思われる。防災拠点情報は防災時に必要な情報であるので、オープンにしてもユーザーにはメリットはあまりないと思われる

	
	いずれもデータとして、件数・内容共に中途半端（あまりに件数がすくなく、また、当然あるべき施設が表示されないなど、信頼できる情報とは判断できない）であり、中途半端なデータを登録するぐらいなら、ないほうがよい。

	
	サービス過剰でつかいづらくなる

	
	私企業の自由であるし、観光産業に同等なものがある。


表95　質問番号7(5)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	公共性が高いと思われるイベント情報とか。祇園祭の日程とか。アジサイ祭りの日程とか。今日はどこで何のイベントがあるとか。

	
	近くの病院や警察の情報とかでしょうか（観光施設で訊けばいい気もしますが）

	
	バス・電車の混雑率も情報として取得出来れば有難い

	
	自転車駐輪場

	
	道路通行止め・道路災害・通行可否

	
	公共サービス・医療関係など公共性が高いもの

	
	タクシーの配車情報

	
	歴史に関する情報
観光プラン

	観光客
	国や自治体が税金を使って収集しているさまざまな情報（市税や歳入歳出に関する情報、議会の議事録、交通規制情報、出店許可情報、犯罪発生情報、など）

	
	すべての情報を確認・使用していないので、過不足が判断できない。

	
	市民大学や市民講座等、京都での学びに関する情報がオープン化できれば、市民生活・観光共に活用できると思います

	
	各観光スポットの、直近3時間のイイネ件数、書き込み件数とか。そうすれば、混んでるのかな？魅力的なのかな？など、思いを巡らすことが出来て、あそこ行ってみよう、とか考えられそうで、面白そう。

	
	施設の混み具合
特別展示などの情報（例えば本尊は丑年の夏に公開される）

	
	「祭りや行事などのイベント情報」が欲しい

	
	バスやタクシーの位置情報、バスの混雑状況、避難所の混雑状況

	
	街の特産物情報、土地の歴史

	
	祭りや行事などの催しもの情報

	
	旅行会社など観光に携わる事業者からの発信情報など

	
	より詳細な交通状況（通行止め、事故など）

	
	休日病院

	
	歩行者優先道路、自転車車線有り情報

	地方公共団体
	バリアフリー情報（たとえば駅の多機能トイレの情報等）

	公共交通事業者
	タクシーの実車・空車

	民間事業者
	・バリアフリー情報
・道路規制情報（オープン化してほしいデータ）
・公共交通運行状況（オープン化してほしい情報）

	
	Liveカメラなど主要な場所だけでもよいので、映像を公開してはどうでしょうか。
学生やボランティア団体も多いと思うので、市に登録している団体情報があれば提供してみてはどうでしょう。例えば災害ボランティアなど市が行っている災害対策と連携が必要な団体の運用情報を提供してはどうでしょうか
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図164　質問番号8(1)に対する地域住民の回答結果
[image: image167.emf]8(1)．観光客 [回答数: 34]
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図165　質問番号8(1)に対する観光客の回答結果

表96　質問番号8(2)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	移動手段として自動車を利用しないため

	
	自動車をあまり使わない

	
	目的地への経路検索ツールとして使いやすい。駐車場が目的地を基準にリストされて便利。バス検索で京都駅前のバス停の番号まで確認できて大変便利。

	
	駐車料金の情報があったため、どこにするのか決めるのに役に立つ

	
	車で移動しないため

	
	利用できる駐車場にどんなものがあるのか、調べることができた。

	
	自家用車の移動が近所のスーパーへの往復しか無かったため。

	
	出発地に自宅をいれられない（駅、バス停のみだった）

	
	MAP系アプリケーションで提供されているものへのLINKでよい

	
	探索範囲が限定されるため

	
	市内ではあまり車を利用しない

	
	パークアンドライド専用ですか？誘導されている様に思えた。

	
	私は外国人だから、京都市内で観光するには、便利なツールだと思います。

	
	アプリで自動車経路探索出来れば、別のアプリ（GoogleMap,AppleMap)に移動する必要がない。

	
	自動車を運転する機会が乏しい為

	観光客
	車で京都に入ることがないため。ただ郊外の駐車場に車をとめて公共交通にのりかえることが結構簡単にできることがわかった。

	
	・自動車とバスを組み合わせて、一度に検索できるところが便利

	
	自動車を運転している時のほとんどの場合は自動車に常備しているナビを使用する
ため、あえて当アプリを立ちあげて利用する事はないように思います

	
	交通手段に自動車を利用していない

	
	パーク&ライドの駐車場・交通機関経路が自動検索されて参考になりました

	
	実際に移動するときにはカーナビを使用するため

	
	自動車で京都に来ない

	
	京都観光は公共交通機関を使う

	
	パークアンドライドは市外から郊外に駐車して公共交通だと思うが、現在地が市外だと検索させてくれなかった。今後に期待します。

	
	機能は便利だと思いました。

	
	京都市内で自動車利用することが無いが、利用することを考えると有益である。

	
	リアルタイム性が高いため

	
	我々のような京都に不慣れな観光客にとっては良いガイドとなりそう。

	
	公共交通と自動車のコンビネーション。

	
	多くのケースでは、観光は主に鉄道、バスによっていたため判断しがたい。

	
	所要時間がわかる

	
	駐車場情報も加味した結果が返ってくるので、便利。

	
	京都は碁盤の目のように分かりづらいため、分かりやすかった

	
	マイカーのみ以外の選択肢も簡単に確認できる

	
	パークアンドライドまで案内してくれる機能は渋滞を避けられるので素晴らしい

	
	京都市内で自動車を利用しない為
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図166　質問番号8(3)に対する地域住民の回答結果
[image: image169.emf]8(3)．観光客 [回答数: 34]
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図167　質問番号8(3)に対する観光客の回答結果
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図168　質問番号8(4)に対する地域住民の回答結果
[image: image171.emf]8(4)．観光客
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図169　質問番号8(4)に対する観光客の回答結果
[image: image172.emf]8(5)．地域住民
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図170　質問番号8(5)に対する地域住民の回答結果
[image: image173.emf]8(5)．観光客
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図171　質問番号8(5)に対する観光客の回答結果
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図172　質問番号8(6)に対する地域住民の回答結果
[image: image175.emf]8(6)．観光客
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図173　質問番号8(6)に対する観光客の回答結果
[image: image176.emf]9(1)．観光客 [回答数: 34]

3%

6%

73%

18%

大変役に立った

役に立った

なんともいえない

役に立たなかった


図174　質問番号9(1)に対する観光客の回答結果

表97　質問番号9(2)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	観光客
	現在地の近くの観光地をすばやく検索でき、ナビゲーションもしてくれたため。

	
	・口コミの情報が役にたちそう（期待できる）

	
	情報の可搬性と検索性に利便性を感じるため

	
	バス停留場情報が役に立たなかった。

	
	・観光情報を使って、普段は行くことの無い路地裏の観光スポットにも行くことができました

	
	実際に行ったその場で、説明文を読むことができるので役立つ。

	
	情報量が少なく、他でも見れる。ただ、このメニュー上では、あると使えるし便利と思う。

	
	読み物として、面白い。

	
	口コミの多い観光場所にはいってみようと思った

	
	コメントが参考になった。

	
	いまいる地域の観光地が一覧できることは便利と思いました

	
	地図と口コミが一緒に見ることができるので便利。

	
	京都には非常にたくさんのお寺があることを知ることができた。

	
	現在位置の周辺で、観光情報に限って検索できるのが役にたった。

	
	表示設定やアクセシビリティの機能が便利だと思う

	
	ガイドブックなどを見なくても情報が入手できるため

	
	口コミ情報／経路情報が有益。

	
	必要な情報がまとまっていた

	
	ワンストップで情報が検索できるのが良い

	
	行きたい場所の情報が見れるのは便利。ただ、地図情報と観光スポットのマッピングは
観光客にとって、有益だと思うが、実際数が多すぎて、見た目に煩雑に感じた。

	
	たくさんお寺があるため分かりやすかった

	
	目的地が定まっていなくても現在地から探すことができる

	
	いちいち他のアプリや観光本を見なくても概要が見られるのが良かった
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図175　質問番号9(3)に対する観光客の回答結果
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図176　質問番号9(4)に対する観光客の回答結果
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図177　質問番号9(5)に対する観光客の回答結果
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図178　質問番号9(6)に対する観光客の回答結果
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図179　質問番号9(7)に対する観光客の回答結果
[image: image182.emf]9(8)．観光客 [回答数: 34]
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図180　質問番号9(8)に対する観光客の回答結果
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図181　質問番号10(1)に対する地域住民の回答結果
[image: image184.emf]10(1)．観光客 [回答数: 34]
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図182　質問番号10(1)に対する観光客の回答結果

表98　質問番号10(2)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	自宅付近の避難所情報を知ることが出来た

	
	出先で災害にあった場合、どこに避難すればよいかわかったから。

	
	災害時に頼りになる

	
	自分の家の近くの避難所を知れた

	
	実際に避難する機会は無かったが、最寄り避難所を知ることができたため、今後役立つであろうと思う

	
	避難をする状況になかったので避難に役に立ったわけではないが、コンビニが「災害時帰宅ステーション」になるということを知ることができた。

	
	経路を含めて確認できるのがいいと思います

	
	自分のいる場所の近くの避難所が把握できた。

	
	自分の最寄の避難所を確認することができた。

	
	自宅近くの避難場所を確認出来た

	
	アイコンを選択しないと情報を確認できないのが、使いづらかった。

	
	近所の情報については、知っている情報だったため

	
	知っている以上に避難所が多く出てきた。規模が小さい避難所もありそうなので、実際に使えるかは、事前に現場に行かないとわからない。

	
	自宅、オフィスから指定された１箇所しか知らなかったが、それ以外の情報がわかった。

	
	位置がわかる（自身が居るところの近く）

	
	位置が把握しやすい

	
	外出先で災害に遭遇した場合にも役立つ

	
	意外に知らないので。

	
	避難所が知らないから。

	
	土地勘のない場所で災害にあった場合

	
	知らない土地で避難所の情報は、わかりにくいと思う為。

	
	自宅に一番近い避難場所なども把握できていなかったので、自分のまわりの避難場所を確認することができて、とてもよいと思いました。

	観光客
	いざというときにどこに避難所があるかわかったから。

	
	・帰宅支援ステーション情報が、災害時につかえると思った。

	
	どこにいても常に避難所情報を検索できる事は重要なこと

	
	想定以上の避難所情報のアイコンが表示され、簡単に避難場所が把握できない。

	
	災害時に利用できる場所を確認できて良かったと思います。
災害時帰宅支援ステーションで、災害時に水道やトイレを提供して頂けるというような基本情報も記載すれば良いかもしれません
（私自身は、今回のアプリ利用後にGoogleで調べて災害時帰宅支援ステーションがどんな場所なのか知りました）

	
	実際に避難所がどこにあるかを知らないので、いざというときに行く場所が分かるのはありがたいと思う。

	
	必要な時には見ると思う。

	
	避難の必要性が無く、その情報を見なかった

	
	通常の状況では役立つ情報ではないが、災害時には大いに役立つと思う。

	
	どんなときに使えばいいのかよくわからなかった。

	
	出かけた先で、有事に避難所が検索できるのは安心

	
	観光中に旅行先で災害が発生して避難しないといけなくなった状態で、土地勘もない場所で、スマホで避難所を探すという状況が想像できない。

	
	旅行先にて能動的に避難所を知ろうとはしないので、観光アプリと一緒になっていることで、これらの避難所情報にアクセスしやすくて良いと思う。

	
	実際災害にあったと仮定すると役に立つと思う

	
	災害時を想定すると、有益である。（勤務先での情報等の入手が可能。）

	
	京都に不慣れな人間には安心材料となる。

	
	今回参照にする機会はなかったが、大事な情報だと思う。

	
	スマホですばやくわかるのは便利

	
	収容人数（規模）、混雑状況がわからないと、実際その避難所に行っていいものか
どうかがわからない。

	
	土地勘がないため助かります

	
	現在地を中心に多くの選択肢をみることができた

	
	防災マップと併用する必要がなく緊急時に使えると思った

	
	平時は、あまり見ない情報だが、災害時には有用な情報だと思う
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図183　質問番号10(3)に対する地域住民の回答結果
[image: image186.emf]10(3)．観光客 [回答数: 34]

24%

76%

はい

いいえ


図184　質問番号10(3)に対する観光客の回答結果
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図185　質問番号10(4)に対する地域住民の回答結果
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図186　質問番号10(4)に対する観光客の回答結果
[image: image189.emf]10(5)．地域住民 [回答数: 26]
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図187　質問番号10(5)に対する地域住民の回答結果
[image: image190.emf]10(5)．観光客 [回答数: 34]
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図188　質問番号10(5)に対する観光客の回答結果
[image: image191.emf]11(1)．地域住民 [回答数: 26]
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図189　質問番号11(1)に対する地域住民の回答結果
[image: image192.emf]11(1)．観光客 [回答数: 34]
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図190　質問番号11(1)に対する観光客の回答結果

表99　質問番号11(2)に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	使っていて楽しくなるデザインがほしい。

	
	情報がアイコンを選択しないと確認できないのが、使いづらかった。

	
	観光客を相手としたアプリケーションだとすると、観光地などに対する口コミがあるのかないのかが、わからなかった。
口コミをみようとすると、1件1件を矢印でみていく必要があったので、口コミをみるのは不便だった(タイトルだけでも一覧でみれるとみることもあるかもしれない）
お試し版だからなのかもしれないですが、口コミを書こうとして取り消しを押すとチェックインされてしまう。
例えば、近郊の京都市内以外の近郊観光地（平等院など）に行こうとすると、乗り換え案内では表示できなかった。（平等院→京都市内だとできた）
京都に観光にくる人は、宇治や奈良にもいくのでは？と思う。
細かな神社、寺まで表示されすぎているので、観光客にはみにくいのではと思った。（拝観料がいるものだけ表示するなどできてもいい）
地域毎のお勧めルートがあるのが、よかった。そういう情報が充実すると観光をするのに便利である。

	
	あまり直感的な操作ができない。
経路検索は、バスでの移動がメインと思われるが、徒歩をメインとする人には使いにくい。

	
	直感的に操作できない

	
	経路がわかりにくい

	観光客
	経路案内は、どのように入力すると検索したい目的地が検索対象に設定されるのか、分からない。また、言語統一されているか不明（市バス車内での表示、検索キーワード、その他）

	
	主に観光情報機能を使用していたが、検索条件の設定が画面の大部分を占めてしまい、地図の表示領域が小さくなってしまっていた。

	
	「まあ良い」ですが、一点だけ。
観光情報を起動すると必ず現在地に移動してしまいます。京都現地にいる人は便利ですが、私のように関東で実験すると少し不便に思いました。「現在地の矢印」を押したときのみ現在地に移動したらダメでしょうか。


表100　質問番号12に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	口コミと同時に写真を投稿できる機能
チェックイン数や口コミが一目でわかる機能

	
	自分がチェックインした履歴を追える昨日があれば、楽しい。京都どこまで制覇したかとか分かる。

	
	観光情報のリスト表示（現在地から近い順、および５音順（ソート切替））・・現在地中心の地図表示だけだとプランニングに使いにくい。地図上の観光地アイコンと一緒にチェックポイント数やコメントの有無の表示があると、人気度合いが一目でわかって便利だと思う。

	
	音声認識(「清水寺に行きたい」で経路探索されるなど)

	
	お気に入り、行ってみたい場所などを登録し管理できるような機能
マイページでそれらのリストを管理できるともっと使用したくなると思います

	
	ありきたりですが、観光地/乗換案内での天気表示、
避難所への経路と通行可能な道路の同時表示

	
	口コミ、チェックイン件数の表示

	
	観光情報で画像が投稿できる機能。

	
	口コミがあるかどうかが分かる機能。

	
	現在地の近くにあるバス停留所一覧とバス時刻表の照会機能
タクシー呼び出し機能
飲食店の空き状況確認・予約機能（現在地の近くで1分後に5人予約できる店はあるか？など）

	
	画面内の表示箇所が少なくなった時、施設名等がでてきてほしい。

	
	公共サービスのサイトはいろいろと分かれているので、一元化されると便利だと思う。

	
	タクシー呼び出し

	
	現地の周りに駐車場を探す機能がありますか。
あったらよろしいと思っています

	
	観光のレコメンド
移動記録、観光記録
下車するバスの停留所近くでお知らせ（今どこであと何個で目的のバス停かわかりにくい為）

	観光客
	・タクシーとバスの比較なども面白い。例えば３名のとき、タクシーとバスで、時間や運賃を比較して検討できる。

	
	ホテル等の予約機能

	
	・キーワードで観光情報を検索できる機能があれば良いと思います
・観光地の評価の情報と、評価の高い観光地を検索できる機能があれば利用したいと思います

	
	キーワードでの観光地検索。織田信長ゆかりの場所など。

	
	観光スポットの施設HPのURLって、開示情報のなかにありますか？私がみた中では、見つけられませんでした。そういう情報があるといいと思います。

	
	コメントの有用性レーティング、過去履歴からのリコメンド、多言語、音声案内、セカイカメラとの統合、クーポン、

	
	バスやタクシーの位置情報、タクシー予約

	
	チェックインランキングやソーシャル機能との連携
友人への紹介など。他との連携。
所要時間や人数などに合わせた観光ルートの提案機能

	
	急上昇の口コミをプッシュで教えてくれる機能。(行事や、お得情報など)

	
	電車・バスの時刻表を閲覧できる機能、観光情報を音読してくれる機能

	
	限定特別拝観やイベントなどの情報

	
	バリアフリー経路検索

	
	観光情報とアクセシビリティ施設が同時に表示されるモードがあるのもいいかと思った。公共施設のトイレ情報など一覧で見れて、利用できるとうれしいことがあろうかと。。

	
	食べログやぐるナビとの連携機能

	
	現在行なわれているイベントなどをまとめて一覧できる機能


表101　質問番号13に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	オススメの写真撮影スポット情報

	
	現在、どこで何のイベントが開かれているかという情報。それを自分の位置情報から周辺イベントのリストを出してくれる機能。
あと、観光情報の中にちょっとした写真があると嬉しいなと思いました。

	
	避難所への経路上の災害情報(「この道路は通行止め」など)

	
	京都の祭事情報。

	
	観光地の込み具合情報。

	
	自転車駐車場があればよろしいねと思っています。

	
	観光地の評価とかイベントとか

	
	おすすめウォーキング、ジョギングルート
世代、性別、ファミリーなどジャンル分けしたおすすめ観光情報（朝、昼、夜）

	観光客
	先述の学習関連の情報と、京都のグルメ情報が取得できれば利用したいと思います

	
	警察、病院などの公共施設情報も見れると良いのでは。

	
	時代別、テーマ別観光情報（奈良、平安、鎌倉、室町、桃山、江戸、明治、、、）
チケット情報、割引情報

	
	食事、喫茶情報

	
	京都の観光情報として、「食べる」「楽しむ」の情報
祭りや行事などのイベント情報も必要
寺社仏閣の情報は細かすぎる。今の地図だけでなく、戦国時代など昔の歴史地図との重ね合わせ

	
	観光施設の写真が見たい

	
	おすすめのルートプラン

	
	有名寺社仏閣での混雑状況や混雑予想。個人で観光の場合、団体と一緒になってしまうと落ち着いて参拝や見学が出来ないため。

	
	駐車場料金情報

	
	避難所情報機能の欄にも記述しましたが、避難所情報はもっと詳細な情報
（収容人数、混雑状況）があればより有益。

	
	観光地の写真や、観光地の名所ポイントがタイトルなどにあると分かりやすい

	
	駐車場料金情報

	
	渋滞情報
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図191　質問番号14に対する地域住民の回答結果
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図192　質問番号14に対する観光客の回答結果
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図193　質問番号15に対する地域住民の回答結果
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図194　質問番号15に対する観光客の回答結果
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図195　質問番号16に対する地域住民の回答結果
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図196　質問番号16に対する観光客の回答結果
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図197　質問番号17に対する地域住民の回答結果
[image: image200.emf]17．観光客 [回答数: 34]
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図198　質問番号17に対する観光客の回答結果
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図199　質問番号18(1)に対する観光客の回答結果
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図200　質問番号18(2)に対する観光客の回答結果

表102　質問番号19に対する自由回答一覧
	回答者種別
	回答

	地域住民
	パイロットといいながら本格的・高機能なアプリケーションで驚きました。乗り換え検索（特にバス）が大変便利でした。是非一般公開してください。

	
	情報流通連携基盤ではなく、LinkedDataの形でオープン化を進めたほうがよいと思う。情報流通連携基盤ではURIがucodeであるため、HTTPで参照可能でないのは問題だと考える。また、ucodeであるために可読性が低い。

	
	バスの到着予測時間がでることがメリットのひとつだと思うのですが、
前のバス停を出たと表示されているバスが、どうみても混雑しているわけでもないのに、なかなかバスがこないということが多々あるが、このアプリで表示される情報が信憑性があれば他の乗り換え案内では得られない情報なので、大変便利である。

	
	Android版が欲しい

	観光客
	このような実証実験を通して、アプリをより充実させていってください。

	
	実証実験のアプリを利用させて頂き、有難うございました。
今回、アプリを利用させて頂いたことで普段は行かない観光地へ行くことができました。
普段観光に行く場所から少し路地裏に入ると、全く知らなかった場所があることを知り、改めて京都観光の楽しさを知ることができました。
今回は時間の制約でパーク&ライドを実践することができませんでしたが、改めて挑戦したいと思います。
今回の実証実験の結果について情報を共有される御予定がありましたら、御教示を頂ければ幸いです。

	
	継続的に、アプリ改善、ユーザー・アンケートのサイクルを回して、京都を、観光しやすい街にしてほしい（観光しやすいアプリ・ナビしてほしい）です。

	
	今回は観光がテーマのようでしたが、「医療」「少子高齢化」など日本の抱える社会的な課題をテーマにした実証実験を期待します。

	
	京都以外でアプリを開くと最初のマップは現在地なので、開き直さないと京都のマップに行けないのが煩わしい
観光施設が密集しているとアイコンがタップしにくい。

	
	実証実験お疲れさまです。
とてもいい実験だと思います。

	
	観光地を訪れる人たちへの利便性と満足度向上のために他の都市への展開をお願いしたい。また国として共通のシステムを作ってはどうか。

	
	・実証で終わらずに現実のサービスとして実現して頂きたい。
・京都に限らず他の大都市エリアでも同様のサービスを展開して頂きたい。

	地方公共団体
	実証はゴールではなく、スタートである。継続性、発展性が重要である。また、今後オープンデータの効果計測も必要になってくると思われる。

	公共交通事業者
	実証実験も必要ですが、もっと広く市民や国民に広くオープンデータ化する意義を理解して貰うPR等も重要だと思います。

	民間事業者
	有益性の検証、今後の発展性を考慮すると、より多くの被験者による実証を望む。

	
	弊社は現在直接京都市の観光業に携る案件がないため実務的な観点での回答が出来ませんでした。
実証実験の対象者を絞られた方が良いのではないでしょうか。例えば観光客でも、個人・団体、国内・海外、遠距離・近距離、年齢など。


4.6. アンケート結果の考察

本実証実験のアンケート結果の考察について記述する。

4.6.1. オープンデータに関する考察

オープンデータについては、「国や地方公共団体等が収集している公共性が高いデータを、携帯やスマホアプリ、PCなどを通して誰もが使える形で公開し提供しようとする活動があります。このような活動を良いと思いますか。」という質問に対して、地方公共団体、公共交通事業者、民間事業者、観光客、及び地域住民いずれの回答からもネガティブな回答はなかった。しかし、「データをオープン化する際の懸念点・課題はあると思いますか。」という質問に対しては大半の回答者が「ある」と回答しており、公共性の高いデータをオープン化することは有用なことであるが、多くの人がまだまだ課題点が多いと考えられていることがわかった。「ある」と回答した理由としては、「提供者が誰（どのような団体）か」、「正確さ、鮮度は確保されているか」、「責任の所在はどこか」といったデータの信頼性に関する懸念が多く挙げられている。特に、交通や防災に関するデータの信頼性は人命にも関わる可能性があるため特別の注意が必要であり、この種のデータのオープン化を推進していく上では十分な検討が必要となろう。また、「個人情報や個人のプライバシーを侵害しないか」、「セキュリティ対策はどうするか」という回答もあり、これらについても併せて検討が必要である。さらに、「有益な情報をとするためにはデータ量の確保が必要」といった回答もあり、ビジネスとしての実運用を想定する場合にはデータの質とともに量を如何に確保していくかといったロードマップも重要な検討課題であると言える。
「政府が中央官庁、自治体等のオープンデータ基盤を標準化しようという動きがあります。このような活動を評価されますか。また期待はありますか。」という質問に対しては、約8割が「評価し期待する」と回答しており、国が推進するオープンデータ基盤システムの有効性が評価され、期待されていることが伺える。
「観光情報・モビリティ情報・防災情報に関して、今回のオープン化されたデータ項目・データ属性で十分だと思いますか。」という質問に対しては、多くの回答で「はい」と回答されている一方、「今回オープン化されたデータ項目の中で「これはオープン化しなくても良い」というデータ項目，データ属性があれば教えて下さい。」という質問に対しては、地方公共団体、公共交通事業者、民間事業者の全回答者が、観光客、地域住民の7割以上の回答者が「不要な情報はない」と回答しており、今回の実証で取り扱ったデータが有益かつ、一定の妥当性があったと言えよう。一方、前者の質問に対して「いいえ」との回答からは、観光情報に関して言えば写真、祭や開花などのリアルタイムなイベント情報、施設の評価、混雑度、治安情報、施設の対応言語など、モビリティ情報に関して言えば、道路の混雑状況、タクシーの配車情報が挙げられ、防災情報に関しては、防災施設のリアルタイムな収容人数や物資の充足度などのデータ項目が挙げられた。このことから、リアルタイム性の高いデータのニーズが多いことが見て取れる。一方、オープンデータにおけるリアルタイム性の高いデータは、その信頼性の確保が難しいため、「誰が」、「いつ」、「どのデータを」、「誰の責任で」更新するのかといった、データ更新プロセスは十分に検討する必要がある。
4.6.2. アプリケーション・サービスに関する考察

アプリケーション・サービスに関する考察を、モビリティ情報サービス、観光情報サービス／観光ナビゲーション・サービス、避難所ナビゲーション・サービスに分けて記述する。
4.6.2.1. 観光情報サービス／観光情報ナビゲーション・サービスに関する考察

観光情報サービス、及び観光情報ナビゲーション・サービスについては、「大変役に立った」もしくは「役に立った」という回答が91%得られた。その理由として、「ガイドブックなどを見なくても情報が入手できる」「現在地付近の観光地を検索することができるという点に魅力を感じる」という回答が比較的多く挙げられた。また、「地図情報と観光スポットの情報を併せて表示することは、観光客にとって有用なことだと思いますか」、及び「目的地以外の観光スポットを表示することで、まち歩きは充実すると思いますか」という質問については97％の回答が「はい」と回答されており、「目的地に向かう途中の観光スポットの詳細情報や口コミを見て、実際に寄り道した観光スポットはありましたか」という質問に対しても、約半数の回答者が「はい」と回答されていることから、本実証で開発した観光情報サービス／観光情報ナビゲーション・サービスは有用性を示すことができたと言える。アクセシビリティ情報についても、「日常的にアクセシビリティ情報を必要としている方の生活には役立つと思う」という回答が最も多く、「役立つとは思わない」との回答が無かったことから、観光情報サービス／観光情報ナビゲーション・サービスの有用性を示すことができたと言える。

「チェックインの多い場所に行ってみたい」「自分の観光の履歴確認として、さまざまな場所でチェックインしてみたい」という選択肢には多くの意見が集まったが、「他人のチェックイン履歴と自分のチェックイン履歴を共有したい」という選択肢はあまり支持されなかった。また、「口コミを参考に目的地を決めたい」、「口コミの多い場所に行ってみたい」という選択肢に多くの意見が集まる一方で、「自分も口コミを書いてみたい」や「自分の感想の履歴として、さまざまな場所に口コミを書き込みたい」という選択肢はあまり支持されなかった。これらの結果は、自分の行動履歴が知られてしまうことに対する懸念を示していると考えられる。つまり、チェックインや口コミをオープンデータとして取り扱うのであれば、個人情報またはそれに準ずる情報の公開について十分な検討が必要であると言える。またその一方で、個人情報に裏打ちされない口コミ等は、多くの無責任な誹謗中傷を招く恐れもあり、この対応についても併せて検討が必要であるだろう。
4.6.2.2. モビリティ情報サービスに関する考察

モビリティ情報サービスについては、観光客の47％の回答者から「大変役に立った」もしくは「役に立った」という回答が得られた。役に立った理由として、「所要時間が分かる」ことや、「パーク&ライドの駐車場・交通機関経路が自動検索されて参考になった」などが挙げられた。また、『本アプリケーションを使って、「自家用車のみで目的地まで移動する経路」と「自家用車と公共交通機関を併せて移動する経路」を比較して、後者（自家用車＋公共交通機関利用）の経路を選択してみようと思いましたか』というモーダルシフトの促進に関する質問に対しては、観光客の53%の回答者が「はい」と回答しており、これらの結果から本実証で開発したモビリティ情報サービスが自家用車から公共交通へのモーダルシフトの促進に寄与したと言えよう。
一方、地域住民からは、「移動に車を利用しない」との回答が多く、そのためモビリティ情報サービスが「大変役に立った」もしくは「役に立った」という回答が16％に留まった。また、『本アプリケーションを使って「自家用車のみで目的地まで移動する経路」と「自家用車と公共交通機関を併せて移動する経路」を比較して、後者（自家用車＋公共交通機関利用）の経路を選択してみようと思いましたか』というモーダルシフトの促進に関する質問に対しても、回答者のうち「はい」と回答したのは17%という結果となった。この理由の多くは「市内の移動に車を利用しない」というものであり、地域住民が、市内中心部が混雑しやすいことを把握しつつ行動していることが推察できる。

そもそも、京都市が掲げるパークアンドライドは、市外から自家用車で来る人々に対して自家用車を郊外に駐車し、市内は公共交通で移動してもらう、という施策であり、これを意識した設計となっている本実証のモビリティ情報サービスは、地域住民にとって直接のニーズが低いことは否めない。しかし、より豊富で、かつ精度の高い自動車位置情報や駐車場の満空情報などのリアルタイムデータを取り込み、例えばタクシーによる移動時間と料金の予測を出力するなど、パークアンドライドから発展的に派生しうるサービスを検討する必要があると思われる。

いずれにせよ、地域住民及び観光客ともに、「パークアンドライド制度をご存知ですか」という質問に対しては「知っている」との回答が4割程度に留まっており、京都市のパークアンドライドという施策自体、アピールの対象は京都市外に住む方々が理想的であることを踏まえると、アプリケーションの機能的な充実のみならず、施策の周知についても検討の余地はあるだろう。
4.6.2.3. 避難所ナビゲーション・サービスに関する考察

避難所ナビゲーション・サービスについては、アプリケーションを体験された方のうち観光客の59%、地域住民の75%の回答者から「大変役に立った」もしくは「役に立った」とのアンケート回答が得られた。観光客の回答者からは「旅行先にて能動的に避難所等を知ろうとはしないため、災害時には有用であると思う」という意見が多く、地域住民の回答者からは「外出先で災害に遭遇した場合にも役立つ」という意見が挙げられており、普段、あまり意識しない日常の生活圏内の避難所情報を、必要なときに簡単に知ることができるのは、地域住民にとって有用なサービスと言えよう。

「災害が起きた場合の自宅もしくは勤務地の最寄りの避難先は把握していますか」の質問に対しては、観光客の回答者のうち75%、地域住民は回答者のうち95%が「はい」と回答している一方で、避難場所の情報入手経路については、「勤務先の案内」という回答が最も多く、次いで「役所の配布物」となっており、まだまだ配布物や掲示物など紙ベースで認知する機会が多く、災害時などにリアルタイム、かつ能動的に情報を入手するまでに至っていないことが推察できる。そのため、「避難所は自宅、オフィスから指定された１箇所しか知らなかったが、それ以外の情報がわかった」という回答があったことからも推察できるように、最寄りの避難先として把握している場所は通常1、2箇所のみで、例えば台風の際には河川から離れた避難所へ逃げるといった、災害の種類によって避難する場所を変更するという情報の選択肢が乏しい現状にある。

いずれにせよ、「土地勘のない場所で災害にあった場合に避難所を検索できるサービスは有用である」との回答が全体で9割を超えており、観光客及び地域住民の防災に対する意識の高さと、特に出先における防災情報に対するニーズの高さを知ることができた。上記のことから、本実証で開発したような避難所ナビゲーション・サービスは有用であると言えよう。

一方、今回のアンケートでは、防災情報の周知に課題があるような回答も見られた。具体的には、「コンビニが災害時帰宅支援ステーションになることがわかった」という回答が複数みられ、災害時にコンビニがどのような役割を果たすのか知らないという人間が少なくないということである。阪神淡路大震災や東日本大震災などの影響から、国民の防災情報に対する意識は高い一方で、実際に災害に遭うという機会は極少であり、能動的に情報を入手することから疎遠となりがちで、それに伴って国民の防災情報に関する知識が向上しにくいと考えられる。これに対して、防災情報がオープンデータとして整備され、提供されやすい形で管理される基盤が存在し、多くのアプリケーションが生まれやすい環境が整えば、「観光アプリと一緒になっていることで、避難所情報にアクセスしやすくて良いと思う」というアンケート回答に見られたように、国民の防災情報そのものに関する知識を向上、維持できなくとも、防災情報へのアクセス容易性は向上させることが可能であろう。

アプリケーションの使い勝手としては、上記したように、「観光アプリと一緒になっていることで、避難所情報にアクセスしやすくて良いと思う」という意見が多数挙げられた一方で、「想定以上の避難所情報のアイコンが表示され、簡単に避難場所が把握できない。」という意見も挙げられた。有事の際は多くの情報から自分に必要な情報を取得し、的確な判断をすることが難しいと思われる。機械的に最も近い避難所への徒歩経路をまず表示させるなど、工夫が必要であると考える。
4.7. 報告会

本実証実験の報告会について記述する。

4.7.1. 中間報告会
中間報告会の実施内容として議事録を表 103に示す。
表 103　中間報告会議事録
	会議名
	中間報告会
	日付
	2014/02/27　（木）

	出席者
（敬称略）
	総務省
後白課長補佐、鎌田事務官
IBM

高城、石丸、西岡、佐藤、藤山
	場所
	総務省

中央合同庁舎第2号館 11F

	
	
	時間
	13:00 ～ 14:00

	資料
	総務省情報流通連携基盤@京都_中間報告_20140227.ppt

	議事内容
	· 外部仕様書の準拠について

規格の精査はしているか（総務省）
YRPには確認してもらう予定。（IBM）
実装詳細仕様書について、YRPユビキタスネットワーキング研究所とは連携しているか。また、外部仕様書と異なる場合はその理由とともに記載が必要とあるが大丈夫か。（総務省）
連携している。また、理由の記載の件も認識している。ただし、今回YRPユビキタスネットワーキング研究所は外部仕様書v2.0を作成し実証しているがIBMはv1.1をベースとしており、その違いはある。（IBM）
· 実証実験用アプリの構成について

既存の歩くまち京都アプリの乗換検索でも遅延加味していたと記憶するが、今回の渋滞加味との違いは何か。（総務省）
今回の渋滞加味は自動車で駐車場へ行くまでの経路検索のInputに使っている。そのあとの公共交通機関の遅れについては、既存アプリの機能を使っている。（IBM）
· 避難所ナビゲーション・サービスについて

帰宅支援ステーションと避難所と防災拠点はそれぞれ表示を変えられるのか。（総務省）
それぞれアイコンが違う。（IBM）
· 継続運用検討状況について

仕様書には普及活動についても要件になっているが、プランはどうなっているか。（総務省）
各自治体に打診はしてあり、すでに「ほしい」といったコメントもいただいている。（IBM）


4.7.2. 最終報告会

最終報告会の実施内容として議事録を表 104に示す。

表 104　最終報告会議事録
	会議名
	最終報告会
	日付
	2014/03/14　（金）

	出席者
（敬称略）
	総務省
井幡企画官、後白課長補佐、鎌田事務官
IBM

高城、石丸、西岡、佐藤、藤山
	場所
	総務省

中央合同庁舎第2号館 11F

	
	
	時間
	13:30 ～ 14:30

	資料
	総務省情報流通連携基盤@京都_最終報告_20140314.ppt

	議事内容
	· 報告書について

報告書には具体的な課題に対して実証実験を行って何が示されたのかを記述してほしい。（総務省）

· 検討会での報告について
YRPの記述は関係が無いと思う。（総務省）
削除する。（IBM）


5. 一般公募による情報サービスの開発

本章では、平成25年度の情報流通連携基盤に係る7つの実証実験にて合同で実施された「オープンデータ・アプリコンテスト」の概要と日本IBMが「情報流通連携基盤の観光・防災情報における実証に係る請負」事業（以下「観光実証」という。）の請負事業者として実施した内容を記述する。
5.1. 公募実施概要
国、地方公共団体、公益企業等が保有する公共データを二次利用しやすい形でオープン化する「オープンデータ」の取組は、民間における公共データの活用や経済活性化等を促進するものとして期待されている。総務省及びオープンデータ流通推進コンソーシアムでは、平成24年7月にIT総合戦略本部において決定された「電子行政オープンデータ戦略」の推進のために、平成24年度からオープンデータのための技術及びデータの利用ルールの確立やオープンデータ化のメリットの可視化等のための実証実験を実施している。平成25年度は情報流通連携基盤に係る7つの実証実験を行っており、その一環としてオープンデータ化された公共データを活用したアプリケーションの開発を一般公募により行い、民間における公共データの活用を促進するための「オープンデータ・アプリコンテスト」（以下「アプリコンテスト」という。）を開催した。

本アプリコンテストの概要を表 104に示す。

表 105 アプリコンテストの概要
	タイトル
	概要

	主催
	オープンデータ流通推進コンソーシアム、総務省

	共催
（担当実証）
	株式会社エヌ・ティ・ティ・データ（自治体行政情報実証）

富士通株式会社（社会資本実証）

日本アイ・ビー・エム株式会社（観光実証）

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所（防災実証（京都府））

株式会社パスコ（防災実証（茨城県））

株式会社横須賀テレコムリサーチパーク（公共交通実証、統計情報・データカタログ実証）

ウェザー・サービス株式会社（花粉症関連情報実証）

	賞
	最優秀賞（１点）：賞状と副賞

優秀賞（１点）：賞状と副賞 

佳作（１点）：賞状と副賞 

技術賞（３点）：賞状と副賞
各実証実験賞（７点）：賞状と副賞

	審査方法
	· 最優秀賞、優秀賞、佳作は、オープンデータ流通推進コンソーシアム利活用・普及委員会
（以下「利活用・普及委員会」という。）が選定。

· 技術賞は、オープンデータ流通推進コンソーシアム技術委員会（以下「技術委員会」という。）が選定。

· 各実証実験賞は各実証実験請負者が選定。

	実績
スケジュール
（担当）
	日程
	内容
	担当

	
	2013年11月28日（木）
	告知（プレス発表）
	オープンデータ流通推進コンソーシアム、総務省

	
	2014年1月上旬～下旬
	開発者サイト公開、データ提供開始
	各実証実験請負者

	
	2014年2月3日（月）
	アプリの応募受付開始
	オープンデータ流通推進コンソーシアム事務局（以下「事務局」という。）

	
	2014年2月17日（月）正午
	アプリの応募受付締め切り
	事務局

	
	2014年2月17日（月）～21日（金）17：00
	アプリの動作及びセキュリティチェック
	各実証実験請負者

	
	2014年2月21日（金）
	審査資料の作成・審査員への送付
	事務局

	
	2014年2月21日（金）～28日（金）12：00
	最優秀賞、優秀賞、佳作の審査、審査結果の事務局への返信
	利活用・普及委員会委員会

	
	
	技術賞の審査、審査結果の事務局への返信
	技術委員会委員

	
	
	各実証実験賞の審査、審査結果の事務局への返信
	各実証実験請負者

	
	2014年2月28日（金）夜
	受賞者決定・連絡、第4回利活用・普及委員会への出席依頼
	事務局

	
	2014年3月13日（水）10：00～
	表彰式（第4回利活用・普及委員会）
	-

	応募アプリの
要件
	· アプリケーションはパソコン、タブレット、スマートフォンのいずれかで動作するものとする。
· アプリケーションは、Webアプリ、Androidアプリ、iOSアプリ、Windowsストアアプリのいずれかとする。OS及びブラウザは下記のいずれかで動作するものとする。

種類

OS

ブラウザ
Webアプリ
-

IE 8.0以上、Chrome 21.0以上、Firefox 20.0以上、Safari 5以上
Androidアプリ

Android 4.0以上
Chrome 21.0以上、Firefox 20.0以上
iPhoneアプリ

iOS 6以上
Safari 5以上、Chrome 21.0以上
Windows ストアアプリ

Windows 8又は8.1
-

· 今年度実施している7つの実証実験で提供されるオープンデータを利用したアプリケーションであることを条件とする。複数の実証実験のオープンデータを組み合わせて利用することや実証実験以外のオープンデータをあわせて利用することも可能である。

· 応募者が知的財産権等の権利を有している開発済みのアプリケーションを改良したものや他のコンテスト等に応募したもの（応募を予定しているもの）でも応募可能である。

· 将来的に有料化を計画しているアプリケーションも応募可能である。ただし、審査や主催者及び共催者による成果発表等の際には無料で利用できるようにするものとする。

· 公序良俗に反するアプリケーションは対象外とする。

· 応募するアプリケーションの著作権等の知的財産権は応募者に帰属する。


オープンデータ流通推進コンソーシアム及び総務省で用意した「オープンデータ・アプリコンテストで利用可能なデータの利用規約」を採用した。詳細については「6 

	公開・二次利用に関する調査報告のまとめ
」に記載する。
	


以上のアプリコンテストの作業のうち、日本IBMが「観光実証」の請負業者として実施した作業を表 105に示す。
表 105　「観光実証」におけるアプリコンテスト作業一覧
	
	作業
	概要


「観光実証」にて公開するオープンデータを活用したアプリケーション開発に必要な情報を提供する開発者向けのポータルサイトを開発し、公開した。本開発者サイトには、「観光実証」にて実装したWeb APIを利用してオープンデータとして公開する「データ一覧」、「観光情報等標準API」に準拠した「API仕様」、「サンプルコード」、質問に対する回答である「FAQ」等を掲載した。開発者サイトについての詳細は「5.2 

	開発者サイト
」に記載する。


実装詳細仕様書に記載された「観光情報等標準API」に準拠したWeb APIの形式でデータ提供を行った。アプリケーション開発者から利用者の立場からデータ提供の方法についていくつかの改善点等をいただいたが、それらを「5.3 

	データ提供方式
」に記載する。

	3
	アプリケーションの動作及びセキュリティチェック
	アプリケーションの応募受付は事務局が実施したが、アプリケーションの動作及びセキュリティチェックは応募対象の各実証実験請負者が実施した。「観光実証」に応募されたアプリケーションについては、「5.4 構築されたアプリケーション」に記載する。

	4
	実証実験賞の審査
	応募されたアプリケーションについて、最優秀賞、優秀賞、佳作は利活用・普及委員会、技術賞は技術委員会が選定したが、各実証実験賞は各実証実験請負者が選定し、「観光実証」賞の審査は日本IBMが担当した。その審査方法と受賞者について、その選定理由とともに「5.5 評価とまとめ」に記載する。


5.2. 開発者サイト

開発者サイトとは、「観光実証」にて公開するオープンデータを活用したアプリケーション開発に必要な情報を提供する開発者向けのポータルサイトを示す。開発者向けのポータルサイトのトップページを図 201に示す。
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図 201　開発者サイトのトップページ

開発者サイトには、アプリコンテストに応募する開発者にわかりやすくなるよう7つの実証実験で統一したメニューを提供するよう、事務局より指示があった。「観光実証」の開発者サイトで用意したメニューを表 106に示す。
表 106　開発者サイトへの記載内容

	
	メニュー
	記載内容
	「観光実証」での記載内容


「観光実証」の概要について記載した。概要の詳細については「5.2.1 

	概要
」に記載する。

	2
	データ
一覧
	オープンデータとして公開するデータの一覧を記載する。
	オープンデータとして公開するデータ一覧と各データについて「データタイトル」、「データ種別」、「概要」、「利用規約」、「データへのリンク」、「API仕様へのリンク」、「ホームページへのリンク」、「データ作成組織」、「コメント」を記載した。データ一覧の詳細については「5.2.2 データ一覧」に記載する。


データ一覧のデータにアクセスするためのAPIの仕様を「API仕様」と「ボキャブラリ定義」の2つの観点で記載した。API仕様の詳細については「5.2.3 

	API仕様
」に記載する。

	4
	サンプル
コード
	APIアクセスして取得したデータを利用したサンプルアプリケーション及びコードを記載する。
	サンプルアプリケーションの1つとしてJavaScriptを使って京都市役所、区役所、支所を対象とした公共施設情報を取得し、OpenStreetMapとマッシュアップするサンプルコードを記載した。サンプルコードの詳細についは「5.2.4 サンプルコード」に記載する。


データ一覧の各データに「利用規約」項目を用意し、7つの実証実験で共通の「オープンデータ・アプリコンテストで利用可能なデータの利用規約」へのリンクを記載した。利用規約の詳細については「6 

	公開・二次利用に関する調査報告のまとめ
」に記載する。

	6
	FAQ
	開発者より問い合わせのあった質問と回答をまとめて記載する。
	問い合わせのあった質問と回答をまとめて記載した。FAQの詳細については「5.2.5 FAQ」に記載する。


なお、開発者サイト用コンテンツ・マネージメント・システム（CMS）
としてNetCommons
を採用した。選定にあたっての評価ポイントと選定根拠を表 107に示す。

表 107　開発者サイト用CMSの評価ポイントと選定根拠

	
	評価
	評価ポイント
	候補リストと評価
	選定候補

	1
	開発者サイト用CMSとしての妥当性
	開発者サイトは複数の共通メニュー（概要、データ一覧、API仕様、サンプルコード、利用規約、FAQ）を扱い、文章の追加や更新が発生する。そのため操作が簡単なCMSの活用が望まれるが、安価に開発するためオープンソースソフトウェア（以下「OSS」という。）としてのCMSの利用が望まれた。
	OSSのCMSは、NetCommonsとWordPress
が主要候補だが、共通メニューをボタン1つで追加できる機能が標準で搭載されていること、管理者権限でログインすると文章の修正や機能追加が容易に実施できることからNetCommonsを候補とした。
	NetCommons

	2
	オープンデータ・カタログとして実績
	開発者サイトはデータ一覧とAPIへのリンク、利用規約を管理しており、オープンデータ・カタログとしての機能も望まれる。
	オープンデータ・カタログとしては、NetCommonsとCKAN
が候補である。実績は下記のとおりである。

NetCommons・・・ふじのくにオープンデータ・カタログ
、DATA GO JP
、等

CKAN・・・海外のオープンデータ・カタログ、Open DATA METI
、DATA GO JP、等
	NetCommons及びCKAN

	3
	機能の修正や追加開発の容易性
	CMSとしての基本機能を有しているだけでなく、一般的な開発言語を利用して、機能修正や機能追加が必要なソフトウェア構造になっていることが望まれる。
	NetCommonsとWordPressが候補である。どちらもWebアプリケーション開発言語として主要であるPHPにて開発されており、機能修正や機能追加が比較的容易であると評価した。
	NetCommons及びWordPress

	4
	再利用するにあたってライセンスの妥当性
	開発者サイトに機能を追加し横展開する場合に、ソフトウェアが採用するライセンスによって
	NetCommons、WordPress、CKANが候補だが、追加開発物の商用利用が可能なライセンスとしてNetCommonsが適していると評価した。
NetCommons・・・FreeBSDライセンス

WordPress・・・GPL
CKAN・・・Affero GPL
	NetCommons

	総合評価結果
	NetCommons


5.2.1. 概要

開発者サイトのトップページに「概要」欄を用意し、本実証の概要とアプリコンテストにて開発が期待される内容を下記のとおり記載した。
	本サイトは、平成25年度の総務省による7つのオープンデータ実証実験のうち、観光・モビリティ・防災情報を取り扱う「情報流通連携基盤の観光情報等における実証」（以下「観光実証」）におけるオープンデータ開発者サイトです。観光実証は、地方自治体等が保有するモビリティ情報、観光情報及び防災情報を、情報流通連携基盤共通APIを通して公開することで、モビリティ・マネジメント（※）等を実現するさまざまなアプリケーションの開発が促進されることを目的とし、国内有数の国際観光都市である京都市の協力を得て実施しています。

※ 一般の人々や組織を対象とし、過度に自動車に頼る状態から公共交通機関や自転車等を「かしこく」使う方向へと自発的に転換していくことを促すこと

京都市では、「京都にふさわしい移動の方法は、自分の力で、また時に人の助けを借りながら、”歩くこと”を中心としたもの」という理念のもと、「歩くまち・京都」憲章を定め、この取組を推進されています。本サイトにて公開される各種データも、この「歩くまち・京都」憲章をより促進するようなアプリケーションの開発に活用され、生かされることを期待します。


5.2.2. データ一覧

開発者サイトの1つのメニューとして「データ一覧」ページを用意し、公開するオープンデータの一覧をリストした。画面イメージを図 202に示す。
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図 202　データ一覧ページ例

なお、公開したオープンデータの一覧を表 108に示す。
表 108　公開したオープンデータの一覧
	
	データ種別
	データタイトル
	概要
	データ作成組織

	1
	観光情報
	公共施設情報
	京都市役所、区役所、支所の情報。
	京都市

	2
	
	旅館情報
	京都市内の宿泊施設情報。
	京都市

	3
	
	物産店情報
	京都市内のおみやげ店や飲食施設情報。
	京都市

	4
	
	観光施設情報
	京都市内の観光施設情報。
	京都市

	5
	
	アクセシビリティ情報
	高齢者・障がい者を含む誰もが、建物やサービス等を支障なく利用できるかどうか、あるいはその度合いの情報
	京都市

	6
	モビリティ
情報
	系統情報
（京都市バス）
	京都市バスの系統情報。
	京都市

	7
	
	路線情報
（京都市営地下鉄）
	京都市営地下鉄の路線情報。
	京都市

	8
	
	時刻表情報
（京都市バス）
	京都市バスの時刻表情報。
	京都市

	9
	
	時刻表情報
（京都市営地下鉄）
	京都市営地下鉄の時刻表情報。
	京都市

	10
	
	バス停位置情報
（京都市バス）
	京都市バスのバス停の位置情報。
	京都市

	11
	
	地下鉄位置情報
（京都市営地下鉄）
	京都市営地下鉄の駅の位置情報。
	京都市

	12
	
	公営駐車場
	一般財団法人京都市都市整備公社が管理・運営する公営駐車場の情報。
	京都市都市
整備公社

	13
	
	三井リパーク駐車場
	民間駐輪場の1つである三井リパークの駐車場情報（京都市内）。
	三井不動産リアルティ

	14
	
	駐輪場情報
	京都市の民間駐輪場の1つであるエコステーション21駐輪場の情報。
	まちかどミナポート

	15
	
	レンタサイクル情報
	京都市の民間レンタサイクルの1つであるまちかどミナポートのレンタサイクルステーションの情報
	まちかどミナポート

	16
	
	バス平均移動時間
	京都市バスの停留所からとなりの停留所までの平均移動時間を参考値として提供。本移動時間はバス・プローブを処理した結果を反映し計算。
	歩くまち京都
コンソーシアム

	17
	
	タクシー
平均移動時間
	京都市内の地点から地点までを移動する場合の経路情報と移動時間を参考値として提供。本移動時間はタクシー・プローブを処理した結果を反映し計算。
	日本IBM

	18
	防災情報
	避難所情報
	京都市内の避難所情報。避難所とは、「災害で自宅に住めなくなった場合、一時的に避難生活を営む場所」や「台風の襲来等災害の発生のおそれが高く、安全を確保するためにあらかじめ避難する場所」であり、学校の体育館や集会場等を示す。
	京都市

	19
	
	広域避難場所情報
	京都市内の広域避難場所情報。広域避難場所とは、地震に伴う大火災による二次災害の危険から地域住民の生命の安全を確保できる場所をいい、広域避難地域内においてあらかじめ市長が指定している場所を示す。公園、緑地、グラウンド（校庭を含む。）、その他公共的な空地帯等で、大火災の輻射熱に対しての安全面積が1ヘクタール以上の場所としている。
	京都市

	20
	
	避難救助拠点情報
	避難救助拠点情報。避難救助拠点とは、地震に伴う大火災等の二次災害が発生した場合、山間部の住民に対し、災害情報の伝達、収集及び応急救護活動等を行う場所で、あらかじめ市長が指定している。中山間地域にある小中学校等、ヘリコプターが着陸できる場所があるところを指定している。
	京都市

	21
	
	災害時
帰宅支援
ステーション
	地震等の災害発生時に公共交通機関が運行停止となって生じた帰宅困難者の自力帰宅を支援してくれる事業所。災害時に徒歩で帰宅しようとする人を支援するため、コンビニエンスストアーや外食チェーン店等が関西広域連合と協定を結んでいる。京都市内では、コンビニやファミリーレストラン等約700のお店にて、水やトイレ、情報の提供が受けられる。
	京都市


5.2.3. API仕様

開発者サイトの1つのメニューとして「API仕様」ページを用意し、データ一覧のデータにアクセスするためのAPIの仕様を、実装詳細仕様書を参照し、「API仕様」と「ボキャブラリ定義」の2つの観点で記載した。データ一覧のデータと開発者サイトに記載した「API仕様」と「ボキャブラリ定義」、実装詳細仕様書の該当箇所を表 109に示す。
表 109　API仕様と実装詳細仕様書該当箇所
	
	データ種別
	データタイトル
	実装詳細仕様書該当箇所

	
	
	
	API仕様
	ボキャブラリ定義

	1
	観光情報
	公共施設情報
	5.1.2. Geographical Data Query Extension Command
	3.1.2.1. 公共施設情報

	2
	
	旅館情報
	
	3.1.2.2. 旅館情報

	3
	
	物産店情報
	
	3.1.2.3. 物産店情報

	4
	
	観光施設情報
	
	3.1.2.4. 観光施設情報

	5
	
	アクセシビリティ情報
	
	3.1.2.5. アクセシビリティ情報

	6
	モビリティ
情報
	系統情報
（京都市バス）
	
	3.2.2.3. 公共交通路線情報

	7
	
	路線情報
（京都市営地下鉄）
	
	

	8
	
	時刻表情報
（京都市バス）
	
	3.2.2.4. 公共交通時刻表情報

	9
	
	時刻表情報
（京都市営地下鉄）
	
	

	10
	
	バス停位置情報
（京都市バス）
	
	3.2.2.5. 公共交通停留所情報

	11
	
	地下鉄位置情報
（京都市営地下鉄）
	
	

	12
	
	公営駐車場
	
	3.2.2.6. 駐車場情報

	13
	
	三井リパーク駐車場
	
	

	14
	
	駐輪場情報
	
	

	15
	
	レンタサイクル情報
	
	3.2.2.7. レンタサイクル情報

	16
	
	バス平均移動時間
	5.1.4. Bus Travel Time Command
	3.2.2.8. バス平均移動時間情報

	17
	
	タクシー
平均移動時間
	5.1.3. Route Search Command
	3.2.2.9. タクシー平均移動時間情報

	18
	防災情報
	避難所情報
	5.1.2. Geographical Data Query Extension Command
	3.3.2.1. 避難所情報

	19
	
	広域避難場所情報
	
	

	20
	
	避難救助拠点情報
	
	3.3.2.2. 防災拠点情報

	21
	
	災害時帰宅支援
ステーション
	
	3.3.2.3. 災害時帰宅支援ステーション情報


※ 実装詳細仕様書にある、観光情報における「口コミ・チェックイン情報」、モビリティ情報における「バス・プローブ情報」、「タクシー・プローブ情報」は、本アプリコンテストで公開するオープンデータ対象外とした。
5.2.4. サンプルコード

開発者サイトの1つのメニューとして「サンプルコード」ページを用意し、Web APIの1つである「Geographical Data Query Extension Command」をJavaScriptから利用し、JSONデータとして取得した公共施設情報とOpenStreetMapとをマッシュアップするアプリケーションを提供した。サンプルアプリケーションのイメージを図 203に示す。
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図 203　サンプルアプリケーションのイメージ

サンプルコードを表 110に示す。

表 110　サンプルコード
	<html>

<title>OpenStreetMapサンプルコード</title>

<head>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8">

<link href="test.css" rel="stylesheet" type="text/css"/>

<script type="text/javascript" src="http://www.openlayers.org/api/OpenLayers.js"></script>

<script type="text/javascript">

    function init() {

        // OSM初期化

        var map = new OpenLayers.Map("canvas");

        var mapnik = new OpenLayers.Layer.OSM();

        map.addLayer(mapnik);
        // ランドマークJSON情報取得

        var xhr = window.ActiveXObject ? new ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP") : new XMLHttpRequest();
        // ここのURLとユーザー名、パスワードは要修正

        xhr.open("get", "https://kyoto.smartercity.jp/osm/publicOffice.json", true, "username", "password"); 

        xhr.setRequestHeader("Content-Type", "application/x-www-form-urlencoded");

        xhr.send();

        xhr.onreadystatechange = function() {

            if (xhr.readyState==4 && xhr.status==200) {

                // JSONのパース

                var responsejson = xhr.responseText;

                var jsonobj = JSON.parse(responsejson);

                var ucodearray = [];

                for ( var index in jsonobj["places"] ) {

                    var ucodeobj = jsonobj["places"][index];

                    for ( var ucode in ucodeobj ) {

                        ucodeobj[ucode]["ucode"] = ucode;

                        ucodearray.push(ucodeobj[ucode]);

                    }

                }

                // マーカー追加
                var markers = new OpenLayers.Layer.Markers("Markers");

                for ( var index in ucodearray ) {

                    var geo_lat = ucodearray[index]["http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#lat"][0]["value"];

                    var geo_long = ucodearray[index]["http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#long"][0]["value"];

                    var lonLat = new OpenLayers.LonLat(geo_long, geo_lat).transform(

                        new OpenLayers.Projection("EPSG:4326"),

                        new OpenLayers.Projection("EPSG:900913")

                    );

                    markers.addMarker(new OpenLayers.Marker(lonLat));

                }

                map.addLayer(markers);

                // 中心を設定

                var lonLat = new OpenLayers.LonLat(135.7680321,35.0116391).transform(

                    new OpenLayers.Projection("EPSG:4326"),

                    new OpenLayers.Projection("EPSG:900913")

                );

                map.setCenter(lonLat, 13);

            }

        }

    }

</script>

</head>

<body onload="init();">

<h2>公共施設情報</h2>

京都市役所、区役所、支所を対象とした

<a href="https://kyoto.smartercity.jp/mu3w8zi52-23/#_23" target="_blank">公共施設情報</a>

の緯度経度にマーカーをプロットするサンプルアプリ。<br><br>

<div id="canvas" style="width:800px; height:500px"></div>

</body>

</html>


5.2.5. FAQ

開発者サイトの1つのメニューとして「FAQ」ページを用意し、観光実証のアプリコンテストでよせられた質問と回答を記載した。記載した質問と回答を以下に記載する。
	質問1．

各API仕様のリクエストパラメータに「target」がありこの値に「ucode」を指定するようになっていますが、このucodeはどのように取得できるものなのでしょうか？現地でucodeのQRコード等を読み込んだりするようなイメージでしょうか？

回答1．

ucodeは、情報に対して付与されているIDのようなもので、ご指摘のとおりQRコード等を読み込んで情報を収集するような使い方も可能です。ただし、本実証ではQRコードを場所に配置することはなく、単に場所情報に対して付与したIDとして利用しています。ucodeの詳細はリンク先を参照ください。


	質問2．

WebAPI へ JavaScript からのアクセスを行おうとしています。しかし、クロスドメインかつ Basic 認証のためセキュリティエラーとなりアクセスが難しい状況です。 JavaScript でクロスドメインの場合に、本WebAPI へアクセスする方法はございませんでしょうか？

回答2．

ご指摘のとおり、JavaScript で JSON アクセスする場合、クロスドメインへのセキュリティ対策のため通常の方法ではアクセス不可と認識しております。その回避策として下記2つの方法がありますが、それぞれ課題があると認識しています。

回避策1．JSONP →外部仕様書がJSONPに対応していないこともあり現在実装する予定はございません。またJSONPではBasic認証を通すことができず実装しても解決しないとの認識です。

回避策2．Cross-Origin Resource Sharing (CORS) →クレデンシャルを含むリクエストが可能ですが、「JSON提供側に利用側のドメイン指定が必要なこと」、「withCredentialsをtrueにしブラウザ側でID/Passwordを入力する必要があること」、「Cromeは対応しているがFirefoxは対応していないこと」等から利用側もサーバー側も運用が難しいとの認識です。

そのため現時点では本APIを利用する JavaScript を公開するドメイン上にプロキシーサーバーを用意いただく等の対応が必要となります。


	質問3．

観光施設等の画像（jpgやpng 等）は今回用意されてないのでしょうか？

回答3．

今回観光施設の画像の公開も検討しましたが、肖像権の問題がありオープンデータ化はできないと判断いたしました。そのため、画像については開発者サイトより公開するデータの対象外とさせていただいております。


5.3. データ提供方式

アプリコンテストでは、実装詳細仕様書に記載された「観光情報等標準API」に準拠したWeb APIの形式でデータ提供を行った。また、データ提供の際はBasic認証及びJSON形式を採用アプリケーション開発者から利用者の立場からデータ提供の方法についていくつかのコメントをいただいた。各データ提供方式と採用理由、指摘事項、解決策を表 111に示す。
表 111　採用したデータ提供方式と指摘事項

	
	方式
	採用理由
	指摘事項
	解決策

	1
	Basic
認証
	不特定多数からのAPIアクセスによるサーバーへの負荷やサーバーへの攻撃を避けるため。
	ユーザー登録が必要なデータがオープンデータと呼べるか不明。
	本番環境の提供に向け、システム増強を検討する。

	2
	JSON
形式
	実装詳細仕様書の中で規定されているAPIのレスポンス形式としてRDF/XMLとRDF/JSONがあるが、Web APIとして親和性の高いと思われるJSON形式を採用。
	クロスドメインかつBasic認証のためJavaScriptからのアクセスがセキュリティエラーとなる。
	Basic認証の解除を検討する。
しくみの詳細については「5.2.5.FAQ」の質問2を参照。


5.4. 構築されたアプリケーション

アプリコンテストにて「観光実証」に応募されたアプリケーションと使用しているオープンデータについて表 112に示す。
表 112　「観光実証」に応募されたアプリケーション

	
	アプリケーション名
	アプリケーションの概要
	観光
情報
	モビリティ情報
	防災
情報

	1
	Near Air
	近くの様子を簡単に知ることができるアプリ。あらかじめ位置に関する情報をネット上から集めることで実現。
	○
	-
	○

	2
	はんなり散歩-ガイドマップに乗ってない名所-
	京都市の観光名所のナビゲーションアプリ。定番の観光名所一覧の他、ユーザーから自分の気に入った場所を投稿してもらい、ガイドブックに乗らないオリジナルマップを提供していく試作を導入する。万歩計機能も搭載しているため、より快適に、健康的にお散歩を楽しめる。
	○
	-
	-

	3
	京都観光 ～行こナビ OPEN DATA～
	スマートフォンで現在位置から最寄りの観光施設等を検索し、目的地の紹介文・写真・住所・連絡先等の詳細情報を表示し、目的地までの経路や付近の地図を表示する。また、選択した目的地から最寄りの観光施設等を提案し、効率のよい観光旅行の手助けをするスマートフォンに最適化されたWebアプリである。
	○
	-
	-

	4
	ご当地なび
	以下の機能を持つ。

1) 京都エリアの防災情報（避難所、広域避難場所、避難救助拠点、災害時帰宅支援ステーション）表示

2) 現在地から最寄りの避難所や帰宅ステーションを見つけ、初めての人でもスムーズに目標へ誘導。Googleストリートビューで目標をビジュアルで分かり易く見せ、より高い安心感を持って移動できる。
3) 地図をピンチすることで、京都エリアの全ての防災情報の詳細を把握できる。
	-
	-
	○

	5
	京都はんなりガイド
	京都市の公開された街情報（観光・公共施設・花なび様提供コンテンツ）、防災情報、交通情報を、リスト／マップ形式で提供するiOS専用のアプリケーション。ルート検索やトピック別検索機能も利用できる。
	○
	○
	○

	6
	なびほ
	地震や大雨、大雪の災害時等公共交通機関が利用できず徒歩で移動することを余儀なくされるような状況に備え、予め安心で安全な帰宅ルートを作成できるサービス。
	-
	-
	○

	7
	京都観光MAP
	「京都観光MAP」は、京都の観光地を調べられる観光地検索アプリ。京都の観光地をキーワードから検索、一覧から検索、現在地から検索することができる。また、観光地に近づいた際にアプリからユーザーにその旨を通知する、ガイド通知機能も備えている。
	○
	-
	-

	8
	京都LifeMap
	京都市の観光や日常生活に便利な地図アプリ。神社仏閣やバス停等の観光情報のほか、コンビニ・病院・100円ショップ・避難所等、生活に便利な施設を多様な検索手段で探すことができる。位置情報のSNS連携、メール送信、訪問予定のカレンダー登録ができる。他社製の地図・ナビゲーションアプリとの連携機能により、徒歩・公共交通・自動車の経路検索も簡単で、施設に迷うこと無く辿り着ける。
	○
	○
	○

	9
	Kyoto Parking Map
	京都市で公開されているオープンデータ実証実験でのデータを基に作成された、駐車場のナビゲーションアプリ。
	-
	○
	-

	10
	今日旅
	京都が提供している旅行プランを自分の好みに合わせ変更し、経路を表示するアプリケーション。いくつかの観光地を登録していくことで、観光ルートを決定します。観光ルートを元に印刷できるページを生成することができる。
	○
	-
	-

	11
	瞬刊！イマココ新聞
	画面のドラッグ＆タップの簡単操作で地域のニュースや話題等を見る事ができるアプリ。
	○
	-
	-

	12
	茶線
	画像で観光ルートを選択するサービス。最初に5個の観光地のなかから幾つかの場所を登録する。その後、他の写真を選択することで登録した場所周辺の観光地を表示する。なるべく近い場所を表示することで、徒歩でもいろいろな場所に行ける観光計画を立てたれるようになっている。
	○
	-
	-

	13
	KYOTO Trip-Radar 　～京都旅レーダー～
	レーダーのようなインタフェースで、ユーザーの現在地を元に、指定半径の東西南北に位置する観光施設及び交通拠点をプロットし、「歩く街京都」を感覚的に散策することができるアプリ。シンプルな操作性で、表示したい施設を簡単にON/OFFでき、レーダー上のプロットをクリックすると施設詳細が表示され、自分が取ったその写真を登録することもでき、後日、施設情報と共に自分の旅の思い出も振り返ることができる。
	○
	○
	○

	14
	京都市防災マップ
	京都市の避難所の位置を地図に示したアプリ。
	-
	-
	○

	15
	京都探索 うらの細道
	オープン化された京都の観光施設情報を活用し、「自分の現在位置」から近隣の「観光場所・飲食店・お土産屋・寺社仏閣」情報をカテゴリ毎に地図上でピンを表示する。シンプルだが、人気の観光地である京都の旅行ガイドとして皆様により良い旅をしていただくためのツールとして活用できる。
	○
	-
	-

	16
	Discover Kyoto
	京都市の寺社仏閣・観光施設の情報を施設名から検索できる。
	○
	-
	-

	17
	いま何分咲き？花アプリ
	地元タクシードライバーの方々から投稿されるリアルタイムな開花情報を視覚的に地図上で写真を表示する。花見シーズンや紅葉シーズン四季に合わせて、活用できる。
	○
	-
	-

	18
	セーフティコンパスfor京都市
	セーフティコンパスfor京都市は、コンパスと地図で「複数の」防災施設を「素早く」「見やすく」表示するナビゲーションアプリ。
	-
	-
	○

	19
	キョートレーダー
	京都市の提供する観光・モビリティ・防災情報を、現在地情報を元にレーダーに映し出すアプリ。今いるところから最も近い施設をすぐに見つけることができる。また、対象物がある方向にカメラを向けるとその場所の名前が画面上に表示される。観光地やおみやげ屋さん、飲食店、駅等の情報が表示できるため観光に使えるほか、災害時は避難所等の情報もすぐに見ることができるためあらゆる場面で活用できる。
	○
	○
	○

	20
	コトNAVI
	京都観光のための支援サービス。京都観光のルート検索及び観光名所のサジェスチョンを行う。
	○
	○
	-

	21
	京都観光情報可視化サービス
	APIから取得したJSONデータをRDF/XMLに変換し、SPARQLエンドポイントに、RDFデータを登録して、SPARQL検索ができるようにした。また、SPARQLTimelinerを使い緯度経度、時間情報を持つ観光情報を可視化した。
	○
	○
	○

	22
	京都観光安心ちゃん
	普段は観光マップとして使用し、目的地までの経路案内を行うWebアプリ。災害等非常時には避難所までの経路も案内できるアプリケーション。避難所だけでなく水没想定区域や土砂災害危険箇所、リアルタイムの雨量や河川の水位も見られるようにしている。観光者等の土地勘がない者でも危険な場所へ近付かないようにして危険を減らし被災者を少なくすることを目指す。PCだけでなくスマートフォンやタブレットでも使用可能。
	○
	○
	○

	23
	yutrip
	京都市内を観光する際に、自転車を利用すると非常に便利。しかし、現状では観光地、飲食店、駐輪場の情報がまとまっておらず、不便である。そこで、yutripでは、従来、別々にあった情報をまとめて地図上にマッピングすることで、利用者の負担を軽減します。観光を効よくできることで、時間も有効に使うことができる。
	-
	○
	-

	24
	OMOTENASHI Channel
	東京から、日本各地の地方都市を繋ぐ、訪日欧米人向け観光アプリ。東京だけではなく、京都、鯖江、横浜の観光地へわかりやすくご案内し、より深く日本を理解し、日本を今まで以上に好きになってもらうことを目的としたアプリ。
	○
	-
	-


5.5. 評価とまとめ
アプリコンテストにて「観光実証」に応募されたアプリケーションについて、「観光実証」賞を選定するための評価基準と評価の方法、評価結果を記述する。

5.5.1. 評価基準

「観光実証」賞を選定するための評価基準を表 113に示す。本評価基準を元に、京都市側1名、IBM側2名の合計3名により10段階で評価した。
表 113　評価基準

	
	評価基準
	内容

	1
	独創性
	他にはない独創的なアイデアの作品であるか

	2
	完成度
	商品化できるレベルに近いものに仕上がっているか

	3
	デザイン性
	デザイン性が優れている度合い

	4
	操作性
	操作が直感的でわかりやすいか

	5
	利用者の活用度
	京都市民や京都市に訪れる人々にとって便利に利用できるアプリケーション機能を有しているか

	6
	その他特筆すべき事項
	特筆すべき事項があるか


5.5.2. 評価結果

「観光実証」賞を関係者で評価した結果を表 114に示す。

表 114　「観光実証」賞の評価結果

	
	アプリケーション名
	評価者

（京都市）
	評価者

（IBM1）
	評価者

（IBM2）
	総合評価

	1
	Near Air
	4
	5
	3
	12

	2
	はんなり散歩-ガイドマップに乗ってない名所-
	5
	6
	6
	17

	3
	京都観光 ～行こナビ OPEN DATA～
	5
	8
	7
	20

	4
	ご当地なび
	7
	9
	8
	24

	5
	京都はんなりガイド
	6
	6
	6
	18

	6
	なびほ
	5
	4
	4
	13

	7
	京都観光MAP
	6
	7
	7
	20

	8
	京都LifeMap
	6
	7
	7
	20

	9
	Kyoto Parking Map
	5
	6
	5
	16

	10
	今日旅
	5
	6
	7
	18

	11
	瞬刊！イマココ新聞
	5
	4
	5
	14

	12
	茶線
	5
	3
	5
	13

	13
	KYOTO Trip-Radar 　～京都旅レーダー～
	6
	7
	7
	20

	14
	京都市防災マップ
	6
	6
	6
	18

	15
	京都探索 うらの細道
	5
	7
	6
	18

	16
	Discover Kyoto
	6
	5
	5
	16

	17
	いま何分咲き？花アプリ
	5
	6
	5
	16

	18
	セーフティコンパスfor京都市
	7
	7
	8
	22

	19
	キョートレーダー
	7
	5
	5
	17

	20
	コトNAVI
	6
	3
	2
	11

	21
	京都観光情報可視化サービス
	7
	7
	8
	22

	22
	京都観光安心ちゃん
	8
	7
	8
	23

	23
	yutrip
	5
	5
	3
	13

	24
	OMOTENASHI Channel
	7
	3
	4
	14


以上により、「4．ご当地なび」がもっとも高い評価を得たため、「観光実証」賞として選定した。選定理由は以下のとおりである。

	· 既存のアプリケーションへの拡張であるが、オープンデータとその他の情報のマッシュアップやユーザ・インタフェースがよい（地図表示と写真で近隣のものを表示している点やクリックして詳細表示する点、など）。

· 実績があるため完成度が高く、AndroidアプリとiOSアプリがそろっており、実用的である。

· 他地域で利用できるアプリであり、タクシードライバーや市民をまきこんでデータの更新をはかるなど、コンテンツの充実に工夫がなされている。


「観光実証」賞として評価された「4．ご当地なび」の他に、総合評価が20点を超えた8アプリについて評価者のコメントをに示す。

表 115　総合評価が高いアプリと評価者コメント
	
	アプリケーション名
	評価点
	評価者のコメント

	3
	京都観光
～行こナビ OPEN DATA～
	20
	· 現在地に近い観光情報を表示してくれる。使いやすいユーザーインタフェースを提供する。

· オープンデータとリンクして画像表示するため、わかりやすい。
· 周辺施設もリスト表示するので使い勝手がよい。

	7
	京都観光MAP
	20
	· 一般的アプリだがジオフェンシング使っているところがよい。

· 近くに近づいたら教えてくれるのは便利だが、ランドマークをカテゴライズして検索できるとよい。

	8
	京都LifeMap
	20
	· 一般的なアプリであるがまとまりがある。
· アプリとして完成度は高いが、実用的なアプリになるためには今一歩である。

	13
	KYOTO Trip-Radar
～京都旅レーダー～
	20
	· ユーザーインタフェースがシンプルで使いやすいが、地図がありナビしてくれるともっとよい一般的なアプリであるがまとまりがある。
· アプリとして完成度は高いが、実用的なアプリになるためには今一歩である。

	18
	セーフティコンパスfor京都市
	22
	· 避難時にわかりやすいユーザーインタフェースである。

	21
	京都観光情報可視化サービス
	22
	· 観光施設を時間軸で位置づける発想は面白い。
· オープンデータとWikipediaの両情報を表示しているので、整合性に問題出るかもしれない。

	22
	京都観光安心ちゃん
	23
	· 水没想定など、他のオープンデータも利用して、実践的なアプリになっている。
· 複数のオープンデータを使用している点は評価できる。ただ、同一のデータがある場合には両方でるなど、ユーザーインタフェースに更なる工夫は必要である。


5.5.3. 総評

アプリコンテストには、7つの実証を合計して92個のアプリケーションが応募された。そのうち、「観光実証」のオープンデータを利用したアプリケーションは、24個におよんだ（全体の約4分の1）。また、「表 115　総合評価が高いアプリと評価者コメント」にあるとおり、デザイン性や操作性がよく、完成度の高いアプリが応募された。このような数多くのアプリケーションが開発されたことは、本実証の中での大きなひとつの仮説である「観光情報流通連携基盤共通APIを通して観光情報、モビリティ情報、防災情報を公開することでさまざまなアプリケーションの開発が促進されること」が実証されたといえる。

今回多くのアプリケーションが応募されるにいたった理由についての考察と改善点を以下に示す。

多くのアプリケーションが応募されるにいたった理由の考察

· 京都市という国際観光都市として誰もが知っていて魅力的な自治体を取り扱った。そのため、アプリケーション開発者も多くのユーザーに利用される期待を持って開発に望むことができたと推測される。
· クリエイティブ・コモンズ・ライセンスを採用し、無保証を表記した利用規約を全面的に採用した。これにより、アプリケーション開発者は安心してデータを二次利用することができたと推測される。

· わかりやすく更新が容易な開発者サイトを構築したこと。これによりAPI仕様等を容易に参照することができ、学習することができたと推測される。
· アプリケーション開発者からの問い合わせに丁寧に返信し、質問と回答はまとめて開発者サイトに掲載した。これにより、アプリケーション開発者は技術的な不明点が解決し、開発を進めることができたと推測される。

· 他の実証よりも先行して開発者サイトを公開した。これにより、APIへのアクセスや開発を先行して開始できたものと推測される。

改善点

· クロスドメインかつBasic認証のため、JavaScriptからアクセスするにはプロキシーサーバーを用意する必要があった。Basic認証をやめ、JSONP等を採用することでより簡単にAPIアクセスが可能になり、よりアプリケーション開発が促進された可能性があった。
6. 公開・二次利用に関する調査報告のまとめ

本章では、データを公開・二次利用するにあたりデータ所有者にヒアリング調査した内容について記述する。
6.1. 実施内容

本実証では、京都市や民間企業の協力を得て、地方公共団体及び民間が所有する公共性の高い観光情報、モビリティ情報及び防災情報を二次利用しやすい利用規約のもと公開し、スマートフォン等のモバイル端末を対象としたアプリケーション・サービスの開発や一般公募によるオープンデータ・アプリコンテストを行った。

データを公開するにあたり実施したステップを表 116に示す。
表 116　データ公開のため実施したステップ

	
	実施内容
	概要

	1
	公開候補データの洗い出し
	京都市における既存のホームページ等を参照し、公開できそうなデータの洗い出しを実施した。

	2
	京都市各局へのデータ提供依頼
	京都市役所内における公開候補データの関係部門にデータ提供依頼を実施した。定期的に実施される庶務担当部長会にて口頭で依頼を実施したのち、正式な書面を準備し、回答を依頼した。また、必要に応じて個別に説明会を実施した。


許諾依頼の詳細は「6.3 

	データ公開に向けての利用許諾
」に示す。

	4
	利用規約の確認
	本実証では、特に理由がない限り7つの実証で共通の利用規約を採用した。利用規約については「6.2 利用規約」に示す。


データ収集は、事業継続を考慮し、極力自動更新が可能なしくみを採用した。更新における課題と対応策については「6.4 

	データ公開に際しての懸念事項と要望
」に示す。


6.2. 利用規約

本実証では、特に理由がない限り7つの実証で共通の利用規約である「オープンデータ・アプリコンテストで利用可能なデータの利用規約」を採用した。利用規約の本文を表 117に示す。
表 117　オープンデータ・アプリコンテストで利用可能なデータの利用規約
	オープンデータ・アプリコンテストの各実証実験で提供しているAPIで利用可能なデータ（以下「対象データ」といいます。）は、以下の第１条から第４条までに示す条件の下、自由に利用できます。

第１条（著作権）

対象データの提供者が著作権を有する著作物の利用（複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻案等）については、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス
（以下「CCライセンス」という。）の表示2.1日本（CCライセンスに規定される著作権利用許諾条件を指す。）によるものとします。出典の表示方法については、表 118を参照してください。なお、数値データ、簡単な表・グラフ等のデータは著作権の対象ではありませんので、これらの対象データについてはCCライセンスの適用はなく、自由に利用できます。

第２条（第三者の権利）

対象データの中に第三者が著作権その他の権利を有している場合があります。第三者が著作権を有している箇所や、第三者が著作権以外の権利（例：写真につき肖像権・パブリシティ権等）を有している対象データについては、権利処理済であることが明示されているものを除き、利用者の責任で、当該第三者から利用の許諾を得るものとします。

第３条（無保証）

対象データの内容については、その正確性・網羅性、特定の目的への適合性等一切の保証をしません。対象データを利用したことにより損害が生じても責任を負いません。また、オープンデータ・アプリコンテスト終了後、すべての対象データが継続的に利用できることを保証しません。

第４条（他のサイトの利用規約との関係）

対象データが、データ作成組織のサイトにおいても公開されている場合において、当該データ作成組織のサイトの利用規約と本利用規約が異なるときは、本利用規約が優先するものとします。

（利用に当たってのお願いと御注意）

· 御利用の際には、 CCライセンスの適用外の数値データ、簡単な表・グラフ等のデータについても、できれば、出所の表示をお願いします。

· 利用に当たっては、関連法令を遵守してください。


表 118　出典の表示方法

	このアプリケーションは、以下の著作物を改変して利用しています。

【データ作成組織】、【データタイトル】、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 表示 2.1 日本（http://creativecommons.org/licenses/by/2.1/jp/）、オープンデータ・アプリコンテスト利用規約（http://www.opendata.gr.jp/2013contest/terms/index.html#rules）


本実証において本利用規約に関連して考慮した内容を表 119に示す。

表 119　利用規約関連の考慮点

	
	考慮点
	対象データ
	考慮内容

	1
	写真等の肖像権
	観光情報
	著名な寺社仏閣の写真については肖像権があるため、画像はオープンデータ化の対象外とした。

	2
	正確性の無保証と免責
	全データ
	データ所有者は、データの誤り等により発生した事故の責任の所在について懸念を持つ。そのため、本利用規約により、データの無保証とデータ所有者の免責がうたわれている。

	3
	関連法令
	タクシー・プローブ
	本実証ではタクシー・プローブを処理し、「タクシー平均移動時間」を計算しているが、関連法令として、「道路交通法」が存在し、「特定交通情報提供事業」の届出制度というものがある。道路交通法では、「道路における交通の混雑の状態を予測する事業」及び「目的地に到達するまでに要する時間を予測する事業」を行う場合は、「特定交通情報提供事業」者として国家公安員会に届け出を行うとともに正確に適切に交通情報を提供し、交通の安全と円滑に資するよう配慮しなければならない義務を負う。本実証においては、本データを車にのる前や車を止めて利用するアプリケーションでの利用を想定しており、カーナビのようなドライバー向け情報提供は想定していないため、「特定交通情報提供事業」の届出は実施しないこととした。


6.3. データ公開に向けての利用許諾

本事業では、京都市都市計画局歩くまち京都推進室が中心となってデータ公開に向けての利用許諾の依頼を行い、日本IBMはそれを支援した。

データ利用許諾の対象組織と許諾結果を表 120に示す。
表 120　データ利用許諾の対象組織と許諾結果
	
	データ種別
	データタイトル
	対象組織（関連組織）
	許諾結果

	1
	観光情報
	公共施設情報
	京都市都市計画局歩くまち京都推進室
	データ公開について問題なし。

	2
	
	旅館情報
	京都府旅館ホテル生活衛生同業組合
	オフィシャル・ホームページのデータのオープンデータ化を依頼したが、利用者や活用方法が特定できない二次利用の許可に難色を示す。京都市が継続して許諾に向けて説明中（2014年3月時点）。

	3
	
	物産店情報
	京都物産出品協会
	

	4
	
	観光施設情報
	京都市産業観光局観光MICE推進室（寺社仏閣）
	· MICE推進室所管の「京都観光Navi」
からデータの提供を受けた。

· 寺社仏閣の情報については、別途説明文とともに利用許諾をいただいた。一部の寺社仏閣からはデータ公開の許諾を得られなかった。

	5
	
	アクセシビリティ
情報
	京都市保健福祉局障害保健福祉推進室（公益社団法人身体障害者団体連合会）
	京都市所管の施設についてはデータ公開の許諾を得た。

	6
	モビリティ
情報
	系統情報
（京都市バス）
	京都市交通局自動車部
	バスの運行に関連する管理情報（乗務員コードや車番、系統コード、など）は公開しないことを条件にデータ公開の許諾を得た。

	7
	
	時刻表情報
（京都市バス）
	
	

	8
	
	バス停位置情報
（京都市バス）
	
	

	9
	
	路線情報
（京都市営地下鉄）
	京都市交通局高速鉄道部
	データ公開について問題なし。

	10
	
	時刻表情報
（京都市営地下鉄）
	
	

	11
	
	地下鉄位置情報
（京都市営地下鉄）
	
	

	12
	
	公営駐車場情報
	京都市建設局自転車政策課（一般財団法人都市整備公社）
	下記の懸念はあるがデータ公開を許諾する。

1. データを公開することで問い合わせが増加するのではないか。

2. 最新の駐車場情報が反映されるか。

	13
	
	民間駐車場情報
	三井不動産リアリティ
	データ公開について問題なし。

	14
	
	民間駐輪場情報
	まちかどミナポート
	データ公開について問題なし。

	15
	
	レンタサイクル情報
	
	

	16
	
	バス・プローブ
	京都市交通局自動車部
	管理情報に相当するため許諾は得られず。

	17
	
	バス平均移動時間
	
	データ公開について問題なし。

	18
	
	タクシー・プローブ
	MKタクシー、キャビック、高速タクシー
	利用者や活用方法が特定できない二次利用の許可に難色を示す。

	19
	
	タクシー
平均移動時間
	
	データ公開について問題なし。

	20
	防災情報
	避難所情報
	京都市行財政局防災危機管理室
	データ作成や更新を市の職員が実施しており、データの正確性について保証できないが、データ公開について問題なし。

	21
	
	広域避難場所情報
	
	

	22
	
	避難救助拠点情報
	
	

	23
	
	災害時
帰宅支援
ステーション
	
	


6.4. データ公開に際しての懸念事項と要望

データ公開に向けての利用許諾を得るにあたって、データ所有者からいただいた懸念事項や要望について表 121に示す。

表 121　データ公開に際しての懸念事項と要望
	
	データ所有者
	対象データ
	懸念事項
	要望

	1
	京都市各部局全般
	全データ
	データの誤り等により発生した事故の責任の所在はどうなるか不安である。
	ホームページに最新情報を公開しているため、自動更新されるしくみがあるとよい。

	2
	京都府旅館ホテル生活衛生同業組合
	旅館情報
	利用者や活用方法が特定できないことが不安である。
	-

	3
	京都物産出品協会
	物産店情報
	利用者や活用方法が特定できないことが不安である。
	-

	4
	寺社仏閣
	観光施設情報
	利用者や活用方法が特定できないことが不安である。
	「京都観光Navi」のデータが古いため、修正文を添付するので修正してほしい。

	5
	京都市交通局自動車部
	系統情報、
時刻表情報、
バス停位置情報（京都市バス）
	データの誤り等により発生した事故の責任の所在はどうなるか不安である。
	バスの運行に関連する管理情報（乗務員コードや車番、系統コード、など）は公開しないでほしい。

	6
	一般財団法人都市整備公社
	公営駐車場情報
	データを公開することで問い合わせが増加するのではないか。
	ホームページに最新情報を公開しているため、自動更新されるしくみがあるとよい。


上記の懸念事項と要望に対する解決策を表 122に示す。

表 122　懸念事項及び要望に対する解決策
	
	懸念事項及び要望
	解決策

	1
	データの誤り等により発生した事故の責任の所在はどうなるか不安である。
	「表 119　利用規約関連の考慮点」の「第３条（無保証）」に記載されているデータの無保証とデータ所有者の免責にて回避する。

	2
	ホームページに最新情報を公開しているため、自動更新されるしくみがあるとよい。
	ホームページを定期的にクローリングし、データが自動更新される方式を採用する。

	3
	利用者や活用方法が特定できないことが不安である。
	Web APIに認証のしくみを採用し、アクセス権限発行を申請ベースで行う方式を採用する。

	4
	「京都観光Navi」のデータが古いため、修正文を添付するので修正してほしい。
	「京都観光Navi」を所管するMICE推進室と情報を共有し、修正を実施する。

	5
	データを公開することで問い合わせが増加するのではないか。
	問い合わせが発生しないようにわかりやすいデータの公開を心がける。

	6
	バスの運行に関連する管理情報（乗務員コードや車番、系統コード、など）は公開しないでほしい。
	機密情報にあたる管理情報ついては公開しない。


7. 継続運用・普及に係る計画

本章では、継続運用計画、及び普及に係る計画について記述する。
7.1. 継続運用計画
京都市では、「歩くまち京都」の実現に向け観光客や市民への「公共交通利用促進」及び「歩いて楽しむまち」を目指し乗り換え案内や観光案内のナビゲーションシステムをリリースしているが、今回のオープン・データ実証事業での成果を通じ更なる拡充と利用促進を期待しており今後の継続運用に向けた検討を実施した。その検討項目と内容実施日を表 123に示す。

表 123　継続運用4者（京都市、ASTEM、ジョルダン、IBM、以下4者）協議での検討内容

	検討項目
	4者協議での検討内容
	実施日

	「提供サービスと顧客の検討」について
	モビリティ情報、観光情報、防災情報について、対象ユーザーとサービスについて検討した。
	2013/10/11　京都市役所

2013/10/24　京都市役所

	「情報流通連携基盤継続における課題の抽出」について
	市及び公共データの属性(有償・無償/ 要許諾/品質など)の整理及び基盤継続運用のための必要要件について検討した。
	2013/11/01　IBM京都事業所
2013/11/22　京都市役所
2013/11/28　IBM東京事業所
2013/11/29　京都市役所

2013/12/04　IBM五条事業所

	「課題解決に向けた方針検討」について
	抽出された課題に対し解決策の検討と今後の方向性（事業内容・スケジュールなど）を検討した。
	2013/12/05　京都市役所

2013/12/20　京都市役所
2014/01/29　IBM豊洲事業所

	「今後の概要スケジュール」について
	（継続方針に沿って、今後の概要スケジュールを検討中）
	2014/02/21　京都市役所


7.1.1. 提供サービスと対象顧客の検討


情報流通連携基盤によりオープン化されたデータを活用する実証用アプリケーション開発にあたり、ユーザーとしての顧客を想定し、オープン・データを活用しどのような情報サービスを提供すれば継続利用を促すことになるかについて検討した。アプリケーション・サービスの仕様は「3.4.2

 REF _Ref382912676 \h 
アプリケーション・サービスの仕様」を参照すること。

(1) 観光情報について

訪れる観光客への公共交通利用による満足度向上とリピート化促進から、観光客に対し知名度は低いがルート上に存在する魅力的な観光地の情報を提供することが継続利用を促すと考える。また、高齢者・障がい者・小さな子供連れの母親・妊婦等の観光客の促進の観点からアクセシビリティ情報の検索・地図上へ表示するサービスを提供することが継続利用を促すと考える。

(2) モビリティ情報について
公共交通利用率の向上を促すため、郊外から自家用車により入京するドライバーを顧客とし、自家用車による経路情報・所要時間と、駐車場の満空情報を表示するサービスを提供することが継続利用を促すと考える。
(3) 防災情報について
土地や地理に不慣れな観光客への避難誘導による安心安全を図るため、災害時における被災者（観光客、地域住民）を顧客とし、避難所情報
の地図上への表示とナビゲーション・サービスを提供することが継続利用を促すと考える。
7.1.2. 継続運用における課題
今回、本実証用に開発したアプリケーションを京都市が開発した「歩くまち京都」モバイル・アプリケーション（正式名称はバス・鉄道乗換案内システム「歩くまち京都」）として正式に採用され、今後リリースされることを継続運用の基本方針案とする。
継続運用計画策定に向けては、京都市が中心となり、京都コンソーシアムにて継続運用するための事業という観点から課題を抽出した。
7.1.2.1. 京都市役所が管理するオープン・データ継続提供に関する課題
実証実験では、京都市が保有する公共交通情報、寺社仏閣情報を含む観光情報、アクセシビリティ情報、避難所情報などのデータについて、京都市の協力の下でデータを公開した。今後、これらのデータ公開を継続提供するために各データを保有及び管理する原課間の連携とともにデータ品質の維持及び向上のためのプロセスや利用についてのルール作りが課題となる。
7.1.2.2. 民間が管理するオープン・データ継続提供に関する課題
(1) タクシー・プローブ情報の継続提供と提供会社の拡張

実証実験では、一部の民間のタクシー会社からタクシー・プローブ情報の提供を有償で受け、実証環境で検証を実施した。継続運用に関しては、精度向上のために更に多くのタクシー会社からのデータ提供依頼とそれにともなう費用の扱いが今後の検討課題になる。
(2) 駐車場満空情報の継続提供

実証実験では、一部の民間の駐車場会社から駐車場満空情報の提供を受けて実証環境で検証を実施した。パークアンドライド促進による観光と公共交通利用促進のために継続してデータを提供してもらうことが必要であり情報を提供する駐車場管理会社数を拡張していくことも、今後の検討課題である。
7.1.2.3. 情報流通連携基盤及びアプリの維持運用に関する課題

(1) 標準API（RDF）仕様への対応

「歩くまち京都」モバイル・アプリケーションへ今回開発したアプリケーションを組み込む際、観光情報等標準API仕様に対応することが必要である。
(2) Android版の追加開発

「利用顧客を増やすためにはAndroid版の追加開発が望ましい」との意見があり今後の課題である。
(3) IBM開発アプリの権利処理

システム移行及び継続運用にあたり実証事業で利用したIBMソフトウェア製品の権利処理（権利関係）や保守について検討することが必要である。
(4) モバイル・アプリケーションの継続運用

モバイル・アプリケーションのバージョンアップ対応や、対象顧客からのニーズ・要請に基づくバージョンアップ対応など、アプリケーションの継続的な保守運用作業を実施することが必要である。さらに顧客であるユーザーが継続してアクセスするような魅力的なコンテンツの継続的な企画開発が重要である。
7.1.2.4. 事業としての継続性の課題

実証実験終了後、民間にて提供サービスを継続運用するためには、直近の収益性と将来の事業性を含めた継続運用実施判断が必要となる。そのためには「歩くまち京都」モバイル・アプリケーションを事業運営する京都コンソーシアムと、どのように事業化を進めていくかについて、さらに深堀した検討が必要である。
今回、4者協議では、来年度には本実証で作成されたアプリケーションが本番運用として実装され、現行の「歩くまち京都」モバイル・アプリケーションがバージョンアップされる形でリリースされる方向性を4者にて合意したが、実証実験終了後、実用化されるまでの間を事業化準備期間と設定し、その期間中課題解決に向けて以下の活動を継続する。

(1) 事業化準備期間中の情報流通連携基盤及びアプリの維持運用
実証実験期間終了後の事業化準備期間中は事業収益が発生しないため、維持運用コスト負担が必要である。

(2) 事業化プランの作成
今回のアプリケーション評価などを加味し、事業主体が事業化するためのプラン作成が必要である。実証段階で検証されたサービス評価結果などを基に、新たなサービス事業化によって将来の期待収益を想定しこれを基に事業化プランの作成が必要となる。

(3) 事業化プランの具体化と諸活動の実施
事業プランを具体化し、事業開始に向けた諸活動の実施が必要となる。

7.1.3. 継続方針と今後のプラン


情報流通連携基盤を継続運用していくための継続方針案と今後のプランを表 124に示す。

表 124　課題に対する継続方針案と今後のプラン
	課題領域
	課題
	継続方針
	今後のプラン

	京都市役所が管理するオープン・データ継続提供に関する課題
	京都市役所内の各データ管理部門の連携とオープン・データ化するためのプロセス明確化及び更新など運用ルール等の明確化
	京都市役所オープン・データ化を推進する
	庁内の推進体制設置と展開


	民間が管理するオープン・データ継続提供に関する課題
	タクシー・プローブ情報の継続提供と提供会社の拡張
	継続提供する

提供会社を拡張する
	民間企業への協力要請

	
	駐車場満空情報の継続提供と提供会社の拡張
	
	

	情報流通連携基盤及びアプリの維持運用に関する課題
	観光情報等標準APIの搭載
	搭載する
	京都市、ASTEM、ジョルダンとIBMの4者で

財源確保のための提案体制計画の策定と合意

	
	Android版の追加開発
	Android版は必要性を見極め判断する
	

	
	モバイル・アプリケーションの継続運用
	継続運用する
	

	事業としての継続性の課題
	事業化準備期間中の情報流通連携基盤及びアプリの維持運用コスト
	維持運用する
	京都市、ASTEM、ジョルダンとIBMの4者で

事業化の検討推進

平成26年4月から（6～9ヶ月間）


	
	事業化プランの作成
	連携して作成する
	

	
	事業化プランの具体化と諸活動の実施
	実施する
	


7.2. 普及に係る計画
観光都市の課題として、「過度に自動車に頼る状態」から「公共交通機関への乗り換え」を促すモビリティ・マネジメントの推進施策に力を入れている地方公共団体に対し、本実証で構築した観光情報流通連携基盤システムの普及の対象候補となると想定した4つの地方公共団体に対して、京都市での成果の紹介をし、普及についての検討をした。
7.2.1. 普及に係る計画の状況

現在、以下の地方公共団体に成果の紹介をし、普及について検討した。
7.2.1.1. A市への展開状況（人口：約80万人）
A市では、自家用車利用率（依存度）が進み　公共交通利用（バスなど）が減少しており、今後の公共交通政策（バス路線の維持や中山間部での路線廃止など）への影響が出ている。観光客に紹介すべき観光資源は数多くあるもののこれらの情報を周知伝達する方法に課題がある。今後、観光客向けに観光データの整理をしていきたいと考えている。京都市での成果に対する関心は高く、観光客や市民に対し、電車の遅れを察知してバスを遅らせるなどの仕組みの必要性や、市民にとってのメリットを追求する必要があると考えている。

京都の成果をベースに、話を進めていくことで、展開が進むものと考える。

7.2.1.2. B市への展開状況（人口：約120万人）
B市は、路面電車など都市交通のインフラ整備の取り組みは進んでいる一方で、自家用車依存度が高いため、公共交通利用度の向上の課題を持つ。また、この都市を観光も含めてさらに魅力的なものに育てていきたい思いがあった。京都市のオープン・データを活用した情報発信の仕組みや、高度なナビゲーションシステムに興味を持ち、今後、情報交換していきたい意向が確認できている。引き続き情報交換を進めるとともに、より具体的な展開が期待されると考える。

7.2.1.3. C市への展開状況（人口：約230万人）
C市は、交通局が京都と同様の公共交通における交通問題をかかえている点と、市民や観光客向けの交通・観光に関する情報発信力の弱さをが課題であった。情報発信力を強化する目標に向けて、京都市のオープン・データを活用した情報発信の仕組みや高度なナビゲーションの仕組みをお知らせしたところ、今後のために京都市に直接話を聞きにいったほど関心が高い地方公共団体である。より便利な公共交通や自家用車依存度の脱却を目指し、京都事例をベースにした解決策の検討をすすめていくことで、展開が期待されると考える。

7.2.1.4. D市への展開状況（人口：約100万人）
D市は、3.11の震災により大きな影響をうけた地方公共団体である。交通面では、全体的な渋滞率が減少傾向にあるものの、今後、成長する国際会議開催や大型イベント時の移動の際の混雑を緩和する手段として、高度なナビゲーションの仕組みの必要性がでてきており、今回の成果が活かせると考える。また、被災地からの復興として観光客の招致による経済波及効果の拡大が地域の課題でもある。地域観光資源の紹介に、京都市のオープン・データを活用した情報発信の仕組みや、避難所ナビゲーションによる安心安全の提供も、観光客の招致につなげていくことで、展開が期待されると考える。

7.2.2. 普及に係る計画
普及に係る計画として、7.2.1で紹介したA～D市の地方公共団体に対する計画と、新たな地方公共団体への展開計画を以下に述べる。

但し、これらの計画を推進するにあたり、推進体制の決定や実施予算の確保など具体的に実行できる方策を検討する過程で、制約がでてきた場合は、実行に至らないことも想定される。

7.2.2.1. A～D市の地方公共団体に対する展開計画

A～D市については、既に紹介を実施し、展開が期待されるため、今後の具体化に向けて、以下を計画とする。

1 平成27年度の予算化に向けた活動を実施する（平成26年4～6月）

2 地方公共団体とともに検討準備会を立ち上げ、検討を開始する（平成26年4～6月）

3 地域交通検討組織との連携関係を樹立し、提案に向けた調整を開始する（平成26年7～12月）

7.2.2.2. 新たな地方公共団体への展開計画
新たな地方公共団体への展開に向けて、以下の広告宣伝を計画とする。

1 京都市での実証事業の実績の公開などを検討し実施する（平成26年4～6月）

2 地方公共団体向けの広告宣伝の実施などを検討し実施する（平成26年7～9月）

3 地方公共団体向けセミナー等での事例紹介や講演活動などを検討し実施する（平成26年10～12月）

4 地方公共団体間での情報交換会での事例紹介や講演活動などを検討し実施する（平成26年4月～9月）
8. 検討会への協力
本実証で得られた成果・課題等について、オープンデータ流通推進コンソーシアムの各委員会に対して、以下のとおり協力を行った。

(1) 外部仕様書に対する評価や留意点に関して、「技術委員会」にフィードバックを行った（平成25年11月20日及び平成26年2月20日の2回実施）。外部仕様書に関するコメントを以下に示す。
(1) 標準APIについて
1 イベント情報の結果は、発生時刻が新しい順番に配列として返す仕様とするのがクライアント側で扱いやすいためよい。
2 ある地点から半径を指定して地物を検索した結果は、中心地点から近い順番に配列として返す仕様がクライアント側で扱いやすいためよい。
(2) データ規格について

1 ug:Categoryは地物を意味するが、ug:Featureの方がわかりやすい。ug:CategoryをsameAsとする。
2 ugのクラスに市役所、町役場、宗教施設を追加するとよい。
3 アクセシビリティ情報にオストメイトがあるとよい。
4 イベント（ev）クラスに口コミ情報を追加するとよい。
5 ugx:Carはputi:Carとしたいがputiは公共交通の意味なので上位の名前空間が必要となる。
6 uc:ownerの説明は「主語のucode に関連する情報の管理者」という表現がよい。
7 ugx:facilityIdはdc:identifierでよい。
(2) 本実証を通じて得られた観光情報等のデータガバナンスに対する課題について、「データガバナンス委員会」からの要請があり次第、フィードバックを行うこととした。

(3) 本実証を通して得られた観光情報等のうち、観光情報等標準APIを介して一般に公開しているデータについて、「利活用・普及委員会」に提供した。

(4) 本実証の成果について、主管課の指示に従い、「利活用・普及委員会」からの要請があり次第、報告を行うこととした。
9. まとめ
本実証では、国際観光都市である京都において、社会課題となっている地域住民、及び観光客の移動の利便性向上に着目し、プローブ情報や避難所情報を含む観光情報等の効果的な利活用の実現に向け、それらのデータを標準API規格に従って処理する観光情報流通連携基盤を構築し、実証を行った。本章では、その結果についてまとめる。
(1) 観光情報等の提供の仕組み

本実証事業では、観光情報等をオープンデータとして流通させるための観光情報等標準API規格を策定し、それに従って観光情報流通連携基盤を構築した。もともと、公共性の高い観光に有用なデータは、観光地である地方公共団体が大量に保有しているが、データ形式に統一性が無く、部署ごとにフォーマットが異なるため、いざ使おうとした時に機械判読が困難で、人手を介して再入力する必要がある等、情報の収集や整理に多くの時間が必要とされるケースが発生する等の問題があった。今回、観光情報等におけるデータ規格を整備したことで、フォーマットが統一され、データが管理、および利用されやすい仕組みとなり、活発なデータの二次利用を促進するに至った。短期間にも関わらず、アプリコンテストにおいて多数の応募があったことは、データが整備されて利用しやすくなったことを示しており、さらに、オープンデータの組み合わせにより新たなサービスの創出を促すことができたことを示している。

(2) 観光都市が抱える社会課題解決へ寄与するアプリケーション
本実証では、京都市が掲げる「歩くまち京都」の施策に寄与することを目指し、観光情報サービス、モビリティ情報サービス、観光ナビゲーション・サービス、避難所ナビゲーション・サービスの4つのアプリケーション・サービスを提供するモバイル・アプリケーションを開発した。
観光情報サービスでは、特定の観光施設に対応する口コミを投稿または表示する機能を提供した。これによりユーザーは自身の興味のある施設に対する口コミだけを表示することが可能となり、またユーザー間の情報共有が促進されることで、結果として観光客の利便性が向上することが可能となった。
モビリティ情報サービスでは、ある地点から目的地までの自家用車利用を含む経路情報を提供した。京都市のような都市型観光地では、多くの観光客が訪問するとともに、都市として多くの地域住民を抱えているため、郊外からの車、レンタカー、地域住民の自家用車等による道路渋滞が発生し、バス、タクシー等の公共交通が影響を受け、快適な観光の妨げとなっている。この状況に対する解決策として、公共交通機関の経路情報及び渋滞等の交通状況を考慮した経路探索結果を用いて、自家用車を利用した場合の経路情報と移動時間情報を提供した。また、自家用車を駐車して公共交通機関に乗り換える際の、利用すべき駐車場とその満空情報を提供した。その結果、自家用車を利用しようと考えているユーザーが公共交通機関を使って移動するといったモーダルシフトを促すことが可能となった。

観光ナビゲーション・サービスでは、観光情報サービスにより提供される観光施設までの経路とあわせて、付近のアクセシビリティ情報を表示する機能を提供した。京都市のような都市型観光地を訪れる観光客の中には、高齢者、障がい者、小さな子供連れ、妊婦等も含まれるが、それらの人々のための情報が十分に提供されているとは言い難い状況にある。この状況に対する解決策として、観光目的地までの道のりにおける、障がい者用トイレやエレベーター等のアクセシビリティ情報を提供した。その結果、高齢者、障がい者、小さな子供連れ、妊婦等を含む観光客の利便性を向上することができた。

避難所ナビゲーション・サービスでは、京都市の避難所情報を提供した。京都市のような都市型観光地では、災害時に地の利のない観光客をどのように避難誘導するかという課題があった。この状況に対する解決策として、最寄りの避難所を検索し、地図上に表示する機能を提供した。また、現在地点から選択した避難所までの徒歩を想定した経路情報を表示する機能を提供した。その結果、避難所へのナビゲーションを適切に行い、災害時の迅速、適確な避難を促す仕組みが整った。
アンケートの結果から、本実証で開発したアプリケーションが、観光都市が抱える市街地中心部における交通渋滞の緩和や、観光の充実、災害時の避難所誘導等に一定の寄与を示すことがわかった。

(3) データの公開

本実証では、京都市や民間企業の協力を得て、地方公共団体及び民間が所有する公共性の高い観光情報、モビリティ情報及び防災情報の公開を実現した。データ公開に当たっては、以下の課題が明らかになった。
1つ目は、地方公共団体が保有するデータを公開するに当たり、部署間の調整に多大なる時間を要することである。これは主にデータが不正に使用されることを発端とした苦情対応などを懸念してのことであり、特に、既にホームページ等で公開されているデータに関してまで、データの「オープン化」という言葉には過剰に反応する傾向があった。データ公開に向けては事前に十分に協議する準備期間が必要と言えよう。

2つ目は、公開されたデータがもともと誰から提供されたものであり、責任の所在はどこにあるのかといった、データの信頼性についてである。地方公共団体や企業等がオープンデータとして登録をする場合には、誰が登録したものかを記録するというルール作りが必要であろう。また、口コミ等、一般人が登録したデータをオープンにする際には、投稿者の評価を併せて提供するなどし、データの信頼性向上に向けた仕組みが必要となる。

3つ目は、個人情報やプライバシーへの配慮である。例えば、バスやタクシーのプローブ情報は、乗客にとってみれば追跡可能な情報であり、利用の仕方によってはプライバシーを侵害する可能性が懸念される。また、本実証ではオープン化の対象となっていないが、「歩くまち京都」アプリケーションのように、昨今のモバイルアプリは同意を得て利用者の位置情報を取得する仕組みが実装されており、万一これらをオープンデータとして活用する場合には特段の配慮が必要となるだろう。

4つ目は、民間企業が保有するデータをオープン化する際には、ビジネスメリットの訴求が必要なことである。今回、実証実験ということで民間のタクシー会社からデータ提供の協力をいただくことができたが、実際には、民間企業がデータを公開するにあたってのビジネスメリットが必要となる。本実証にて開発したモビリティ情報サービスを例にとれば、バスの待ち時間が長い場合に経路探索結果の画面にタクシーを呼ぶアイコンを追加するなどの対応が考えられよう。重要なことは、データを公開しただけではビジネスメリットは得られず、データが活用されて初めて新たな価値が創造されるということである。つまり、民間企業にオープンデータの協力を依頼する際には、オープン化の先にあるメリットをいかに訴求できるかということが重要である。そのためには、データを公開した上で、アプリケーションが活発に開発され、新たなサービスが生み出される環境づくりが必要ではないだろうか。

5つ目は、民間企業等が保有するデータをオープンデータとして情報流通連携基盤に格納する際の対応コストである。今回、民間企業が保有するデータを利用するにあたり、サーバー間でのデータ送受信を必要としたが、その際にかかる作業にコストが発生した。しかも、当然ながら企業ごとにシステムは違うため、企業の数だけコストが増大することになる。このコストに対する対応方法の検討は、今後のオープンデータ普及において考慮しなければならない課題である。4つ目に挙げたビジネスメリットの訴求ができるようであれば、民間企業側の投資によって実現される可能性もあるだろう。

(4) 継続運用・普及に係る計画
本実証では、京都市が掲げる「歩くまち京都」のさらなる実現に向け、本実証で構築した観光情報流通連携基盤とアプリケーションの継続運用及び普及に係る展開の計画について検討を行った。この結果、これらの計画を推進するに当たってのビジネス、運用、コスト等の課題を洗い出すことができたことは、今後、国や地方公共団体によるオープンデータ推進の取り組み向けた考慮点を示せたと言えよう。なお、京都市との継続運用についての協議は続いており、継続運用実現に向けて推進しているところである。
参考資料1．アプリコンテストに応募されたアプリケーション詳細

アプリコンテストにて、「観光実証」に応募されたアプリケーションの詳細とアプリケーション・イメージを以下に記述する。

(1)  Near Air
表 125　「Near Air」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	iOS 4.3もしくはそれ以降

	アプリケーションのURL
	https://itunes.apple.com/app/near-air/id453976042 

	アプリケーション概要
	近くの様子を簡単に知ることができるアプリ。あらかじめ位置に関する情報をネット上から集めることで実現しています（現在ツイッター情報、ニュース、地震情報を集中・抽出中。GPS情報がない場合もテキスト解析でGPSタグ付け）。

	特にPRしたい点
	今回、オープンデータ一部を取得し、データ化した。将来はキーワード検索、ユーザーの状態による最適な情報提供機能の追加等を考えています。近隣のオープンデータにもっとも簡単にアクセスできるアプリを目指します。

	使用しているオープンデータ
	観光情報、防災情報
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図 204　「Near Air」アプリケーション・イメージ

(2)  はんなり散歩-ガイドマップに乗ってない名所-

表 126　「はんなり散歩-ガイドマップに乗ってない名所-」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Safari

	アプリケーションのURL
	https://appsto.re/jp/epcGW.i

	アプリケーション概要
	京都市の観光名所のナビゲーションアプリです。定番の観光名所一覧の他、ユーザーの皆さんから自分の気に入った場所を投稿してもらい、ガイドブックに乗らないオリジナルマップを提供していく試作を導入しています。万歩計機能も搭載しているので、より快適に、健康的にお散歩を楽しめます。観光客や地元住民の方に、京都の町歩きが充実したものとなるお手伝いが出来ればと思っております。

	特にPRしたい点
	全体的に京都の町歩きを意識して企画を構成しています。機能はシンプルでありながら、持ち運んで使うというスマートフォンの強みを活かし、面白い位置情報の使い方を行っています。アプリ概要でも記した、現在地から緯度経度を取得し、番地に変換する機能や万歩計の他、iOS7での最新技術であるiBeaconを使い、任意の地点（観光名所やお店）に近付くとアプリがお知らせを届ける機能をつけています。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報）
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図 205　「はんなり散歩-ガイドマップに乗ってない名所-」アプリケーション・イメージ

(3)  京都観光 ～行こナビ OPEN DATA～

表 127　「京都観光 ～行こナビ OPEN DATA～」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Webアプリ(IE 8.0以上、Chrome 21.0以上、Firefox 20.0以上、Safari 5以上)

	アプリケーションのURL
	http://open-ikonavi.litcity.ne.jp/ 

	アプリケーション概要
	スマートフォンで現在位置から最寄りの観光施設等を検索し、目的地の紹介文・写真・住所・連絡先等の詳細情報を表示し、目的地までの経路や付近の地図を表示します。また、選択した目的地から最寄りの観光施設等を提案し、効率のよい観光旅行の手助けをするスマートフォンに最適化されたWebアプリです。

	特にPRしたい点
	お手持ちのスマートフォンにアプリをインストールすることなく、手軽に使える観光情報案内Webアプリです。今回、OPEN DATAを使用するにあたって、情報量がアップし、さらに利便性が高くなりました。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（物産店情報、飲食店情報、観光施設情報）
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図 206　「京都観光 ～行こナビ OPEN DATA～」アプリケーション・イメージ

(4)  ご当地なび
表 128　「ご当地なび」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	iOS 6.0以上、Android4.0以上

	アプリケーションのURL
	iOS　https://itunes.apple.com/jp/app/id398326620?mt=8 

Android　 https://play.google.com/store/apps/details?id=net.flowertourism.itournavi&hl=ja 

	アプリケーション概要
	以下の機能を持つ。

1) 京都エリアの防災情報（避難所、広域避難場所、避難救助拠点、災害時帰宅支援ステーション）表示

2) 現在地から最寄りの避難所や帰宅ステーションを見つけ、初めての人でもスムーズに目標へ誘導。Googleストリートビューで目標をビジュアルで分かり易く見せ、より高い安心感を持って移動できる。
3) 地図をピンチすることで、京都エリアの全ての防災情報の詳細を把握できる。

	特にPRしたい点
	· 京都市の防災情報のオープンデータとGoogleストリートビューの写真を連携させてビジュアル化をはかることで、安心感や信頼度の高い情報を実現している。
· 現在地からの検索では、今咲いている花情報、観光情報、バリアフリー情報、緊急医療機関情報等と併せて防災情報を見ることができるので、防災意識を高めることができる。

	使用しているオープンデータ
	防災情報
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図 207　「ご当地なび」アプリケーション・イメージ

(5)  京都はんなりガイド
表 129　「京都はんなりガイド」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	iOS6、7

	アプリケーションのURL
	インストーラ提供

	アプリケーション概要
	「京都はんなりガイド」アプリは、京都市の公開された街情報（観光・公共施設・花なび様提供コンテンツ）、防災情報、交通情報を、リスト/マップ形式で提供するiOS専用のアプリケーションです。ルート検索やトピック別検索機能も利用できます。

	特にPRしたい点
	本アプリは、既にリリース中の「大崎市ワンスストップアプリ」(https://itunes.apple.com/jp/app/da-qi-shiwansutoppuapuri/id784477364?mt=8 )をベースに京都バージョンに改訂したものです。このため、同様な形式でデータが公開された場合、他地域でも展開可能な、拡張性の高いアプリとなっております。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（公共施設情報、観光施設情報、「花なび」京都の今咲いている花情報、「花なび」京都のおすすめ情報）、、モビリティ情報（公営駐車場、駐輪場情報、バス停位置情報（京都市バス）、地下鉄位置情報（京都市営地下鉄））防災情報（避難所情報、広域避難場所情報、避難救助拠点情報、災害時帰宅支援ステーション）
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図 208　「京都はんなりガイド」アプリケーション・イメージ

(6)  なびほ
表 130　「なびほ」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Internet Explorer10、Google Chrome(32.0.1700.107)、Firefox

	アプリケーションのURL
	http://cc-lab.sakura.ne.jp/app/032/ 

	アプリケーション概要
	地震や大雨、大雪の災害時等公共交通機関が利用できず徒歩で移動することを余儀なくされるような状況に備え、予め安心で安全な帰宅ルートを作成できるサービス。

	特にPRしたい点
	· できる限りクリックのみで操作を完了できるようにした。
· 最終的なアウトプットを「印刷」にし、災害当日にネットがつながらなくても問題ないようにした。
· 会員登録は行わず誰でも気軽に利用を可能にした。

	使用しているオープンデータ
	防災情報（災害時帰宅支援ステーション）
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図 209　「なびほ」アプリケーション・イメージ

(7)  京都観光MAP
表 131　「京都観光MAP」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	AndroidOS4.0以上

	アプリケーションのURL
	https://dl.dropboxusercontent.com/u/17785266/walkingmapkyoto.apk 

	アプリケーション概要
	「京都観光MAP」は、京都の観光地を調べられる観光地検索アプリです。京都の観光地をキーワードから検索、一覧から検索、現在地から検索することができます。また、観光地に近づいた際にアプリからユーザーにその旨を通知する、ガイド通知機能も備えています。

	特にPRしたい点
	本アプリケーションはガイド通知という機能を備えています。本機能は、一定時間ごとに観光地の位置情報を取得して保存、それを元に地図上にジオフェンスという仮想的なエリアを配置します。ユーザーがそのエリアに入った際に、近くに観光地があることを通知します。ジオフェンスについてはAndroidのLocation APIを利用して実現しています。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報）
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図 210　「京都観光MAP」アプリケーション・イメージ

(8)  京都LifeMap
表 132　「京都LifeMap」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	iOS7.0以上

	アプリケーションのURL
	https://itunes.apple.com/jp/app/id811756607?mt=8 

	アプリケーション概要
	京都市の観光や日常生活に便利な地図アプリです。神社仏閣やバス停等の観光情報のほか、コンビニ・病院・100円ショップ・避難所等、生活に便利な施設を多様な検索手段で探すことができます。位置情報のSNS連携、メール送信、訪問予定のカレンダー登録ができます。他社製の地図・ナビゲーションアプリとの連携機能により、徒歩・公共交通・自動車の経路検索も簡単で、施設に迷うこと無く辿り着けます。

	特にPRしたい点
	(1) 実証実験で提供されたAPIと民間企業提供のAPI・SDKを複合的に活用したマッシュアップにより、幅広い情報と多彩な検索手段を提供。
(2) 京都市を訪れる観光客だけでなく京都市民の日常生活でも利用可能な実用性の高さ。
(3) 他社製アプリ経由でカーナビへの地点情報を送信して目的地設定が可能。周辺駐車場への誘導が簡単なので、パークアンドライドを推進でき、「歩くまち・京都」憲章の主旨にも符合。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（公共施設情報、観光施設情報）、モビリティ情報（公営駐車場、駐輪場情報、バス停位置情報、地下鉄位置情報）、防災情報（避難所情報、広域避難場所情報、避難救助拠点情報、災害時帰宅支援ステーション）
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図 211　「京都LifeMap」アプリケーション・イメージ

(9)  Kyoto Parking Map
表 133　「Kyoto Parking Map」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	iOS 7 以上

	アプリケーションのURL
	https://itunes.apple.com/us/app/kyoto-parking-map/id822916519?l=ja&ls=1&mt=8 

	アプリケーション概要
	京都市で公開されているオープンデータ実証実験でのデータを基に作成された、駐車場のナビゲーションアプリです。

	特にPRしたい点
	”情報はより用途を絞って検索されるべき”というポリシーに則り、限定された用途に限った利用を想定しています。技術的には他のデータを盛り込む事も可能ですが、あえて限定した用途でのアプリケーションを作成しました。その為、簡易ですが”誰にでも使える”アプリに仕上がっていると自負しています。

	使用しているオープンデータ
	モビリティ情報（公営駐車場、駐輪場情報）
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図 212　「Kyoto Parking Map」アプリケーション・イメージ

(10)  今日旅
表 134　「今日旅」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	GoogleChrome、Firefox

	アプリケーションのURL
	http://kyonavi.herokuapp.com/#

	アプリケーション概要
	京都が提供している旅行プランを自分の好みに合わせ変更し、経路を表示するアプリケーションです。いくつかの観光地を登録していくことで、観光ルートを決定します。観光ルートを元に印刷できるページを生成することができます。

	特にPRしたい点
	地図を見ながら行きたい場所をさらに追加することができる。提供された経路データの周りにある観光地を経路に追加することで、観光者がより多くの観光地を訪れると考えている。京都市が定めた「歩くまち・京都」憲章を達成することができる。また、このサービスには観光地情報が不可欠である。観光地情報がオープンデータになったことで地図上での選択が可能になった。

	使用しているオープンデータ
	観光情報


[image: image215.png]



図 213　「今日旅」アプリケーション・イメージ

(11)  瞬刊！イマココ新聞
表 135　「瞬刊！イマココ新聞」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Google Chrome/32.0.1700.107、Safari/8536.25等

	アプリケーションのURL
	http://imasin.com/ 

	アプリケーション概要
	画面のドラッグ＆タップの簡単操作で地域のニュースや話題等を見る事ができる。

	特にPRしたい点
	本アプリケーションの利用を通して、ツイッターで地域の事をつぶやく事がまちおこしの一助になることを実感できる。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報）
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図 214　「瞬刊！イマココ新聞」アプリケーション・イメージ

(12)  茶線
表 136　「茶線」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	FireFox、GoogleChrome

	アプリケーションのURL
	http://photolinekyoto.herokuapp.com 

	アプリケーション概要
	画像で観光ルートを選択するサービスです。最初に5個の観光地のなかから幾つかの場所を登録します。その後、他の写真を選択することで登録した場所周辺の観光地を表示します。なるべく近い場所を表示することで、徒歩でもいろいろな場所に行ける観光計画を立てられるようになっています。

	特にPRしたい点
	-

	使用しているオープンデータ
	観光情報
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図 215　「茶線」アプリケーション・イメージ

(13)  KYOTO Trip-Radar ～京都旅レーダー～
表 137　「KYOTO Trip-Radar ～京都旅レーダー～」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Android4.0以上

	アプリケーションのURL
	http://www.ideal-design.jp/smp_app/kyoto/kyoto_1.apk 

	アプリケーション概要
	レーダーのようなインターフェースで、ユーザーの現在地を元に、指定半径の東西南北に位置する観光施設及び交通拠点をプロットし、「歩く街京都」を感覚的に散策することができるアプリです。シンプルな操作性で、表示したい施設を簡単にON/OFFでき、レーダー上のプロットをクリックすると施設詳細が表示され、自分が取ったその写真を登録することもでき、後日、施設情報と共に自分の旅の思い出も振り返ることができます。

	特にPRしたい点
	観光施設の詳細画面では、近隣の「花なび」京都の今咲いている花情報を加えて表示することでタイムリーな近隣の開花の情報もユーザーに提供しています。観光客が災害時、GPSを利用し、近隣の避難施設、緊急時の帰宅支援ステーション等の防災情報を知ることができます。観光都市「京都」だからこそ観光客に防災情報を提供することは、地方公共団体の安全対策の一助となること、また観光客の非常時に有益と考えました。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報、「花なび」京都の今咲いている花情報（写真））、モビリティ情報（地下鉄位置情報（京都市営地下鉄）、バス停位置情報（京都市バス）、駐輪場情報、公営駐車場）、防災情報（避難所情報、広域避難場所情報、避難救助拠点情報、災害時帰宅支援ステーション）
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図 216　「KYOTO Trip-Radar ～京都旅レーダー～」アプリケーション・イメージ

(14)  京都市防災マップ
表 138　「京都市防災マップ」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Chrome 32、Firefox 26、Safari 7

	アプリケーションのURL
	http://kyoto-city.net/opendata/bousai-map/index.html 

	アプリケーション概要
	京都市の避難所の位置を地図に示したものです。

	特にPRしたい点
	見やすく、操作しやすいデザインしました。スマートフォンでも最適化して表示されます。

	使用しているオープンデータ
	防災情報（避難所情報、広域避難場所情報、避難救助拠点情報、災害時帰宅支援ステーション）
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図 217　「京都市防災マップ」アプリケーション・イメージ

(15)  京都探索 うらの細道
表 139　「京都探索 うらの細道」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Android 4.0 以上

	アプリケーションのURL
	https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.deltawing.NabiKyoto2_DW　

	アプリケーション概要
	オープン化された京都の観光施設情報を活用し、「自分の現在位置」から近隣の「観光場所・飲食店・お土産屋・寺社仏閣」情報をカテゴリ毎に地図上でピンを表示します。シンプルですが、人気の観光地である京都の旅行ガイドとして皆様により良い旅をしていただくためのツールとしてご活用ください。

	特にPRしたい点
	京都市からオープン化された観光情報を活用して、「歩くまち・京都」憲章を普及させるための第一歩として、京都観光客向けに、視覚的な表現方法として地図を活用しています。以下をアプリのねらいとしています。
· 目的地の方角・距離感が視覚的に分かる。
· 目的地途中の観光地・店を知り、立ち寄る。
現在のバージョンはコンテスト仕様として GPS 機能を擬似的に実装したものとしております。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報）
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図 218　「京都探索 うらの細道」アプリケーション・イメージ

(16)  Discover Kyoto
表 140　「Discover Kyoto」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Chrome 32、Firefox 26、Safari 7

	アプリケーションのURL
	http://kyoto-city.net/opendata/discover-kyoto/index.html

	アプリケーション概要
	京都市の寺社仏閣・観光施設の情報を施設名から検索できます。

	特にPRしたい点
	シンプルでわかりやすいインターフェース。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報）
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図 219　「Discover Kyoto」アプリケーション・イメージ

(17)  いま何分咲き？花アプリ
表 141　「いま何分咲き？花アプリ」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Android 4.0 以上

	アプリケーションのURL
	https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.deltawing.nabikyoto_dw 

	アプリケーション概要
	地元タクシードライバーの方々から投稿されるリアルタイムな開花情報を視覚的に地図上で写真を表示します。花見シーズンや紅葉シーズン四季に合わせて、ご活用ください。

	特にPRしたい点
	「花なび」様で更新されているデータを利用しています。
地図上に直接花の画像を表示することで、マップピンより視覚的に花の賑わいを表現することが出来ました。
花の鑑賞スポットは密集しやすいため、隣接する画像の表示レイアウト等を今後の課題としています。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（「花なび」京都の今咲いている花情報）
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図 220　「いま何分咲き？花アプリ」アプリケーション・イメージ

(18)  セーフティコンパスfor京都市
表 142　「セーフティコンパスfor京都市」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	iPhone iOS 7.0推奨

	アプリケーションのURL
	https://itunes.apple.com/jp/app/sefutikonpasufor-jing-dou/id823204945?mt=8 

	アプリケーション概要
	セーフティコンパスfor京都市は、コンパスと地図で「複数の」防災施設を「素早く」「見やすく」表示するナビゲーションアプリです。
· オフラインでもGPSと保存データによるナビゲーションが可能です。
· 京都市の避難所等の防災施設をユーザーに近い順番にわかりやすく表示します。複数の防災施設の位置関係がリアルタイムに判ります。
· 起動後、直ちにコンパスを表示します。

	特にPRしたい点
	· オフラインでもナビゲーションできるようにしました。
· 複数の防災施設の位置関係を見やすくするために工夫しました。
· コンパスと地図の連動を考えて、直感的でシンプルなUIと素早いレスポンスを目指しました。

	使用しているオープンデータ
	防災情報（避難所、広域避難場所、避難救助拠点、災害時帰宅支援ステーション）
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図 221　「セーフティコンパスfor京都市」アプリケーション・イメージ

(19)  キョートレーダー
表 143　「キョートレーダー」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Android 4.0以降搭載端末

	アプリケーションのURL
	インストーラ提供

	アプリケーション概要
	京都市の提供する観光・モビリティ・防災情報を現在地情報を元にレーダーに映し出すアプリです。今いるところから最も近い施設をすぐに見つけることが出来ます。また、対象物がある方向にカメラを向けるとその場所の名前が画面上に表示されます。観光地やおみやげ屋さん，飲食店，駅等の情報が表示できるので観光に使えるほか、災害時は避難所等の情報もすぐに見ることができるためあらゆる場面で活用できます。

	特にPRしたい点
	直感的な操作とシンプルな画面でほしい情報が一瞬で手に入ります。また、漫画に出てくるようなレーダーを模した、一度は使ってみたくなるUIを持つこのアプリなら、周囲の注目を集めること間違いなしです。探しているもの以外は画面に表示せず、距離と方角がわかるので地図が読めなくても方向音痴でも確実に探しているものにたどり着くことが出来ます。京都を3倍楽しむためのアプリです。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（公共施設情報、観光施設情報）、モビリティ情報（バス停位置情報、地下鉄位置情報、系統情報（京都市バス）、路線情報（京都市営地下鉄）、公営駐車場、駐輪所情報）、防災情報（避難所情報、広域避難所情報、避難救助拠点情報、災害時帰宅支援ステーション）
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図 222　「キョートレーダー」アプリケーション・イメージ

(20)  コトNAVI
表 144　「コトNAVI」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Chrome

	アプリケーションのURL
	http://cotonavi.com 

	アプリケーション概要
	京都観光のための支援サービス。京都観光のルート検索及び観光名所のサジェスチョン。

	特にPRしたい点
	まだまだ機能面を拡張中ですがユーザーが検索したデータをサーバーで取得しています。それに応じたサジェスチョン方法も考えています。

	使用しているオープンデータ
	観光情報（公共施設情報、観光施設情報）、モビリティ情報（時刻表情報（京都市バス）、時刻表情報（京都市営地下鉄）、系統情報（京都市バス）、路線情報（京都市営地下鉄））
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図 223　「コトNAVI」アプリケーション・イメージ

(21)  京都観光情報可視化サービス
表 145　「京都観光情報可視化サービス」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	IE9、FireFox、Chrome等

	アプリケーションのURL
	http://www.metabridge.jp/od2st/ 

	アプリケーション概要
	https://kyoto.smartercity.jp/ のAPIから取得したJSONデータをRDF/XMLに変換し、SPARQLエンドポイントに、RDFデータを登録して、SPARQL検索ができるようにしました。また、SPARQLTimeliner （https://github.com/okfn/timeliner）緯度経度、時間情報を持つ観光情報を可視化しました。

	特にPRしたい点
	-

	使用しているオープンデータ
	観光情報（観光施設情報）、モビリティ情報（駅・停留所）、防災情報（広域避難所、防災施設情報）
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図 224　「京都観光情報可視化サービス」アプリケーション・イメージ

(22)  京都観光安心ちゃん
表 146　「京都観光安心ちゃん」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	IE11、Firefox26.0、Chrome32.0.1700.107 m、iOS6.1.4、Android4.3

	アプリケーションのURL
	http://pingineer.net/apps/flood-map/ 

	アプリケーション概要
	普段は観光マップとして使用し、目的地までの経路案内を行うWebアプリ。災害等非常時には避難所までの経路も案内できるアプリケーション。避難所だけでなく水没想定区域や土砂災害危険箇所、リアルタイムの雨量や河川の水位も見られるようにしている。観光者等の土地勘がない者でも危険な場所へ近付かないようにして危険を減らし被災者を少なくすることを目指す。PCだけでなくスマートフォンやタブレットでも使用可能。

	特にPRしたい点
	災害モードの水没想定区域や土砂災害危険箇所、リアルタイム雨量やリアルタイム河川の水位、海上ライブマップ等は全国分が閲覧可能。観光情報が京都市以外に拡大しても対応が可能。現在の場所がどれくらい危険であるか利用者自身が判断を行い自主的にその場所を離れる等して被災する確率を減らすことができる。

	使用しているオープンデータ
	観光情報、モビリティ情報、防災情報
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図 225　「京都観光安心ちゃん」アプリケーション・イメージ

(23)  yutrip
表 147　「yutrip」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Safari(iOS7), Google Chromeバージョン 32

	アプリケーションのURL
	http://yutrip.info 

	アプリケーション概要
	京都市内を観光する際に、自転車を利用すると非常に便利です。しかし、現状では観光地、飲食店、駐輪場の情報がまとまっておらず、不便です。そこで、yutripでは、従来、別々にあった情報をまとめて地図上にマッピングすることで、利用者の負担を軽減します。観光を効よくできることで、時間も有効に使うことができます。

	特にPRしたい点
	観光に必要な情報のみを複数同時に閲覧できる（駐輪場、飲食店、観光地）、今後絞り込み検索や推薦ルートの提示をする等の発展にも期待できる。また、スマートフォンに対応することで、移動しながらでも利用できます。目的地の距離も算出し、始めての土地でも距離間を理解することができる。

	使用しているオープンデータ
	モビリティ情報（駐輪場情報）
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図 226　「yutrip」アプリケーション・イメージ

(24)  OMOTENASHI Channel
表 148　「OMOTENASHI Channel」アプリケーションの詳細

	項目
	内容

	動作環境
	Webアプリ / iPhone Safari iOS7

	アプリケーションのURL
	http://omotenashi.ch/ 

	アプリケーション概要
	東京から、日本各地の地方都市を繋ぐ、訪日欧米人向け観光アプリ。東京だけではなく、京都、鯖江、横浜の観光地へわかりやすくご案内し、より深く日本を理解し、日本を今まで以上に好きになってもらうことを目的としたアプリ。オープンデータの広がりと共に対応都市を増やし、よりきめ細やかなおもてなしができるよう、オープンなコミュニティで開発を続けていきます。

	特にPRしたい点
	· 外国人でもわかりやすいように各観光地を写真によって視覚的に選択できる
· シェイクで画面が切り替わる
· 各地の最適な観光ルートを表示
· フリーWi-Fiスポットを表示
· オープンデータマッシュアップDBとしてインメモリDBを採用し爆速検索機能を実現
· オープンデータと企業が提供している公開APIや駅すぱあと等の商用APIともマッシュアップする事で、より使いやすいアプリを目指す。

	使用しているオープンデータ
	観光情報
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図 227　「OMOTENASHI Channel」アプリケーション・イメージ

車の位置





マッピングされた道路の線分





近くの道路は基本道路でないので、これでOKです
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マッピングされた道路の線分
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マッピングされた道路の線分





マッピングされた道路の線分
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この避難所を選択。





経路探索ボタンを押下
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�日本政府観光局（JINTO） 「年別 訪日外客数, 出国日本人数の推移」資料（http://www.jnto.go.jp/jpn/reference/tourism_data/pdf/marketingdata_outband6412.pdf）の平成24年出国日本人数から訪日外客数を引いた人数。


�一般の人々や組織を対象とし、過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転車等を「かしこく」使う方向へと自発的に転換していくことを促す施策。


� 総務省 平成25年度 情報流通連携基盤の観光・防災情報における実証に係る請負。


�平成22年度の「京都市観光調査」として京都市が独自の調査基準で調査したもの。京都市の場合、平成25年10月時点で最新の「平成24年 京都観光総合調査」（http://raku.city.kyoto.jp/kanko_top/image/shiryo250528.pdf）の中で「京都市では，京都の都市特性を反映させながら全国統一基準にも合致する統計手法について，昨年中，１年をかけて観光庁と協議を行ってまいりました。協議を踏まえ，平成25年調査からは，京都市の独自調査の手法を基本に，さらに精度を上げた調査結果が発表できることとなりますが，平成24年は協議中であったため，平成23年調査に引き続き，入込観光客数など数値の推計ができなかった統計があります。」とあり、平成22年度の入込観光客数が最新情報となります。


� 「歩くまち・京都」憲章（http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000056806.html）


� 「歩くまち・京都」総合交通戦略（http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000094578.html）


� 単位時間あたりの処理能力


� コンピュータの動作中に、使用可能なメモリー容量がだんだん減っていく現象


�通信要求過多により、通信が成立しにくくなる現象


� Webコンテンツを構成するテキストや画像等のデジタル・コンテンツを統合・体系的に管理し、配信等必要な処理を行うシステムの総称。


� 国立情報学研究所が次世代情報共通基盤システムとして開発したオープンソースソフトウェア。コンテンツ・マネージメント・システムとグループウェアを組み合わせたサイトが比較的簡単に導入することが可能。（� HYPERLINK "http://www.netcommons.org/" ��http://www.netcommons.org/�）


�PHP言語で開発されているオープンソースのブログソフトウェア。CMSとして利用されることも多い。


� オープンデータ・カタログを構築するためのオープンソースソフトウェア。イギリス(data.gov.uk)、EU(publicdata.eu)、ブラジルの(dados.gov.br)、オランダの政府ポータル、US、UK、アルゼンチン、フィンランド等の地方自治体で使用されている。


� 静岡県の公式オープンデータ・カタログ（� HYPERLINK "http://open-data.pref.shizuoka.jp/" ��http://open-data.pref.shizuoka.jp/�）。NetCommons2で静岡県の職員が中心となり開発された。


� 日本政府による試行版オープンデータ・カタログ・サイト（� HYPERLINK "http://www.data.go.jp/" ��http://www.data.go.jp/�）。各府省保有データを横断的にオープンデータ化して公開している。


� 経済産業省による試行版オープンデータ・カタログ・サイト（� HYPERLINK "http://datameti.go.jp/" ��http://datameti.go.jp/�）。


� 著作権のある著作物の配布を許可する数種類あるパブリック・ライセンスの1つ。著作権者が、著作物を非商用のみでの使用を許可出来るなど、著作権者が柔軟性のあるライセンスを選択することを可能にしながら、第三者による著作物の使用や再分布を許可できるといった特徴を持つ。（� HYPERLINK "http://creativecommons.org/licenses/by/2.1/jp/" ��http://creativecommons.org/licenses/by/2.1/jp/�）


� 京都の観光情報を公開するオフィシャル・サイト（� HYPERLINK "http://kanko.city.kyoto.lg.jp/" ��http://kanko.city.kyoto.lg.jp/�）


�避難所情報は、安心安全に関わる重要情報であるため、継続運用においては京都市役所の防災担当原課との連携が必須であると考える。


�実証結果から得られた情報を基に作成した現時点でのプランであるため、以下の事由が発生した場合には継続方針と今後のプランを見直す。


京都市、ASTEM、ジョルダンが、今回開発したアプリケーションを「歩くまち京都」モバイル・アプリケーションに採用しない判断をした場合


事業化準備期間中の実証基盤の継続運用資金確保ができなかった場合


総務省が情報流通連携基盤の使用を許諾しなかった場合


事業化を目指す推進体制に変化が発生した場合


事業化プラン検討の際、事業化を目指す推進体制による投資判断がなされなかった場合
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